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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　雲ひとつない、まぶしいほどの蒼空ブルー・スカイ。

　酷こく暑しよの夏をそのままズルズル引き摺ずっているかのように、十月になってもいまだに残暑の余波が衰おとろえない──その日。

　下校時のざわめきもピークを過ぎて、それなりの静けさを取り戻もどした放課後。

　小こ日向ひなた中学校の職員室では、三年七組の担任である加か賀が谷やが何やら小難しい顔でしきりに唸うなっていた。

「どうかなさったんですか、加賀谷先生」

　いつもは傍はた迷めい惑わくなほど快活なオーラを垂れ流す加賀谷が、珍めずらしくもじっとり黙だまり込んで。その上、どっぷり深々と眉み間けんに縦ジワを刻んでいるのがよほど不気味に思えたのか。自分専用のマグカップになみなみと注いだ渋しぶ茶ちやを一口啜すすって、三年生学年主任の有あり沢さわが上うわ目め遣づかいに声をかけた。

「は……？」

「いえ……ね。加賀谷先生らしくもなく、何をそんなに難しい顔をなさっているのかと思いまして」

　言われて、初めて気が付いたのか。加賀谷は、何やらバツが悪そうにポリポリと鼻の頭を搔かいた。

「はぁぁ……。そんな、でしたか？」

　すると。

　斜ななめ正面に座っている、万年神経性胃い炎えんを患わずらっているのではないかと噂うわさのあるほど血色の悪い顔色をした一組担任の野の田だが、

「──ですね。こう……眉間にくっきりと縦ジワが一本……」

　人差し指をビシッと一本、自分の眉間に突つき立てた。

　そうすると。しんなりと青ざめた顔がますます、おどろおどろしさを増して。渋茶を口に含ふくんだまま、有沢の喉のども思わず痙ひきつれそうになった。

　もっとも。

　当の加賀谷は。

　いったい、いつから見られていたのだろうかと思うと妙に気き恥はずかしくて、

「い…やぁ……。ハハハ………」

　笑ってごまかしただけだったが。

　ともあれ。

　それで、話のきっかけが一気にほぐれたのか。隣りん席せきの、小日向中イケメン教きよう諭ゆトリオのうちの一人、五組担任の新しん川かわまでもが、

「加賀谷先生。何か、心配事でもあるんですか？」

　やんわりと小首を傾かしげた。

　これがバーコード頭の有沢だと、ただキモイだけなのだが。イケメン新川ならば、何をやってもサマになる。

　人間、顔じゃないッ！

　──と、言われながらも。現代社会の常識として、やはり、見てくれビジユアルはそれなりに大切であると確信する瞬しゆん間かんであった。

「心配って、いうか……。実は、この間の進路調査のことなんですが……」

「あぁ……。加賀谷先生は、今年初めて三年生の担任を受け持たれたんですよね？」

「なんだ。それで、柄がらにもなくナーバスになってるんですか？」

「いや、ナーバスっていうか……」

「今からそんな神経質になって、どうするんですか？　これから更さらに、山あり谷ありの連続なんですから。本番は、まだまだ先ですよ？」

「あー、有沢先生ったら、今からそんなプレッシャーかけてどうするんですか？」

「そう、そう。大だい丈じよう夫ぶですよ、加賀谷先生。親のミエも本人の高望みも、最後はそれなりに、納まるところにきっちり納まるようになってますから」

「おぉぉッ…と。本ほん多だ先生、さすがベテラン。余よ裕ゆうのお言葉ですねぇ」

　加賀谷の小難しい顔つきの原因がわかって、皆みな、ホッと胸のつかえがおりたのか。

　それとも。

　いつもはノーテンキとも思えるお気楽主義者の加賀谷も、やはり、ただの人の子だったのか──と思うと。何やら、微笑ほほえましくさえ思えてしまうのか。三学年の担任で一ひと塊かたまりになった『島』が一気に和なごんだ。

　しかし。

　加賀谷本人にとっては、そんなお気楽に和んでいられるような状態ではなく。

「……ていうか。実は、こいつらなんですけど……」

　加賀谷は、もっか我がクラスの頭痛の種である三枚の進路調査票を机の上に並べた。

『市いち村むら龍りゆう平へい』

『杉すぎ本もと哲てつ史し』

『蓮れん城じよう翼つばさ』

　それにつられて、どれどれ……とばかりに、皆が皆、興味本位に覗のぞき込んで。誰もが、一様に唸った。

　いや。

　さすがに。

　何とコメントをするべきなのかと……。

　各々が、それっきり、言葉を吞のんで黙り込んでしまったのだった。

　──と。

「杉本は……就職希望？　加賀谷先生、これは、いったい……何の冗談でしょうかね？」

　有沢が片かた頰ほおをピクピク痙らせて、加賀谷の顔を凝ぎよう視しする。

　何の冗談？

　それを聞きたいのは、むしろ、加賀谷の方だった。

　一年の時から学力テストでは常にベスト・スリーを外れたことのない杉本哲史は、前生徒会長を務めた小日向中学期待の星である。

　このまま行けば内ない申しんもバッチリだし、県内公立高校への推すい薦せんは間違いなしの太たい鼓こ判ばんで。もしかしたら、国立大学受験の予備校──などと羨せん望ぼうの陰かげ口ぐちを叩たたかれるほどの超進学校である桐とう琳りん高校入学も夢ではないかもしれない。

　そんな出来過ぎる彼が、よりにもよって、高校進学をせずに就職希望などと。これがブラックジョークでなくて、何だと言うのか。学年主任の有沢でなくても、顔が痙るのも当然であろう。

　あまりのショックに、有沢は。寸でのところで、

『杉本哲史が高校に行かないのならば、ほかの誰も高校受験をする資格などなぁぁいッ！』

　教職者に有るまじき暴言をブチ上げてしまいそうであった。

　もっとも。

　それは大なり小なり、その場にいた三学年教諭たち全員の心の叫さけびでもあっただろうが。

「これって……マジですか？」

「俺的には、ただのジョークだと思いたいんですが。杉本の家庭事情も考えると、さすがに……笑って済まされないというか」

「──ですよね。杉本君、去年おじいちゃんを亡なくして、今はおばあちゃんとの二人暮らしですし」

　去年、哲史の担任でもあった芝しば崎ざきは今更のように声のトーンを落とす。

「いや。実は……。それが、どうも……このところ、おばあさんの具合も良くないらしくて、ですね」

　──とたん。

　皆が皆、一様に目を伏ふせた。

　芝崎も、まさか、杉本家の家庭事情がそこまで切せつ迫ぱくしているとは思わなかったのだろう。声を吞んだきり、言葉もない。

　何より。

　現実問題として。

　年金暮らしの祖母と二人暮らしの杉本家に、義務教育ではない高校の学費とそれに付ふ随ずいする諸もろ々もろの教育費は、それだけで充分、重すぎる負担だろう。

　先だっての家庭訪問の際には、祖かの母じよは、我が孫の成長ぶりにいたく満足げに目を細めて加賀谷の話に耳を傾かたむけていたが。決して余裕があるとは思えないその質素な暮らしぶりは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、普ふ段だんの生活態度からは、そんなことはまるで感じさせない哲史の家庭環かん境きようの裏事情を目まの当りにした気がしたのだった。

「でも、あの、奨しよう学がく金制度もありますし。もし、桐琳がダメでも、杉本くらい出来る生徒だったら、えーと……私立の授業料免めん除じよの特待生という手もあるんじゃないですか？」

　考えることは、皆同じ──であろうか。

　どういう家庭事情があるにせよ、杉本哲史には高校進学をしてもらいたい。

　いや。

　ぜひとも。

　彼には、何とか進学させてやりたいッ──と。

　いまだに、まともに九九もできないようなボンクラだって、金さえ出せば入れる高校はあるのだ。それを思うと、世の中の不条理を感じないではいられない教員たちであった。

　しかし。

　その不条理よりももっと不可解なのは、市村龍平で。彼の進路希望先はすべて、同じ言葉で埋うめ尽つくされている。

「──で。市村の、この『杉本哲史と同じところ』…っていうのは、どういう意味なんでしょうね」

「どういう…って、だから、そういう意味なんじゃないですか？」

「つまり……。市村は高校進学する気はあるけど、杉本と同じところならどこでもいいって、ことですか？」

「……らしいですね」

「と、言うより。市村の普段の言動から察するに、杉本と同じ高校にしか行きたくない…って感じなんじゃないですか？」

「えーッ。マジっすか？」

「ウソ……。て、いうか。加賀谷先生。市村は神かみ代しろ学園のバスケ特待生でほぼ決まりなんじゃ……」

　ビックリ眼まなこの新川の台詞せりふではないが。加賀谷を筆頭に、ほぼ全員、その線が濃のう厚こうだろうと思っていたはずだ。

　ほっそりとした小顔の杉本哲史が小日向中学を代表する頭脳派の筆頭ならば、その対極を張るかのように恵めぐまれた体格をした市村龍平は一芸で食っていける体育会系の最さい右う翼よくである。

　何しろ。その才能は早くから注目されており、前年度は中学体育総体の南部地区のベスト三位で、あと一歩というところで県大会への切きつ符ぷを逃のがしたが。今年度は、地区大会優勝の勢いを駆かって、県大会準優勝という偉い業ぎようを成し遂とげたバスケ部のエースである。

　それで一気に、県下有名高校の市村争そう奪だつ戦が激化し、そのラッキーチャンスを引き当てたのが某ぼう神代学園だったというのは、半ば公然の秘密──でもある。

　現に。バスケ部顧こ問もんの吉よし村むらが、もう、すっかりその気であるのを加賀谷は知っている。

　受け持ちの学年は違うが、同じ体育教師で。更には、加賀谷が市村龍平の担任ということもあって、何かとツー・カーな二人であった。

　なのに、である。

　これは、いったい、どういうことなのだろう。

　杉本哲史の進路調査票を見たときには、どっぷりため息しか出なかった加賀谷だが。市村龍平のそれを手にしたとき、一いつ瞬しゆん……頭を抱かかえたくなってしまった。

　そんな加賀谷の後頭部に回し蹴げりを喰くらわすかのように、

「吉村先生、知ってるんでしょうか？」

　ポソリと、新川が漏もらす。

「知らないんじゃないですかぁ？　知ってたら、今頃、鬼おにのような顔をして加賀谷先生の胸むな倉ぐらをつかんでると思いますけど」

「は…ハハハ………。菱ひし沼ぬまセンセー……。そんな、脅おどかさないでくださいよぉ」

　冗談でも、そんな心臓に悪い台詞は吐はかないでほしい。

　──とは、加賀谷の切なる願いでもある。

　だが。日頃の熱血指導ぶりから察するに、

『小日向中学バスケ部のためならば、彼女に愛想を尽かされても俺は本ほん望もうだッ！』

　そう豪ごう語ごする吉村が血相を変えて加賀谷に詰つめ寄ってくるのも、今となっては、はや、時間の問題ではあろうが。

　そのとき。

　一組担任の相そう馬まが、控ひかえ目に嘴くちばしを突つっ込んできた。

「でも、まぁ、まるっきり有り得ない……わけじゃないですよね」

「なんでですか？　俺はまさに、寝ね耳みみに水……ですけど」

「だって、杉本君と市村君、すっごく仲がいいじゃないですか」

　それは、誰もが認めるところである。

『親友』という言葉は、まさに、彼らのためにあると言っても過言ではない。

　いや……。

　見方によっては。あまりにも仲がよすぎて、ある意味、結構な視界の暴力なのではないかという気がしないでもないのだが。

「小学校からの親友……でしょ？」

　言わずもがなの台詞を口にする相馬に、加賀谷は一つ大きくため息を吐ついた。

　いくら親友だからといって、この先の人生を選別する第一関門である進路調査票に、

『杉本哲史と同じところ』

（そりゃあ、ねーだろ）

　──と、加賀谷は思うのだ。

　幼よう稚ち園えん児じなら許せても、中学三年の、将来を属しよく望ぼうされているバスケ部エースの書くべき台詞ではないだろう。たとえ、ただの悪ふざけだとしても、だ。

　あぁ……。

　いや。

　コートの中ではきつい眼光を放つバスケの申し子も、普段は至って純じゆん朴ぼくな好少年で。誰がどう見ても、担任である加賀谷をおちょくって喜ぶような悪タレには見えないから、なおさらタチが悪すぎるのだ。

（本気──なんだよな、やっぱ）

　そう思うと。どっぷり、ため息が止まらない。

「だけど、いくら親友だなんだといっても、所しよ詮せんは未熟な子ども……ですからねぇ」

「有沢先生、それを言ってはおしまいです」

「まっ。これから先、本当に自分がやりたい目こ標とを見つけてしまえば道は自おのずと分かれてしまうものですよ。高校受験は、その第一関門みたいなものですか」

「いざとなってしまえば、今の子どもはけっこうドライというか……。割りきり方も早いですしね」

「我が慢まんがきかない分、打たれ弱いですけど」

「そんなことありませんよ。友情って、打算もしがらみもない方が長続きするんじゃないかと思いますけど」

「──でも。市村も、まさか、杉本が高校進学しないかもしれない……なんてことはまるっきり思ってもいないでしょうねぇ」

「もし……。万が一、杉本君が本当に受験しなかったら、市村君、どうするんでしょうか？」

「そしたら、予定通り、神代の特待生で決まりじゃないですか？」

「イヤ、わかりませんよ。あの市村ですから」

「どっちにしろ、頭が痛いことに変わりはありませんよ」

　そんな加賀谷を更にため息のドツボに叩き落とす最大の元げん凶きようが、蓮城翼である。

　先の二人同様、小学校時代からの親友くされえん。

　いや、いや。

　それを言うなら、

『よりにもよって、このお騒さわがせ三人衆トラブルメーカーズ』

　なのだろう。

『類は友を呼ぶ』

　……ものなのか。

　それとも。

『朱しゆに交われば赤くなる』

　のか……。

「はぁ……。蓮城は白紙──ですか」

「いやぁ。わかりやすくていいですねぇ、ホント」

「野田センセー、おちょくらないでくださいよ」

「そうですよ。まだ、匙さじを投げるには早すぎます」

「えー、だって、あの蓮城翼……ですよ？」

　ことさら意味深に、野田はその名前を口にする。

　世の中、

『痘痕あばたもエクボ』

　その格言通り、醜ブ女スと醜ブサ男イクの定義は人の数ほどあるが。

　逆に。誰が見ても綺き麗れいなものは綺麗で、美しいものは素す直なおに美しいと思える『モノ』は確かに存在するのである。

　月並みな言い方かもしれないが、蓮城翼は『美人』だった。

　男に『美人』と形容するのが正しかろうが間違っていようが、そんなことは瑣さ末まつな問題にすぎない。そう、キッパリ断言してしまえるほどの『超美形』なのだった。

『美人』は『美形』というカテゴリーに属した美族で、その美しさには、年ねん齢れいも性別も必要ではない。

　その通りである。

　ただ……。

『蓮城翼』をうっとり眺ながめて百倍楽しむための『眼福』には、不ふ可か侵しんとも言うべき、唯ゆい一いつの掟ルールがあった。

　それは。『眼か福れ』には、世間一いつ般ぱんで言うところの『常識』も『人間性』も求めてはならないということである。

　綺麗なモノには猛ト毒ゲがあるものなのだ。

　すばらしく際きわ立だったその美しさに、ついフラフラと魅み入いられて泣きを見た者──数知れず。

　美は非力の証あかし……とばかりに侮あなどって、不様に返り討ちにあった者──山のごとし。

　それでも、なお、自ら進んで下げ僕ぼくになりたがる信しん奉ぽう者しやは──星の数。

　蓮城翼は、誰もが認める傲ごう慢まん不ふ遜そんな冷血漢であった。

　件くだんの幼おさな馴な染じみ二人を除いては、友人など必要でない。

　そんなふうに思っているのは明白で。それを隠かくそうともしないエゴイスト──である。

　誰一人としてその現場を目もく撃げきしたことはないのに、なぜか『不純異性行こう為いの常習犯』という噂は絶えず。

　しかも。

「まぁ、あの美び貌ぼうじゃ、それもしょうがないか……」

　などと。あっさり納なつ得とくしてしまえるのが、すでに、尋じん常じようではないところで。

　その上。マジギレしてしまうと、美び麗れいな容姿には似合わないほどメチャクチャ凶きよう暴ぼう──だった。

　ついた仇あだ名なが『地獄のヘル・大天使エンジエル』。

　それだけを聞くと、まるでベタなネーミングで笑ってしまうが。蓮城翼の美貌とその過激な本ほん性しようを知る者にとっては、まさに笑えないジョークだった。

「それで……蓮城くんは、どうする気なんでしょうね？」

「どうするも何も、蓮城の悪名は県下に轟とどろき渡わたっていますから、すんなり入れてくれるような高校……ないんじゃないですか？」

　悪名が県下に轟き渡っているかどうかは、別にして。少なくとも、『小日向中の蓮城』の美貌が広く知れ渡っているのは事実だろう。

　それが証しよう拠こに。

　この三年間。

　小日向中学の公イ式ベ行ン事トは、蓮城翼目当ての野次馬ギヤラリーが大勢押しかけ、満員御おん礼れいの垂れ幕が何枚あっても足りないほどの盛せい況きようぶりだった。

　その『蓮城翼』という絶大な客寄せパンダが、来春には卒業してしまうわけで。

　その後の反動が──怖こわい。

　いや。冗談ではなく……。

「野田先生、それって……禁句だと思います」

「それじゃ、この場限りのオフレコと言うことで」

「オフレコって、野田センセー……」

「ブッちゃけた話。全教科、偏へん差さ値ちのはるか下を這はいずり回る成績では、話にもならんでしょう。ましてや、普段の素行が素行だし。内申書なんて、端はなから書き様がないですよ。ねぇ、加賀谷先生」

　そこで、俺に同意を強要しないでくださいッ。

　──とは、加賀谷の切実な心境だったろう。

「親がいくら躍やつ起きになって裏金を積んだとしても、本人が何様の俺サマ……ですから。だったら、無理に進学させる必要もないんじゃないですか？」

　新任早々、翼の見かけに誑たぶらかされておもいっきり辛しん苦くを舐なめさせられた野田は。ある意味、教育者としてのネジが一本すっ飛んでしまったのか、過激に暴言を吐きまくる。

　それでも。

　誰一人としてムキになって反論しようとしない時点で、皆、共犯者おなじアナのムジナ……だったりするのかもしれない。

　そして。

　束つかの間の沈ちん黙もくの末に吐かれた新川の、

「加賀谷先生も、大変ですよね。頭の上に、ドでかい鉄板がサンドイッチ状態で……」

　それは。特大の嫌いや味みと言うよりは、すでに、ご愁しゆう傷しよう様さま扱あつかいの同情に近い。

「頑がん張ばってくださいね、加賀谷先生」

　芝崎のその言葉はげましすらもが、虚むなしく思えてくる加賀谷だった。













　　　　＊＊＊＊＊　Ⅱ　＊＊＊＊＊







　四月も半ばを過ぎた、その日。

　昨日までの晴れやかな日々とは打って変わって、空の色はどんよりと重かった。

　肌はだにまとわりつく大気も、幾いく分ぶん湿しめっぽく感じる。

　雨が降りだすのも、はや、時間の問題かもしれない。

　そう思わせるほどに、黒灰色の雲は低かった。

　ここは、近年人口増加の著いちじるしい森もり乃の宮みや市。

　昔はのどかな田園風景が目に優やさしい田舎いなか町も、今では交こう通つう網もうも整備拡張され、大型ショッピングセンターが次々にオープンし。雨が降り終わった後の筍たけのこのごとく、マンション群が急増するベッド・タウンに変身した。

　少子化って、いったい、どこの話？──とでも言いたげに、今年新たに、小学校と中学校が揃そろって一校ずつ新設される予定だ。

　そんな急成長を遂とげる市街地の賑にぎわいとは無む縁えんの、まるで時代の喧けん噪そうに取り残された鎮ちん守じゆの杜もりを思わせるような、ひどく趣おもむきのある、どっぷりと濃こい木々の緑に囲まれた沙さ神がみ高校は、創立五年目の私立校である。




　キン、コン、カン、コーン♪……………。




　四時間目終しゆう了りようのチャイムが鳴る。

　いつもと寸分変わらないはずのそれが、妙にどんよりと重く感じるのは、今にも泣き出しそうに低くトグロを巻いた空のせい……？

「…ンなわけ、ないか」

　ボソリとひとりごちて、杉本哲史は窓の外を見やった。




　♪…………コン、カン、キン、コーン。




　チャイムが鳴り終わると、分刻みできっちり統制された学園生活のオアシス・タイム──昼休みの始まりである。

　どこもかしこも浮うき足立つように、校舎中が一気にざわめきはじめる。

　けれども。

　チャイムが鳴り終わっても。

　ここ、二年三組の教室では、誰一人席を立とうとはしなかった。

　それどころか。

　ぼんやりと頰ほお杖づえをついたままの哲史を除いて、誰もがソワソワと期待に目を輝かがやかせ。

　あるいは、ワクワクと小鼻を膨ふくらませ。

　更には、ドキ♡ドキ♡……と胸の高鳴りを抑おさえつつ。

　自席に着いたまま、今か、今か……と。その瞬間ときを待っていた。

　やがて。

　前方のドアがガラリと開いて、１８５㎝の長身をほんの少し屈かがめるようにして市村龍平が入ってくると。クラスの女子群が一いつ斉せいに黄色い声を張り上げた。

「きゃぁぁん♡」

「市村く～ん♥」

「いらっしゃぁぁぁい♡」

　露ろ骨こつなほどのハートマークがクラス中を飛び交かう嬌きよう声せいにビビるでも、はにかむでも、臆おくするでもなく。龍平は、ことさらゆったりと哲史の席までやってくる。

　肉厚の胸むな板いた。

　広い肩かた幅はば。

　弛たるみなく引き締しまった、腰こし。

　ハードなスポーツでみっちりと鍛きたえ上げられて均整のとれた長身は、愚ぐ鈍どんさの欠片かけらもなく。体育会系の暑苦しさとは無縁の甘いマスクともあいまって、思いのほかしなやかだ。

　背筋を伸ばしてゆったりと歩み寄ってくる足取りは飄ひよう々ひようとしていながら、隙すきのない猫ねこ科か肉にく食しよく獣じゆうのそれを思わせた。

　その右手には、緑茶のペットボトル入りのドデカい弁当箱ランチボツクス。

　一見無む頓とん着ちやくそうに見えて、実のところ、自分の持ち物にはけっこうなこだわりを持っている龍平のランチバッグは、女子群の注目の的だったりする。なぜなら、その色しき彩さいを含ふくめたデザインセンスの良さに加え、

「あー、これ？　いいでしょ？　誕生日プレゼントなんだ」

　これまで。そういった類たぐいのプレゼントは決して受け取らなかった龍平が、誰から……とは言わないまでも、

「え？　どこにも売ってないよ。これはね、手作りの特注品♡　だって、俺のために作ってくれたものなんだから」

　蕩とろけるような笑え顔がおでサラリとブチかましてくれた意味深な爆ばく弾だん発言に、呆ぼう然ぜん絶句の阿鼻叫喚あらしだったからだ。

　そのときのことを思い出すにつけ、哲史は、

（はぁぁぁ……………）

　ぐったり、机に懐なつきたくなる。

　その日、一日。龍平の親友であるところの哲史は、すっかり……異様に目が据すわってしまった女子たちに『あれ』や『これ』やの質問攻ぜめに遭あい、辟へき易えきしてしまったのだった。

　げに恐おそろしきは『女』という名の圧力団体。

　女子たちをパニックに陥おとしいれた──特注品の誕生日プレゼント。

　それが、実は、哲史の手作りであることは誰も知らない。

　──いや。

　こうなってしまうと。バレたら、そのときの反動が怖い。

　必要に迫せまられて……とはいえ、裁さい縫ほうどころか料理の腕うで前まえも玄人くろうとはだしで、はや、小学生高学年の頃には家事のエキスパートであった哲史にとって。雑ぞう巾きんだろうが、エプロンだろうが、万能キルティングバッグだろうが、そんなものは朝飯前のお手のモノであったが。珍めずらしくも龍平に、誕生日のプレゼントにランチバッグを強請ねだられて、

（そんなモンでいいのか？）

　とか、思いつつ。

　だったら、ここはひとつ、

（やっぱ、誕生日プレゼントだし。なら、ちょっとはそれらしく頑がん張ばってみるか）

　──なんて。

　哲史的には、お久しぶりの力作だったのだが……。

　まさか。

　さすがの哲史も。

　それをあんなふうに持ち出して、龍平が、あそこまできっちり予防線を張りまくるとは思ってもみなかったわけで。

（龍平の奴やつ……。あれって、絶対、確信犯だよなぁ）

　およそ、そんな言葉とは一生縁えんがなさそうに見えて、ミーハーな女子軍に対する龍平のガードはけっこう堅かたい。

　ただ。超天然入りまくりのバスケ部のエースは何をやっても嫌いや味みなく、あからさまにも見えない。

（このところ、また一段と周囲のミーハーぶりが過エスカ熱レートしてきたからなぁ）

　まっ、それならそれで。女おんな除よけのダシにされようが、牽けん制せい弾だまにされようが、哲史的にはいっこうに構わないのだが。

　問題は。

　どうせならついでにと、龍平のそれとデザイン違いの自分用のランチバッグも一いつ緒しよに作ってしまったことで。

　布地も、形も、多少違うし。これなら、たぶんバレないだろう……とは思いつつも、目め敏ざとい女子もいることだし。実は、けっこう冷や汗あせものだったのだ。

　そんな哲史の気苦労も知らず、龍平はいつものように、

「テッちゃん、昼飯、一緒に食っていい？」

　女子群が『腰こし砕くだけになる』ともっぱらの噂のビター・テノールで問いかける。

（腰砕け……ねぇ）

　めったに声を荒あらげたことのない龍平の口調は、いつも穏おだやかで優しい。

　ところかまわず、平然と乱雑な台詞を大声で連呼する女子に、少しは爪つめの垢あかでも煎せんじて飲ませてやりたくなるほどだった。

　けれども。

　龍平との付き合いもかれこれ十年目になる哲史にとって、それは、すっかり耳に馴な染じんでしまった『龍平の声トーン』以外の何モノでもなくて。

「杉本君は、いいわよねぇ。市村君の腰砕けボイスで名前を呼んでもらえるんだもん」

「それも、『チャン』付けよぉ」

「やっぱり、幼馴染みの特権ってやつ？」

「あーッ……。一度でいいから、市村君に、耳元であたしの名前を囁ささやいてほしぃぃぃッ」

　そんなことを言われても。

　あれの、どこらへんが『腰砕け』なのだろうか……と。首を捻ひねらずにはいられない哲史だった。

（まぁ、見かけだけは完かん璧ぺき王子様タイプだからなぁ、龍平の奴）

　背が高くて。

　顔が良くて。

　誠実で。

　──優しい。

　ただし。王子様と言われて、龍平が喜ぶとも思えないが。　>>>♥

　何はともあれ。

　それが、昼飯時の『お約束』のキーワードであるかのように、女子の一人が待ってましたとばかりに、さっとスチール椅い子すを差し出す。

「市村くん。どうぞ♡」

　龍平は恐きよう縮しゆくするどころか、

「ありがとう」

　にっこり笑って受け取ると、哲史の返事も聞かずにどっかと腰を下ろす。

　現バスケ部のエースで、沙神高校一の『タラシ』と異名を取る龍平の甘いマスク──それもとびきりの笑顔付きともなれば、それが自分一人に向けられた至福に、椅子を差し出した女子は満面の笑みを浮かべて自分の席に戻って行く。

　その足取りが、妙にふわふわと地に着かないものだとしても、それはそれでしかたないのかもしれない。

　二年生になって新クラスになり、すでに、すっかり見慣れてしまったその過か剰じような歓かん待たいぶりに哲史は、

（龍平……。おまえ、無自覚にタラシすぎ）

　内心、どんよりとため息を漏らす。

　これが、計算ずくのフェロモン垂れ流しならば、そのあざとさに鼻白む連中の反感買いまくりなのだろうが。龍平のそれは、皮肉や冷やかしがまったく通じない超天然モノだった。

　その『龍平の椅子係』なるものが、女子の間では早々に、きっちり日ひ替がわりで当番制になっていると知ったときには、

（まっ、好きにやってくれ）

　もはや、ため息も出なかったが。

　何にせよ。それが自分の身に降りかかってくる実害ひのこでなければ、たいがいのことは『エブリシング・オッケー』な哲史であった。

　しかし。

　本当に。

　人間、変われば変わるものである。

　今をときめく、バスケ部の花形エースプレイヤー。

　どんなラフプレーを仕し掛かけられても、冷静な判断ができる司し令れい塔とうと呼ばれ。華か麗れいなドリブルで相手チームを翻ほん弄ろうするテクニシャンとして絶大な人気を誇ほこる龍平が、小学校時代、何をするにもトロくてドンくさい『ノロマの亀かめ』呼ばわりされていたことなど、きっと、誰も信じないだろう。

　実際。１７０㎝を過ぎたあたりで縦も横も打ち止めになってしまった感のある哲史に比べれば、きっちりと引き締まった筋肉質バスケツトの長身・マンになってしまった龍平の成長ぶりは驚おどろきの変へん貌ぼうであると同時に、まったくもって羨うらやましい限りだが。

　それでも。

　本質的なところでの、おっとりとした気の優しい性格の良さはその頃からまったく変わってはいないわけで。小学校からの腐くされ縁えんを自じ認にんする哲史にしてみれば、

（やっぱ、ちゃんと頑張った奴にはご褒ほう美び…ってのは、世の中の基本だよなぁ）

　我が事のように嬉しい。

　バスケットというカテゴリーの中で眠ねむっていた才能が開花し、めきめき頭角を現していくにしたがって龍平を見る周囲の目があからさまに激変する。

　あからさま──という言い方に、多少、哲史としては含ふくむところもあるのだが。努力したことが、目に見える形できちんと報むくわれるということは、人を幸せにする。

　それは。龍平が思っている以上に、哲史にとっても、一種の爽そう快かい感かんにも似た快感だった。

　正直な話。

　小学校の高学年になって始まる部活動で、何を思ったのか、龍平がバスケをやると言い出したとき。哲史は、ほかの誰もが、

「バッカじゃねーの？」

「むり、むり。ドン亀にバスケなんて」

「ヤだよ、俺。あんなトロくさいのと一緒にやんの」

　バカにしきった高笑いで龍平を嘲あざけり笑っても、決して同じようには笑い飛ばしはしなかったが。それでも内心、

（おまえ、ホントに大丈夫？）

　ぐらいには心配だった。

　何しろ。龍平は、やることなすことマイペースで。いや、あまりにもマイペースすぎて他人と同じリズムに乗れないというか、ブチ壊こわすというか……。

　それが高じて、苛いら々いらと他人の悪マイナス感情を搔かき毟むしる達人だったからだ。

　とにかく。

　あの頃は。

　どこでも。何をやっても。他人の足を引っ張ることしか出来ないクラス一の御グ荷ズ物ラと呼ばれていたのだ。

　他人の良いいところを見つけて誉ほめることより、目に付いたアラを突いて文句を言う人間の方がはるかに多い。その方が、楽で簡単だからだ。

　人と違うところを理解しようと心を砕くだくより、無視してしまう方が楽で。

　面めん倒どうなことに立ち向かっていくより、流されてしまう方が簡単。

　そのツケは、結局、廻めぐり廻ってすべて自分に降り掛かかってくるのだが。それを理解するには時間が必要だった。

　それでも。龍平は焦あせりもしなければ、逃げもしなかった。

　その場で立ち止まっていたわけでもないし、楽な方へ簡単に流されもしなかった。

　決して、頭が悪いわけではない。ただ、人よりもちょっと時間がかかるだけで。

　それが証拠に。スタートは遅おそくてなかなかエンジンは掛からないが、長いスパンで物事を見れば、学力にしろ何にしろ、ちゃんと最後の帳ちよう尻じりは合っていた。

　しかも。歩みは亀のように遅いがそれなりにきっちり真ま面じ目めにこなすので、身に付いた基き礎そは揺ゆらがなかった。

　まさに、大器晩成型の見本のようなものである。何でも、すぐに結果を求めたがる現代社会の、言わば異い端たん児じだったかもしれない。

　そんな龍平の『ここが一番凄すごい』と言えば。何を言われても、どんな陰口を叩かれても、ニコニコとメゲることのない、その超前向きな大らかさだったろう。

　もっとも。それはそれで、他人の目には理解しがたい愚ぐ鈍どんさに思えるのか。

　今となっては、それこそ笑い話だが。小学校時代の龍平は、特とく殊しゆ学級入りに片足を突っ込んだ状態にあったのもまた、事実だった。

　実際、そうならなかったのは、

「テッちゃんとツッくんが、俺を見捨てないでいてくれたから」

　だと、龍平は笑い飛ばすのだが。

　クラスから落ちこぼれてしまわないように、きちんとしたフォローを怠おこたらなかった担任の地道な努力を、哲史は知っていたし。それを詰なじることしかできないその他の親バカな保護者にも毅き然ぜんとした態度を崩くずさなかった龍平の親の愛情深さも、つぶさに見ていた。

　平然と我が子を捨てる親もいれば、必死に子どもの楯たてになろうとする親もいる。

　その違いは、いったいどこから来るのだろう。

　考えれば考えるほど、訳のわからないドツボにはまってしまいそうで。哲史は、どうにもならないことを今更ウダウダ考えるのはやめにしたのだった。

　ツッくん──こと。もう一人の幼馴染みであるところの蓮城翼がそれをどんなふうに思っていたのかは、わからないが。龍平とはまったく違った意味でハードな家庭事情を抱かかえていた哲史にしてみれば、そういう龍平のコセコセしない大らかさにどれだけ救われたか……わからない。

　人──という字は、互たがいを支え合って生きていくという意味なのだと知ったとき。クラスの何人かは『クッせー』だの『タルい』だの、好きなように茶化したが。

　表面では何ともない振ふりをしながらも、内心、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って。だから、本当は、キツくてキツくてたまらなかったその時代ときに、龍平と翼という、哲史にとっては得難い相ひ手とに巡めぐり会えたことを素直に感謝したいくらいだった。

　何はともあれ。

　これで、哲史が、

『周りがウザいから、どこか別のところで昼飯を食おう』

　なんて言い出そうものなら、ランチタイムの至福を奪うばわれて鬼の形相になったクラスの女子に烈れつ火かのごとく吊るし上げを喰らうのは、絶対、確実で。わざわざ自分から『火に油』状態にする気など更さら々さらない哲史としては、さわらぬ神に祟たたりなし──の心境だったりする。

　そんなことはお構いなしに、女子の視線を根こそぎもぎ取ったまま龍平がランチバッグから弁当箱を取り出していると。今度は、後方のドアが、いきなりガラリと開いた。

　とたん。

　哲史と龍平の二人を除いて、一いつ斉せいに視線が弾はじけた。

　それまでの、キャピキャピとしたざわめきが、一瞬にして──凍こおる。

　そのリアクションたるや、よくも悪くも、龍平のときとは天と地ほどの開きがある。

　来るぞ。

　──来るぞ。

　────来るぞッ。

　そんなふうに、いくら予想して身構えていても。人間は、視覚の衝撃インパクトにはなかなか慣れないものなのか。

　並みの美人が束になっても勝てない。それこそ、超ちよう絶ぜつ美形な天使が降臨したかと思おぼしき光景に、毎回、二年三組のクラスには新たな緊張プラズマが走った。

　しかも。

　この天使様は、体格だけは龍平と遜そん色しよくがないものの、見事なまでに可愛かわいげの欠片かけらもない、冷然とした凄味を漂ただよわせており。なまじ顔のパーツの一つ一つが凶きよう悪あく的な端たん整せいさでもって整っているもので、その威い圧あつ感かんたるや、まさに三倍増しのド迫はく力りよくであった。

　うっとりするほど、綺麗。

　脳内麻ま薬やくが溢あふれて視線の先まで痺しびれるほどに、綺麗……なんだけど。

　とてつもなく綺麗すぎて──怖い。

　クラスメイトの気持ちを代弁すれば、まさに、その一言に尽つきるかもしれない。

　ジョーク混じりの誇こ張ちようでもなければ、皮肉めいた嫌味でもなく。とてもじゃないが、ただの高校生パンピーには見えないのだ。

　たとえば。

　龍平がどんなふうに制服を着き崩くずしていてもそれは龍平の個性であって、まったくだらしなく見えないのと同様に。翼の場合、服の弛たるみやシワ一つないほどきっちりと見事に制服を着こなしていても、内ない封ふうされた個性が邪じや魔まをして、やっぱり、どうやってもタダモノには見えないのだ。

　何しろ。ほんのガキの頃から、筋金入りのヤンチャ坊ぼう主ずだった。

　哲史が初めて翼に出会ったのは、月並みのようだが、小学校の入学式で。そのときの翼の可愛らしさときたら、まさに性別不明の生き人形だった。

　パッチリとした二重瞼まぶたの大きな双眸め。

　鼻筋はくっきりと通って。

　小作りな唇くちびるは、綺麗なピンク色。

　世の中にはこんな綺麗な子がいるのかと、哲史は感動のあまり、ひたすらまじまじと凝ぎよう視ししてしまった。

　ウチの子が一番可愛い……という親バカ丸出しでカメラやビデオを向けていた連中も、皆、あんぐりと見み惚とれずにはいられないという有り様だった。

　けれども。

　どんなときでも、その場の雰ふん囲い気きを読めない自己チューの怖いモノ知らずはいるもので。そいつは、やたら馴なれ馴れしげに声をかけてはベタベタと触さわりまくり、それを嫌いやがって翼がその手をピシャリと払はらい除のけると、逆ギレして翼を突き飛ばしたのだ。

　その瞬間。

　そいつは、誰が声に出して言うわけでもなかったが、全員一いつ致ちでクラスの悪役が決定したも同然だった。

　もしも、そこで、翼がポロリとでも涙なみだを見せたなら。即そつ刻こく、吊るし上げの刑けいだったかもしれない。

　だが。

　翼は泣かなかった。

　それどころか。

　気き丈じようにも、そいつをキッと睨にらみ据すえて立ち上がると。ツカツカと大おお股またで歩み寄り、反はん撃げきの平手打ちを喰らわせたのだった。

『ペシッ』

　──ではなく。

『バッチィィィィンッ！』

　おもいっきり小気味よく、頰ほおが鳴った。

　あー……。痛かっただろうな。

　──どころではない。

　あれはもう、絶対、くっきりと手形が焼き付いたに違いない。

　そう思わせずにはおかないほどの炸さく裂れつ音に。哲史は……いや、皆、度ど肝ぎもを抜かれてその場で硬こう直ちよくした。

　しかも。

　やられたら三倍返しが当然──とばかりに、殴なぐられたショックで火が点ついたように泣き出したそいつに蹴けりを入れ。

　潰つぶれた蛙かえるみたいに不様にひっくり返ったその背中を、グリグリ踏ふみ付けにし。

　脱ぬげたそいつの上うわ履ばきを引っつかむと、トドメとばかりに、それで後頭部を容よう赦しやなく張り飛ばしたのだった。

　いや。

　……もう。

　…………啞あ然ぜん。

　そこまで、するか？

　その徹てつ底ていぶりに。まるで、必殺の回し蹴りを喰らったかのように脳のう味み噌そをガシガシ揺さぶられて。

　誰もが皆、思わず我が目を疑い──呆ぼう然ぜん絶句。

　綺麗な花には棘どくがある。

　天使のように可愛い男の子が、実は、恐きよう怖ふの大魔ま王おうだったとは……思いもしなかった。

　急転直下の大激げき震しんが走ったショックで、親は、この先一年、我が子の先行きを心配して顔を痙らせ。子は、クラスのボスが誰であるのかをまざまざと見せつけられた思いに冷や汗あせを垂れ流しながら硬直した。

　それで、ようやく、そいつの親が血相を変えてわめき出すと。翼はビビるどころか、ヒタとその目を見み据すえて、

「先に突き飛ばしたのは、そっち。なんか、モンクあんの？」

　鈴すずを転がしたような綺麗な声ボーイ・ソプラノで己の正当性を主張し、いっそ見事にそいつの親を黙だまらせてしまったのだった。

　辛しん辣らつ。

　──悪辣。

　────凶悪。

　早熟も度を過ぎると、まさにエイリアン。

　その言葉通りに、小こ憎にくらしいのを通り越こして、いっそ寒気を覚えるほどだった。

　そして。

　まるで吞のまれたようにシーンと静まり返った教室を睥へい睨げいするかのように、翼は、ひとあたりジロリと見み渡わたすと。何を思ったのか、その黒々とした目をピタリと哲史に据えてスタスタと歩き出した。

　すると。

　まるで怯おびえたように、哲史の周りから、いきなりザッと人が退ひいた。

　さっきの、今である。

　天使な大魔王──翼に、因いん縁ねんを吹ふっかけられてはたまらないと。恐れをなしたのが見え見えだった。

　しかし。

　哲史は。

　今まで見たこともないような綺麗な顔が、瞬まばたきもせずに自分を見ているのだと思うと。なぜか、恐怖で顔が強こわばりつくよりも先に、妙に胸がドキドキした。

　翼は、ほんの目と鼻の先でまじまじと哲史の顔を覗のぞき込み、

「おまえ、だれ？」

「あ……え？」

「──なまえ」

「す…ぎもと……てつし」

「テツシ？」

　哲史がコクリと頷うなずくと。翼は、先ほどまでとは打って変わったような実に晴れ晴れとした笑え顔がおで、

「テツシ。おまえ、俺の子分にしてやる」

　とんでもない爆ばく弾だん宣言をブチかましてくれた。

　その瞬間。

　哲史の頭の中は、真っ白になった。

　痙ったような沈ちん黙もくの中、恐怖の大魔王の子分にと、翼の口から直じき々じきに指名されてしまったからではない。

　……いや。

　もしかしたら。『子分』という言葉の意味さえ頭に入ってなかったかもしれない。

　そのとき。

　頭の芯しんまで痺しびれたように、何も考えられなくなってしまったのは。翼が、哲史の手をギュッと握にぎって笑ったからだ。

　おっそろしく綺麗な笑顔が視界いっぱいに広がる、感動。

　その思いがけない至福に、哲史は、一瞬にして魅み入いられてしまったのだった。蓮城翼という存在に。

　天使の顔を持つ早熟なエイリアンは、愛らしい外見とは似ても似つかない、キレたら手に負えない乱暴者だった。

　決して、気き紛まぐれなだけの暴君ではなかったが。

　そのプライドは山よりも高く。

　頭ごなしに強制されるのも、束そく縛ばくされるのも大っ嫌きらい。

　興味のないモノには冷れい淡たんで無関心のくせに、売られた喧けん嘩かはその場で買って三倍返し。

　初対面で、いきなり名前も知らない凶きよう悪あくな天使の『子分パシリ』に任命されてしまった哲史だが。それが、翼流の『友達』と同意語であると思えば、別に気にならなかった。

　翼といると、退たい屈くつする暇ひまがなかった。

　今まで誰も教えてくれなかった未知なる刺し激げきが、哲史には何より心地ここちよかった。

　後ろを振り返ってウダウダ考えている余裕なんか、ない。

　いつでも。

　どこでも──一緒。

　何をするにも。

　何もしなくても──一緒。

　翼といるだけで、目の前が明るく輝いた。

　そのことで、誰だれに妬ねたまれても。トバッチリの八つ当たりをされても。哲史は、まったく気にしなかった。

　出会いは『偶然』と書いて『ひつぜん』と読ませる。

『幸ラツキー・運チヤンスの女め神がみ』の前まえ髪がみを摑つかみ損そこねた代わりに、とてつもなく気紛れな『運命の女神』に必殺の回し蹴りを喰らってしまったのだと哲史が知ったのは、それからしばらく経たってからのことだった。

　ちなみに。

　そこら中で、誰もが皆、おもいっきり退いてしまっているのに。トコトコと二人に近付いてきて、

「すごいねぇ。かっこよかったねぇ。アクのグンダンをやっつけるサイバーマンみたいだったよ」

　恐れ気もなく、ニコニコと、そんな賛辞を吐きまくった龍平も。めでたく『子分第二号』になった。

　いつでも、どこでも群れたがるパンピーなガキの集団の中で、どうしようもなく浮いてしまう異邦人エイリアンが三人。

　そして、十年。

　年月とともにそれなりの紆う余よ曲きよく折せつがあり、周囲の価値観も激変した。

　祖母の死で高校進学も危あやうかった哲史は、なんとか無事に高校生になり。

　龍平は、根こん性じようと努力で才能を開花させてバスケ部のエースと呼ばれ。

　天使の美貌もその凶悪なヤンチャぶりにもますます磨みがきがかかった翼は、武勇伝と呼ぶには過激な伝説を引っ提さげて野や郎ろうどものカリスマになった。

　──が、腐れ縁の絆きずなはいまだに切れない。

　いや。

　同じ高校に揃そろって進学したことで、それは、更に強固なものになったかもしれない。二年になってクラス替がえがあってもなお、ランチタイムにはこうやって顔を突き合わせるくらいにはだ。

　龍平がまったりとした春の陽ひ溜だまりなら、翼が醸かもし出すそれは厳寒のオーロラで。その温度差は、誰が見てもくっきりと鮮せん明めいだった。

『百聞は一見にしかず』

　それでも。実際、我が目にした現実にはなかなか慣れないものなのだろう。

　その、あからさまとも言えるクラスメイトの豹ひよう変へんぶりに、

「ツッくん、相変わらず派は手でだよねぇ」

　万事ソツがないというよりも、物の判断基準にかなり偏かたよった天然が入っている龍平が、おっとりとした口調で漏らす。

　あの翼を、いまだに誰の前でも『ツッくん』呼ばわりにできる龍平の、ある意味、誰にもマネのできない大物ぶりだろう。

　哲史にしてみれば、

（おまえが、それを言うか？）

　──なのだが。無自覚に派手なタラシ光線を乱射しまくっている奴にそれを言っても、虚むなしい。

　そんな大物と十年来も腐れ縁を続けていられる哲史自身、大した大物だったりするのだが。他人のことはよく見えても、灯台下もと暗し──であることにはまったく気付いていない。

　龍平とはまったく違った意味で類友な翼がキリキリと視界を引き絞しぼったまま、何の遠えん慮りよもためらいもない足取りで哲史の席までやってくる。

　すると。

　その背後にいた『蓮城翼の親衛隊』を公言して憚はばからないコアな取り巻きの男子が、無言のまま、手に持っていたスチール椅子をさっと広げた。

　公言しているといっても、当然、翼がそれを公こう認にんしているわけではないので。親衛隊というのは、あくまで『自じ称しよう』だったりするわけだが。翼のファンを気取るシンパなら腐るほどいるので、哲史も、いちいち顔までは覚えていられない。

　龍平の『椅子』係は、クラスの女子の持ち回りだが。翼のそれは、いつのまにか、親衛隊の『特権』になった──らしい。

　当初。クラスの男子は、その役目が女子同様、自分たちに回ってくるものだと狂きよう喜き乱らん舞ぶしていたらしいが。それを聞きつけた地じ獄ごく耳みみの親衛隊に横からあっさり搔かっ攫さらわれて、地団太踏ふんで悔くやしがった。

　どうやら。女子が満面喜色で浮き足立つのとは逆に、翼の視線を真っ向から受けとめて瞬間冷凍フリージングする快エクス感タシーを味わってみたいという、密ひそやかなＭ願望があったらしい。

　それでも。

　さすがに、親衛隊相手に面と向かって文句を垂れる度胸はなかったようで。その分の捌はけ口とばかりに延々と愚ぐ痴ちを聞かされる羽目になって、哲史は閉口した。

　甘いマスクに、あざとさの欠片もない笑顔を惜おしげもなく振りまいて。その気もないのに、やたら乙女おとめ心ごころをガシガシ揺さぶる龍平の場合は、まぁ、しょうがないとして。

　まさか……。

　愛想もこそもない、それどころか、強面こわもてする武ぶ闘とう派は系猛も者さたちの頭上に君臨する翼相手に、パンピーな男子までもがそんな『夢』を見ているとは思いもしなかった哲史は。つい、

「何？　おまえら、そんなにあいつのケツ持ちがやりたかったわけ？」

　などと口走ってしまい。翼の隠かくれファンを自認する男たちの、

「はぁぁ………。沙神高校一のカリスマ様を、あいつ呼ばわりかよ？」

「杉本ってばズルイよなぁ。俺たちと同じパンピーのくせして、優ゆう越えつ感バリバリじゃん」

「そうそう。ただの幼馴染みって言うだけで蓮城にも市村にも特別扱あつかいされてる杉本には、俺たちの気持ちなんてわかんないよ」

　謂いわれのない嫉妬うらみまで買ってしまった。

（まったく……。冗談じゃねーよな）

　──である。

　誰が、誰に、どんな『夢』を見ていようと、それはそいつの勝手だが。だったら、見当違いの八つ当たりはやめてほしい。

　──とは。八つ当たりのトバッチリ歴十年になる哲史の、ささやかなる願いである。

　大なり小なり、クラスメイトがこだわるその『特別』には、それなりに、人には言えない苦労もあったりするのだ。

　今更、真まっ新さらな状態に戻りたいとも戻れるとも思わない哲史だが。できれば、トラブルの余波は御ごめ免ん被こうむりたいところであった。

　水面下でそんな遣やり取りがあったことなどまったく知らぬげに──いや、たとえ知っていたとしても、そんなことは歯し牙がにもかけないであろうが。翼にしてみれば、別に誰が椅子を持ってこようと同じなわけで。親衛隊のそれを黙もく認にんしているわけではないことを、哲史はきちんと理解している。

　用意された王様の椅子に、それがさも当然のごとく翼が腰を下ろす。

　一見、傲ごう慢まん無礼以外の何ものでもないその仕し種ぐさが、冷然とした翼の美貌にはよく似合う。

　いや。

　何の違い和わ感かんも覚えないほどにハマりすぎて……怖い。

　──とは。その場にいたクラスメイトたちの偽いつわらざる本音だったろう。　>>>♥

　そのとき。

　親衛隊の男子は。一いつ瞬しゆん、チラリと、値ね踏ぶみするかのように哲史を流し見た。

　が──すぐさま視線を戻し。よく躾しつけられた忠犬のようにきっちり一礼して踵きびすを返すと、そのまま、実にきびきびとした足取りで教室を出ていった。

　毎度のことながら、すでにマニュアルと化した一連の行動様式を惚ほうけたように見送っているのはクラスメイトだけで、深々と椅子に背もたれて踏ん反り返っている翼は目もやらない。

　まるで。皇と帝の貴さ族まとその下げ僕ぼく……。

　翼相手では世間様の常識などあってなきが如ごとし──なのを誰よりもよく知っているせいか、（はぁぁ………。ご苦労さん）

　つい、そんなふうに労ねぎらってしまう哲史だった。

　いやはや、何とも……。

　このところの毎日繰くり返される日常風景と言ってしまえば、それまでだが。一瞬、ここが、ごくフツーの高校生の教室であることを忘れてしまいそうな非日常な一コマのように思えてならない。

　そんな。束つかの間、異次元の彼方かなたに飛とんでいった彼らの意識を、

「哲史。──メシ」

　バッサリ、翼が斬きって捨てる。

　いつも弁当持参でやってくる龍平とは違い、翼の弁当は哲史持ちだ。中学からの習慣は、高校生になった今でもまったく変わっていない。

　哲史たちの通っていた中学は完全給食ではなく、親の手作りか業者の弁当かを選べる選せん択たく制だった。

　当然、祖母と二人暮らしで無む駄だ金がねを遣つかう余裕のなかった哲史は自前の弁当派だったし。当時は今よりもずっと偏へん食しよくの激しかった翼は、嫌きらいな物まで強制的に食わされる給食など小学校時代でうんざりだった。

　だが。仕事はデキるがまったく家事能力のない父親と、端はなから家事などする気もない唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く翼の二人暮らしである蓮城家の通いのハウスキーパーは、掃そう除じ・洗せん濯たくはきっちり見事にこなすプロではあっても、翼の弁当までは作ってくれない。

　それで。翼は毎日、購こう買ばいで買ったパンばかりを食べていた。

　終しまいには、そのパンを買うことすら面めん倒どうになって昼飯を抜くことさえあった。

　それを見み兼かねて、哲史が自分の弁当を分けてやったのが運の尽つき……。それから毎日、哲史は二人分の弁当を作る羽目になったのだった。

　もちろん。

　拾った小犬（…というには性格が凶きよう悪あくすぎるが）の面倒は、最後まできっちり見届ける男おとこ気ぎはあっても。タダ飯まで食わせるつもりはない哲史は、その分の経費はしっかり徴ちよう収しゆうしておいた。

　なにせ。翼は、

『あれは、ダメ』

『これは、イヤ』

『こっちの、こういうのが食いたい』

　注文だけは、やたらうるさかった。

　だが。どうせ、毎日、弁当は作るのだ。それが二人分になったからといって、作る手間が倍になったわけではない。

　それに。弁当作りには、ごくたまに、必要経費以上のオマケが色々付いてきた。

　それは。普段なら手が出ないような高級食材であったり、翼の父からの感謝の言葉であったり。あるいは、思いもかけない外食の誘さそいであったりもした。それを思えば、充分お釣つりが来るほどであった。

　そのことで、実際には、心ない中傷も嫌いやがらせも数多あまたあったが。別に、哲史は痛くも痒かゆくもなかった。

　逆境は己を磨みがく研けん磨ま剤ざいでもある。そのプレッシャーに負けて簡単に崩くずれていく者もいれば、それをバネに打たれ強くなる者もいる。

　離り婚こんした両親のどちらからも必要とされずに祖父母のもとに置き去りにされた──という事実は事実として。それでも、自分を引き取って育ててくれた祖父母は、それなりの愛情を注いでくれた。

　そこで、哲史が学んだことは、

『今の今、無い物ねだりをしてもしょうがない』

　──ということだった。

　親を選ぶことも、親に選ばれることもできなかったが。これからの人生は、誰に干かん渉しようされることもなく、自分で自由に選び取ることができる。

　そう考えれば、これからの人生も、そんなに捨てたものじゃない。

　父親がいて。

　母親がいて。

　そういうごくフツーの家庭であっても、歪ゆがむ奴は歪む。

　それに。どんなに家が裕ゆう福ふくであっても、心が貧しい奴は、何につけ、重箱の隅すみをつつかずにはいられないのだ。

　ただの強がりでも、片意地でもなく。そんなふうに達観できるほどには、ある意味、哲史は可愛かわいげのない子どもガキだったのだ。

　謂れのない中傷や嫌がらせをしてくるような奴をいちいち構ってやるほど、哲史は暇ひまを持て余しているわけではなかった。

　それでも懲こりずに絡からんでくるようなバカは、哲史がキレるより先に龍平と翼がガツンと一発張り飛ばしてくれた。もっとも、そのやり方はかなり両りよう極きよく端たんだったが。

「なぁんだ、そんなにテッちゃんに構ってもらいたいの？　だったら、そんなイジメっ子みたいなマネしないで、素直に好きって言えばいいのに」

　ニッコリ笑って、皆の前で赤あかつ恥ぱじをかかされる（…いや、龍平はまったくのマジだったのだが）のと。

「おまえら、ウザい」

　容赦ない鉄てつ拳けん制裁を喰らう（…それでも、握にぎり拳こぶしではなく平手でやんわり叩はたいただけだと、翼はうそぶいていたが）のと。

　どちらがマシだったのかは……哲史にはわからなかったが。

　ともあれ。

　二年三組の昼休みは毎日そんなふうに始まり、クラスメイトのただの一人も欠けることなく自席で弁当を広げ、いつものようにランチタイムに突とつ入にゆうするのだった。

　いつもと変わらず。

　惜おしげもなく満開の笑顔を振ふりまきながら弁当をつつく龍平の顔をそっと盗ぬすみ見る至福をオカズにして。

　あるいは。時折漏れてくる、普段はまともに聴きくことすら叶かなわない翼のリアルな生声を聞き逃のがすまいと耳を澄すませて。

　校舎内のざわめきがまるで噓うそのように、今日も、二年三組のランチタイムはひっそりと静まり返っていた。
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　すっきりと晴れ上がったコバルトブルーの空が眩まぶしい。

　五月の連休明けの放課後。

　いつものように。

　終業のチャイムが鳴り終わると同時に、さっさと荷物をまとめて駐ちゆう輪りん場じようへ直行する途と中ちゆう。哲史は、

「杉本先輩ッ」

　聞き慣れない声に、不意に呼び止められた。

　何の部活もやっていない自分を『先輩』呼ばわりする相手に覚えのない哲史が、束つかの間、訝いぶかしげに足を止めて振り返ると。

　そこには。

　やはり。

　見覚えのない顔がズラリと並んでいた。

（──なんだ？）

　哲史はしんなりと眉まゆをひそめる。

　一応。『先輩』と呼ぶからには、当然、下級生なのだろうが。自分を呼び止めた相手がその中の誰かすらわからない状態では、それも、かなり怪あやしい。一年経たった今でさえ、同学年の中には顔も名前も知らない奴がゴロゴロしているのだから。

　人も。

　物も。

　出来事も。

　興味のあること以外はきれいさっぱりと黙もく殺さつしてしまえる翼の俺様ぶりを、笑えない。実は哲史も、人間ひとの顔を覚えるのはけっこう苦手だった。

　成長ホルモンがドバドバ出まくっている中学のときは、顔つきを見れば、学年差もそれなりに顕けん著ちよであった。

　が、高校生になっての一年差など有って無きがごとしで。それが証拠に、目の前に並ぶ連中は、偏へん食しよくしているわけではないのに、いくら食べても太れない質たちの哲史よりも体格のいい奴の方が多かった。

　華きや奢しやなわけではないが肉付きの薄うすい哲史は、小顔のせいもあって、すんなりと細い。自分では、そんなに非力だとは思わないのだが。如何いかんせん、

「杉本って、ダイエットなんかぜんぜん縁えんがなさそうで、羨うらやましい」

「ちょっとぉ。何よ、この腰の細さは……」

「女の子の敵だよねぇ」

　などと、言われることはあっても。男としての『押し出し』がまったくきかないこの体格で得をしたことは、一度もなかった。

　翼と龍平がやたら見み栄ばえのする美び丈じよう夫ふなので、並ぶと、よけいに貧弱に見えるのはしょうがない。

　ここまでくっきり差が付いてしまうと、体格で張り合っても虚むなしいだけなので。羨ましいとは思っても、今更、嫉しつ妬としようという気持ちも湧わかない。

　いくら背せ伸のびをしても、ない袖そでは振りようがないのだ。

　それは。今、自分の前にいる下級生に対しても同じことだった。

　すると。

「ちょっと、いいですか？」

　哲史を呼び止めたと思おぼしき男子生徒は。さきほどから、チロチロと哲史たちを眺ながめていく周りの視線が気になってしょうがないのか、

「──何？」

　哲史の返事もそこそこに、

「いや……ここでは、ちょっと、あれなんで。少し付き合ってもらってもいいですか？」

　そう言って、哲史を促うながした。

（つまり、顔貸せってことだよな）

　そのときになって、ようやく哲史は。一応、言こと葉ば遣づかいだけは丁てい寧ねいだが、ポケットに手を突っ込んだままの横おう柄へいさを隠そうともしないその男子生徒が、ランチタイムに翼の椅子持ちをしたことのある取り巻きの一人であることに気付いた。

（もしかして、こいつら……親衛隊か？）

　とたん。

　哲史は。

　これから先の展開が嫌いやでも読めてしまって、内心、どっぷりとため息を吐いた。

（どうせ、また、あんたに蓮城さんは釣つり合わない……とか、なんとか。大きなお世話まがいの八つ当たり、カマすんだろうなぁ）

　幸か、不幸か。毎度お馴染みの──とキッパリ断言できるほどには、この手のパターンには慣れっこになってしまった。

　しかも。

　そういう場合。

　なぜか、１００％が翼関連の男絡がらみで。母性本能をくすぐる達人である龍平との間では、こういうトラブルは皆かい無むだった。

　たとえば。

「他人にベタベタ触さわられるのは好きじゃないけど、自分が触るのは別」

　ニッコリ笑いながらそんなへ理り屈くつをこねて、龍平が、誰の前でも平気で哲史にジャレついても。それは、大型犬が過か剰じようなスキンシップに励はげんでいるだけ──との認にん識しきが強すぎるのか。どこからも、誰からも文句は出ない。

　普段の言動から、かなりの天然が入っている龍平にあれだけおおっぴらにやられると。さすがに、誰も勝てないのだろう。下手な邪じや推すいをして胡う乱ろんな目で見られる方が怖い──だけなのかもしれないが。

　もちろん。

　それには『龍平』というキャラクターが、絶対不可欠の条件であり。その相手が小学校からの『親友』である哲史でなかったら、それはそれで、また新たな物議を醸かもすのは誰の目にも明らかだったが。

　華はな々ばなしい活かつ躍やくを見せはじめた中学時代から、押しも押されもせぬ花形プレーヤーとなった今──現在。水面下では何を、どう言われているのかは知らないが。あれだけミーハー・チェックの激しい女子群からも、そういった意味では、哲史は一度として、

「独り占じめにするなんて、ズルいッ」

「そんなの、許せないッ」

　皆の前で吊るし上げを喰ったことがなかった。

　市村龍平は心のオアシス。

　……なのだそうで。

　皆で公平にミーハーするのが、ファンの掟おきて──なのかもしれない。

　なのに、である。

　相手が翼になると、状じよう況きようは一変する。

　翼と一緒に登下校するだけで、嫉妬まじりの目で睨にらまれ。

　龍平が『ツッくん』呼ばわりしても何の文句も出ないのに、哲史が翼を呼び捨てにすると生意気だと謗そしられ。

　挙げ句に。翼が、哲史の手作りの弁当しか口にしないことがわかると、陰いん湿しつかつ過激な中バツ傷シングが始まったりした。

　それが、女生徒の行き過ぎた妬ねたみや僻ひがみ程度なら笑って済ませることもできるのだが。なぜか、哲史を邪じや険けんに目の敵かたきにしまくるのは男子生徒ばかりで。

　哲史にしてみれば、

（おまえら、頭腐くさってンじゃねーの？）

　だったりするのだが。自じ称しよう・他た称しよう・隠れは別にして、翼びぼうの存在カリスマに魅み入いられてしまった野郎どもがどれほど多いのか、改めて認識させられることになった。

　ちなみに。

　龍平には追っかけのミーハーをする情熱はあっても、相手が翼になるとそんな根性も一気に冷え込んで萎い縮しゆくしてしまうらしく、女子群が翼を見る目はいたって慎つつましやかだ。

　何がといって。

　決定的だったのは。

　高校入学早々、外見と中身のギャップの激しい翼の本性を知らずに騒さわぎまくる女生徒のあまりの傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに、翼がキレて、

「ウルセーッ、どブスどもがッ。許可なく俺の視界に入ってくるんじゃねーッ！」

　めいっぱいドスをきかせて、おもうさまその横っ面つらを張り飛ばしたことだろう。

　──いや。

　度肝を抜かれたのは女生徒だけでなく、そんな罵ば詈り雑ぞう言ごんのキレっぷりを目まの当りにした男子生徒も同様だったのだが。それでかえって、一気に野郎どもをタラシ込んでしまう結果になってしまったのには、もう、笑うしかない。

　女生徒の中には、それなりに、自分の容姿に自信がある者もいただろう。

　だが。

　それでも。

　超絶美形の翼に『どブス』呼ばわりされては、誰も勝てない。皆……誰一人として捨て台詞ぜりふを吐はく気力もなく、スゴスゴと、その場から立ち去るのみであった。

　そんなこともあって。

　女お生ん徒ながミーハーしたいナンバーワンは、市村龍平で。

　下僕志願の男お生と徒この憧あこがれの的は、蓮城翼。

　決して交わることのない勢力分布図は、いたってシンプルだが。ある意味、見事に色分けされたそのカリスマを、いわゆる『両手に花』状態の哲史の立場はかなり複雑だ。

　翼絡がらみのトラブルは、数々あったが。目に見えるようなあからさまな実害が思ったより少なかったのは、哲史自身が何を言われても毅き然ぜんとした態度を崩さなかったからだ。

　加えて。そのことが翼にバレると、必ず、

「人のモンに、なに勝手に、手ぇ出してんだよ」

　問答無用で、容赦のない罵ば倒とうと鉄拳が飛んできた。

　それも、こっそり呼び出して……などというまだるいことはやらない。ＴＰＯなどまったく無視した曝さらし首だった。

　翼曰いわく、

「哲史は俺の（子分）なんだから、哲史こいつを好きにド突き回していいのは俺だけ」

　聞きようによっては実に意味深な暴言で、深読みしようと思えばこれほど挑ちよう発はつ的な台詞もないようにも思えたが。ただの『俺様』というには存在感ありすぎな翼のその言葉が、一種の抑よく止し力りよくになったのは紛まぎれもない事実で。

　哲史がどうのというより、恐怖の大魔王である翼の機き嫌げんを下手に損そこねては大変マズイ──と肝きもに銘めいずる輩やからが大多数だったということなのだろう。

　しかし。

　それが公然のルールというか、暗あん黙もくの約束事になっていたのは中学を卒業するまでのことで。高校進学と同時に、周囲の状況は一変した。

　それの最たるものが、男子生徒有志による翼のファンクラブなるものだった。

　実際。最初にそれを聞いたとき、哲史は今更驚きもしなかった。

　ただ。小学校から中学までの九年間、色々な意味で積み重ねてきたモノを全部チャラにして、また新たな攻こう防ぼうが始まるのかと思うと。さすがに、どっぷりとしたため息しか出なかった。

　当の翼の認識は、

「物好きが勝手にやってることで、俺には何の関係もない」

　程度のことで。

「ウザくなったら蹴りつぶすだけ」

　そう、公言して憚はばからなかった。

　哲史に言わせれば、そういうのを『黙認』というのだが。翼にとって、それは、いちいち自分がリアクションする価値もない他人事なのだった。

　名指しで売られた喧嘩は三倍返し──という翼のポリシーは変わらないが、他人の褌ふんどしで相撲すもうを取ってるだけの奴らには何の興味も関心もないのだろう。

　そんな下僕志願の欲求不満のツケを不本意な形で無理やり支し払はらわされるのは、決まって哲史だったのだが。慣れというのは恐ろしいもので、

（まぁ、そうなったらなったで、それもしょうがないか）

　そんなふうに思えるくらいには、哲史の腹の据すわり具合も筋金入りだった。

　だから。名前も知らない下級生に促されて場所替がえした先で、頭の先から爪つま先さきまで、やけにジロジロと舐めるように眺め回されるのも、今更だったし。

「なんだ、やっぱ、細ほっせーよな」

「見かけ倒だおしもいいとこ」

「これなら、楽勝じゃん」

　聞こえよがしにボソボソと漏れ聞こえる声も無視できた。

「ねぇ、杉本先輩。あんた、邪じや魔まなんですけど」

　いきなりそんなふうに切り出されても、哲史は顔色一つ変えなかった。

「分相応ってモンがあるじゃないですか」

（そりゃあ、こっちの台詞）

「市村先輩くらいの有名人だったら、蓮城さんと肩かたを並べても見み劣おとりしないんだけど」

（まっ、あいつらは双そう璧へきだし？）

「俺たちだって、認めてやってもいいかなぁ……とは思うけど」

（おまえら、何様のつもり？）

「なんかさぁ、目め障ざわりなんだよね」

　それも、散々聞かされてきた台詞だった。

「ただの弁当係のパシリじゃん」

　クスクスと、これ見よがしに漏れる嘲ちよう笑しようも気にならなかった。

「いいかげん、自分が惨みじめにならないっスか？」

　名前も知らない下級生のあからさまな挑発ぼうげん。

　翼の美貌と比べるべくもないが、目の前の茶ちや髪ぱつ男は、それなりにすっきりと整った自分の容姿に自信があるのだろう。端はなから、哲史をナメてかかっている。

　もしかしたら。翼の横に立つのは自分が一番相応ふさわしい──ぐらいのことは、本気で思っているのかもしれない。

　こういう中ちゆう途と半はん端ぱなナルシストが一番始末に悪いことを、哲史は知っている。

　だからといって。今更、哲史が変に気き後おくれすることなどありえなかったが。

「翼のケツ持ちに、そんなこと、言われたくないんだけど」

　──と。

　茶髪男だけでなく、周りの連中の顔がサッと気色ばんだ。

　昼食時になると憧れのカリスマ様のために、椅子を持って二年三組の教室に日参する。

　それが、皮肉まじりに『蓮城翼のケツ持ち』呼ばわりされていることは、すでに、周知の事実だ。

　やってる本人たちは、それが、しごく崇すう高こうな大役しめいだと思っているのかもしれないが。哲史たち一般常識人の目から見れば、その大おお仰ぎようなナルシストぶりにはただ失笑させられるだけだった。

「よくやるよなぁ」

「そっ。無む駄だなのに」

「誰か、教えてやったら？」

「いつまでもつんだかな、今回は」

　そんな声までは、たぶん、彼らの耳には聞こえて来ないのだろう。

　しかし。『ケツ持ち』という言葉に露ろ骨こつに反応したところを見ると、どこかで聞き齧かじってきたのかもしれない。

「失礼なこと、言うなッ」

「僕らはあんたとは違うッ」

「ただのパシリが、デカイ口たたいてんじゃねーよッ」

「蓮城さんが優しいからって、図にのってんじゃないよッ」

「俺たちを怒おこらせて、ただですむと思ってんのかよッ？」

　自分たちは散々暴言を吐いても、自分たちが当て擦こすられるのは我が慢まんできないらしい。

　彼らの痙れた唇くちびるが悪口雑言を吐き出すのを、哲史は、他人ひと事ごとのような顔で聴きいていた。

（こいつら、キャンキャン吠ほえまくりすぎ。カルシウム、足りてないんじゃねーか？）

　そして。

　吐きまくるだけ吐きまくって、妙に白々とした沈黙が漂ただよいはじめたとき。

　哲史は、ようやく口を開いた。

「おまえら、あいつのパシリにも使ってもらえないただのケツ持ちのくせして、俺に八つ当たりすんなよ」

　淡たん々たんと、だが、辛辣に。

　こういう思い込みの激しい野郎どもに、遠慮は無用だった。

　売られた喧嘩を力でねじ伏ふせる剛ごう腕わんこそ持っていないが、付け焼き刃ばの糞度胸ハツタリではない意志の強さが哲史にはある。ちょっとやそっとでは揺らがない。

　親衛隊を気取っていても、その実体は、欲求不満のオナニストとなんら代わりはない。

　目障りでなければ、誰が足あし下もとでチョロチョロしようが完璧に黙殺してしまえる翼と同様に。実害を被こうむらなければ、誰に何を言われようが周囲の雑音も気にならない哲史だった。

　だから。

　たいていの連中は読み違えるのだ。何の不平不満も漏らさずに翼の弁当係に甘んじている哲史が、自己主張もできないただの下僕だと。

　ピンで立ったときの哲史が思った以上にほっそりとした童顔にしか見えないことも、侮あなどられる原因の一つなのかもしれないが。

　そんなものだから。

　親衛隊も。まさか正面切って、あからさまな反はん撃げきをされるとは思っていなかったのだろう。束の間、あんぐりしたように哲史を凝視した。

「おまえらが『蓮城翼』にどんな夢見てようと、そりゃ、おまえらの勝手だけど。変に思い上がって、跳はねっ返るのはやめとけよ。あいつのファンクラブなんて、今まで腐るほどあったけど、長続きしたものは一つもない。なんでか、わかる？　こんなふうに、あいつに構ってもらえない欲求不満の八つ当たりで俺とトラブるからだよ」

　とたん。

　彼らは、ギョッとしたように双そう眸ぼうを見開いた。

　哲史の言葉は、決して、大おお袈げ裟さなだけのデマカセではない。今年入学したばかりの彼らは知らないだろうが、

『蓮城翼に睨にらまれたくなければ、杉本哲史とはトラブるな』

　それは沙神高校では公然の常識であった。

　同時に。それは、守るに守られない教訓でもあったが。

　そのせいか。今度の親衛隊が哲史とトラブらずにいつまでもつか、賭かけの対象にしている不心得な輩もいるほどだった。

　懲こりない奴ら……とは、連中のことを言うのかもしれない。

　何もなければ、それが一番。

　哲史だって、何も好き好んでトラブりたいわけではないのだ。

　なのに。スキャンダラスなトラブルの種は、必ず、向こうからやってくる。

　しかも。１００％翼絡みのそれは、翼本人とはまったく関係のないところで勃ぼつ発ぱつする欲求不満の捌はけ口なのだ。

　最初は『ただ見てるだけで満足』だったとしても、次し第だいに我慢がきかなくなる。

　誰に対しても公平に、翼が、ただ冷たいだけの暴君であれば話は別だろうが。そこには、哲史と龍平という立派な『例外』がある。

　いみじくも茶髪男が言ったように。

　翼のとなりに並び立つに相応しい男──それが、誰もが認めざるを得ないような龍平のような人物であれば、まだあきらめもつくのだろうが。ちょっと成績が良いいだけの、ほかには何も取り柄えがない（…と思われている）哲史が相手だとどうにも納なつ得とくができず。それが高じて、理り不ふ尽じんな怒いかりすらフツフツと湧わき上がってくるらしい。

『哲あ史れがよくて、どうして……なぜ、自分ではダメなのか』

『哲あ史れなら、自分の方がよっぽどマシ』

　それこそ、身勝手な思い上がりでしかないのだが。

「へぇー。それって、もしかして、自分は蓮城さんの『特別』だってこと、俺たちに当てつけてるわけ？」

「違う。翼の外見しか見えてない奴が、そうやって、下手に俺に絡むんじゃねー…って言ってんだよ」

「絡んでるんじゃねーよ。忠告してやってんだよ。あんたのやってることがあんまり惨めったらしくて、可哀かわい想そうだから」

「そりゃ、大きなお世話ってやつ？　どうせおまえら、まともに包丁も使えない甘ったれのスネかじりだろ？　そんな奴にあれこれ言われたくないね」

「言ってやんなきゃわかんない、鈍感な奴もいるじゃん。あんたみたいに」

「鈍にぶいのは、どっちだよ？　おまえら一年ボーズは知らないだろうけど……つーか、翼の毒気に当てられて目が眩くらんじまってるから、まるっきり周りが見えてないだけなんだろうけど。おまえらみたいに尖とんがったミーハーやってるわけじゃなくても、あいつのシンパは腐るほどいる」

「知ってるよ。遠巻きに眺めてるだけで満足しちゃってる、からっきし意気地のない腐れファンだろ？」

（腐れファン、ねぇ。あいつらも、おまえらだけには言われたくないだろうよ）

「そいつらはこの一年で、翼のことが、おまえらよりもほんのちょっとだけよくわかってる。高い授業料払はらって、嫌いやでも学習させられたからな」

　その意味深長な言い回しに、ふと、茶髪男の眉み間けんが翳かげる。

「だから、遠巻きに黙って見てる。おまえらが、いつ俺とトラブって泣きを見るか……。興きよう味み津しん々しんでな」

　物を見る視点が違えば、その価値観も一変する。

　彼らにとっては、まるっきり意気地のない腐れファンにしか見えない連中でも。哲史の見方は違う。

　哲史に指し摘てきされて初めて、そのギャップに気付いたのか。

　それとも。ついさっき、自分たちをジロジロ眺めていた連中のことが不意に思い出されたのか。

　どちらにせよ。哲史の思わぬ反撃を喰らって、彼らは、目に見えて動どう揺ようしはじめた。

「何だよ、どういうことだよ」

「知らねーよ。俺に聞くなよ」

「あいつ、ただのパシリじゃないのか？」

　ひそひそと囁きあう声に、さきほどまでの余裕はない。

　そんな彼らに喝かつを入れるように、茶髪男は、

「そんなの、ただのハッタリに決まってんだろッ」

　声を荒げた。

　けれど。

　いったん浮き足立ったざわめきは、すぐには止まらなかった。

「俺がおまえらにハッタリかましても、別に、何の得もねーよ。まっ、あいつのケツ持ちをやりたがってる奴らは、ニンマリ笑ってるかもしれないけどな」

　彼らは互いの顔を見合わせ、急にソワソワしだした。

　何を言われても動じず、ふてぶてしいほどの平常心で自分たちを見ている哲史に、もしかしたら自分たちが間違った刷り込みを持っていたのではないかと。遅おそ蒔まきながらも気付きはじめたらしい。

「なぁ、オイ。ちょっと……マズイんじゃねー？」

　誰かが、それを口にすると。その不安は一気に膨ふくれ上がって、ざわめいた。

「あ……ウン。そう……だよな」

「佐さ伯えき……。どうすんだよ、佐伯」

「うるせーって。ビビッてんじゃねーよッ」

　佐伯と呼ばれた茶髪男は、それでも、精せい一いつ杯ぱいの虚勢を張って哲史を睨み付ける。

　だが。顔色一つ変えずに哲史がその目を見返すと、ギリと唇くちびるを嚙かみ締しめ、

「あんたなんか、蓮城さんには相応ふさわしくないッ」

　一言吐き捨てた。哲史にとっては、

（ワンパターンだよな、ほんと。もっと、気のきいたセリフはねーのかよ）

　思わず愚ぐ痴ちってしまうほどには、毎度お馴な染じみの捨て台詞ぜりふだった。

　この手のタイプの思考回路は皆同じなのかと思うと、もう、ため息も出てこない。

「何があいつに相応しいのか、それを決めるのはおまえらじゃなくて、翼だ。ついでに言うと。あいつは、こういうお節せつ介かいが一番キライだ」

　殴なぐり合いをする気は更々ないが。面と向かって言葉で嬲なぶられた分は、キッチリ撲はり返す。それが哲史のポリシーだった。

　瞬まばたきもせず、茶髪男が奥歯を軋きしらせる。

　今はもう、捨て台詞を口にする余裕さえないらしい。その替かわりに、ギシギシという歯軋りが今にも聞こえてきそうだった。

　それでも。

　グツグツ煮にえたぎったモノをどこかにぶつけてストレスを発散しなければ、どうにも納まりがつかなかったのか。茶髪男はガツガツと大おお股またで歩き出すと、哲史と擦すれ違ちがい様、手にしていたサブバッグで哲史の顔面を撲なぐった。

　──瞬間。

　哲史はその衝しよう撃げきをモロに喰らって、思わず尻しり餅もちをついた。あまりにも咄とつ嗟さの不意打ちで、さすがの哲史も避よけきれなかったのだ。

　すると。

　こんなことまでは予定になかったのか。ほかの連中は、一瞬──啞あ然ぜんとして。

　あるいは、ビクリと身を竦すくめて。

「お…おい、佐伯ィ、ヤバイよ」

「そうだよッ」

「こんなことがバレたら、マズイよぉ」

「待てよ、佐伯ィ」

　オロオロと声を潜ひそめて詰なじりながら、我先にと足早に佐伯の後を追っていった。

　一人、その場に取り残された哲史は、

（…っ…てぇぇぇ………）

　顔面を押さえたまま、しばし呻うめく。

（…のヤロー……。おもいっきり叩はたきやがった）

　まさか。こんなオチが待っているとは思いもしなかった──というのが、哲史の本音だ。

　言葉で悪あし様に嬲られる以外に、久々に実害を被こうむった。その感かん触しよくをしばらく忘れていたせいか、撲られた衝撃は頭の芯までジンジン響ひびいた。

　打ち所が悪かったのか。

　それとも、故意か。

　叩かれたときにバッグの金具か何かで引っ搔かかれたみたいで、その痛さときたら、半はん端ぱじゃなかった。

　ズキズキズキズキズキズキズキズキ……………………。

　ヒリついたような痛みで、顔面が痙る。

　──と。

　そのとき。

「大丈夫かい？　杉本君」

　思いがけず、頭の上から柔やわらかな声が降ってきた。

（──え…？）

　ズキズキと痙る額を庇かばいながら、ゆっくりと顔を上げる。

　すると。

　そこには。

　ある意味、翼と龍平と同じくらいには有名人な生徒会執しつ行こう部ぶの副会長の顔があった。

「大丈夫？」

「あ……どうも」

　なんとも間の抜けた掠かすれ声で、哲史がそれを言うと。天然が入った龍平の大らかさとは似て非なる典てん雅がな物もの腰ごしでその名を馳はせている鷹たか司つか慎さし吾んごは、

「ちょっと……見せて」

　哲史の手をやんわりとつかんで、そっと剝はがし、

「う…あぁ……。切れちゃってるよ。痛いだろ？」

　我が事のように顔をしかめた。　>>>♥

　だが。哲史は、そんなことより、鷹司の方が気になって。束の間、痛みも忘れた。

（……なんで、鷹司さんが……）

　どうして、ここに鷹司がいるのか……。まったく訳がわからない。

　そんな哲史の困こん惑わくを無視して、鷹司は、

「とりあえず、保健室に行こう。ね？」

　再度、哲史の腕うでをつかんだ。

　保健室と聞いて。薄れていた痛みが、また、ぶり返してきた。

「あ……いえ、大丈夫ですから」

　本当は、大丈夫じゃなかった。

　どうやら切れてしまったらしい傷がズキズキ疼うずき渋しぶって、頭の芯までガンガンしてきた。

　それでも。わざわざ鷹司の手を煩わずらわせるのが気が引けた。

　──と、言うより。

　もしかして、親衛隊とのいざこざの一部始終を聞かれてしまったのではないかと思うと、どうにもバツが悪かったのだ。

　けれども、鷹司は、

「ダメ、ダメ。ちゃんと手当てはしとかないと」

「ホントに、大丈夫ですから」

「大丈夫じゃないでしょ？　血ぃ、出てるんだから」

　哲史が立ち上がっても、つかんだ手は離はなさなかった。

　まさか、その手を力任せに振ふり払はらってしまうわけにもいかず。哲史が更さらに固辞しようとして口を開きかけた──そのとき。

「あっ、藤とう堂どう。そういうわけだから、杉本君の鞄かばん、頼たのむね」

　哲史は、初めて、鷹司以外にも人がいたことに気付いた。

（──とうどう？）

　どこかで聞いたような……。

　それを思って、鷹司の視線をたどって目をやり。

　とたん。

　──固まった。

（……生徒…会長…………）

　沙神高校生徒会会長、藤堂崇たか也や。

　鷹司とは対極を張るワイルド系ハンサムな美丈夫は、別段何の文句も言わず、ゆったりとした仕し種ぐさで哲史の鞄を拾い上げる。それを見届けて、鷹司は、

「それじゃ、行こうか、杉本君」

　鷹おう揚ような口くち振ぶりとはまったく逆の強ごう引いんさで、哲史を引き摺ずっていった。

　恐れ多くも、藤堂会長に自分の鞄持ちをさせている申し訳なさに、すっかり蒼あおざめてしまった哲史の困惑だけを取り残して。
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　放課後の保健室。

　コン。コン。

　控ひかえ目なノックの後。

「失礼します」

　ドアを開けた室内には、誰もいなかった。

　それを知って、哲史は、ちょっとだけホッとした。

　生徒会副会長にがっちり腕をつかまれたまま、更には生徒会長を鞄持ちに従え。この上、養護教諭にまで傷のことを根ね掘ほり葉掘り詮せん索さくされてはたまらなかったからだ。

　だからといって。もちろん、鷹司が哲史を解放してくれるはずもなく。

「はい。そこに座って」

　まるで小学生相手に教え諭さとすように、スチール椅子を指差した。

　しょうがなく、哲史は、腰を下ろす。

　哲史がおとなしく椅子に座るのを見届けて、鷹司は勝手知ったる手つきで机の上の薬品ケースを開いて消毒薬を取り出す。

（いいのか？　そんな、勝手にやっちゃっても……）

　何となく、不安になる哲史だった。

　背後の藤堂は、相変わらず無言のままだ。のっそりとした足取りで中に入ると、ドアをキッチリと閉める。

　それが、まるで、

『手当てが終わるまでは、ここから出さないぜ』

　そう言っているようで。

　哲史は、内心、

（はぁぁぁ………。なんだかなぁ）

　こっそりとため息を漏らした。

　どうして、こんなことになってしまったのか。それを思うと、疲ひ労ろう感かんが肩かたにどっぷり伸のし掛かかってきた。

　すると。

　鷹司は何を思ったのか。ゆったりとした仕種で哲史に向き直ると、

「僕たち、別に、こっそり覗のぞいていたわけじゃないからね」

　唐とう突とつに、そう言った。

「──え？」

　いきなり話を振られて、哲史はドギマギする。

　最初に声をかけられたときにも思ったのだが、鷹司の穏やかな声のトーンは、龍平のそれと酷こく似じしている。龍平の方が、気持ち、甘めだが。

「俺たちが先に、あそこにいたんだ」

　今の今まで沈黙していた藤堂の第一声は、なぜか、言い訳がましかったが。その声は、見た目そのままに、すっきりとよく通る低音だった。

　そんな藤堂に補足するように、

「ちょっと、内ない緒しよの話があってね」

　鷹司がニコリと笑う。

　あんな、人気のないところで、いったい、何の内緒話だったのだろうか。

　……などと。思っても、よけいな詮索はしない。

　だが。下手に相あい槌づちを打つのも変な気がして。

　とは言え。何かリアクションしなければマズイような気もして。

　けれど。

　こういう場合。

　何をどう言えばいいのかわからず、哲史は、更に困惑する。

「──そしたら、おまえらがやってきて。いきなり、始まっちまったんだよ」

　つまり……。

　最初から全部、筒つつ抜ぬけだったということだ。

（……タイミング悪すぎ）

　何の──とは言わないが。あまり、聞かれてうれしい話ではないのは確かだ。

「それで、出るに出られなくなっちゃって……。だって、ほら、やっぱりマズイでしょ？　いろいろと……」

　何をして『色々』なのか。心当たりがありすぎる哲史だった。

「──ですよね。すみません」

　思わず、哲史はため息を漏らす。

「やだな。君が謝ることじゃないよ」

「でも……」

「しょうがないよね、ほんと。あーいうのは、始末に負えないっていうか」

　慣れているとは言え。哲史的には、もう、いつも当て逃げされているようなものだった。

「俺的には、その場で一発ガツンと喰らわしてやった方が後あと腐くされがなくて、その上キッチリ示しがついていいんじゃないかって思ったんだけどな」

　藤堂がそれを言うと、何か……シャレにならない。

　そう思うのは、哲史の気のせいだろうか。

「うーん……。誰がといって、それを藤堂がやっちゃうと、僕的にはヒジョーにマズイと思うんだよね。やっぱり」

　鷹司だけではなく、誰だってそう思うだろう。

　第一。生徒会長が出で張ばってくるようになってしまえば、騒さわぎが大きくなって、八つ当たりどころの騒ぎではなくなってしまう。

　それだけは、絶対、何がなんでも御免被りたい哲史であった。

　その間にも、鷹司は実にテキパキと、手慣れた仕種で哲史の傷口の手当てをしていく。

「はい。これで大丈夫」

「どうも……ありがとうございました」

「いえいえ、どういたしまして。可愛い顔に傷なんか残っちゃったら、大変だからね」

「……は？」

　可愛い……？

　そんなことを言われたのは、初めてだった。可愛げがない──と言われたことなら、山ほどあるが。

（鷹司さんの美意識って、ちょっと……変）

　そんな困惑が顔に出てしまったのか。鷹司は、意味ありげに、クスリと笑った。

「だって、ほら。あのまま君を帰したら、蓮城君がキレて大暴走しちゃうでしょ？」

　思わず、ドキリとする。

『ハハハ、そんなことありませんよぉ……。鷹司さん、冗談キツイです』

　──と。笑い飛ばせない現実が、ちょっとだけ、哲史の気分を重くする。

「なんだ？　蓮城は、そこまで過保護な奴なのか？」

　藤堂の言い様が、更に、追い討ちをかける。

（いや……そうじゃなくて。あいつのは、ただの刷り込みだったりするわけで……）

　そんな言葉にならない言い訳も、

「まぁ、それに関しては、蓮城君てば山ほどの前科持ちだから」

　鷹司はバッサリ斬きって捨てる。

「ねぇ、杉本君？」

　だから。

　そんなふうに、ニッコリ笑って同意を求めないでほしい。

　──とは、哲史の、切なる心の叫びである。

　きっぱり否定できないのは。この沙神高校で、鷹司がただ一人、哲史たちと同じ小日向中学の出身の先輩だからである。

　哲史が生徒会長を務めた前年度の執行部の書記長が、鷹司だったのだ。

　その当時の生徒会執行部が、別名、

『鷹司慎吾のハーレム』

　などと密ひそかに呼ばれていたのを、哲史は知っている。

　翼とはまた違った意味で、鷹司のシンパも多かったのだ。

　当然。その後を引き継つぐ形で生徒会を切り盛りすることになった哲史は、何かと前執行部と比ひ較かくされる羽目になって、結構しんどい思いをした覚えがある。

　学年が違えば、部活でもやっていない限り先輩・後輩の特別な接点もなく、親しく言葉を交かわした記き憶おくもないが。人の顔を覚えるのが苦手な哲史がその名前をフルネームで言えるほどには、かなりな有名人だったのだ。

　鷹司が自分の名前を知っているのも、それと同じようなものだろうと哲史は思った。

　そんなものだから。

　翼絡みの、中学時代そこらへんの紆余曲折的なトラブルの数々はすでにバレまくりで。今更、隠そうにも隠しようがない。

　さきほどの『始末に負えない』発言の真意も、やはり、そこらへんを踏ふまえた上でのことだったのだろう。

　鷹司がそれをペラペラと吹ふい聴ちようして回るような人物キヤラではないのが、唯一の救いと言えば言えなくもなかったが。

　事のついでに言ってしまえば。

　今の二学年では、哲史と翼と龍平の三人だけが同じ中学出身で。今年の一年には、誰一人として中学の後輩は入学してこなかった。

　何にせよ。哲史的には、自分たちの過去を知る後輩が一人もいないというのは、ラッキーという以外にない。

　どうせなら。自分たちがここを卒業するまでは一人も入ってきてくれるな、という気分だった。

「それに……。こんなこと言うと、すっごく失礼だとは思うんだけど」

「……はい？」

「僕ね。まさか、君たち三人が、揃って沙こ神こに入学してくるとは思わなかったんだよね」

　それを言われると。

（それは、もう、俺自身が一番ビックリしてますから）

　哲史はもう、苦く笑しようするしかない。

（まさか、こんなことになるとは……ね）

　小学校からの腐れ縁。

　それは中学を卒業するまでのことだと、常々、哲史は思っていた。

　いつまでも、何をするにも、三人がベッタリくっついていられないのはわかっていたし。これから先、それぞれが自立するためには、このままではいけないのだとも思った。

　だから。高校入試は、そのためのいい機会きつかけだと思ったのだ。

　当時。哲史は、ほとんど、高校進学をあきらめていた。それまで、ずっと哲史を育ててくれた祖母が癌がんで入院し、余よ命めい幾いく許ばくもないと知らされたからである。

　高校は義務教育ではない。

　わかりきった現実が、重かった。

　できれば、進学したい。

　どこまでやれるか、わからないが。自分の力を試ためしてみたいという欲よ求くは、当然、哲史にもあった。

『ガリ勉以外、取り柄えがない』

　小学校でも、中学に上がっても。そんなふうに揶や揄ゆされ続けてきた哲史だが。

『親はなくても子はちゃんと育つ』

　哲史は哲史なりに、それを周囲の人間に証明したかった。まぁ、途と中ちゆうからは、そんな気負いもなくなってしまったが。

　学歴は関係ない。

　人間は、中身が一番大事。

　それが理想論であることは、哲史にだってわかる。

　ただ、哲史の置かれている状況が、それを許さなかっただけで。高校に進学したくても、進路調査には『就職希望』と書く以外、哲史には選せん択たく肢しがなかったのだ。

　すると。

　どこから、それを聞きつけてきたのか。龍平と翼が揃って、顔色を変えてスッ飛んできた。

　すでに、バスケ関係でいくつかの高校から推すい薦せんの提示もあったらしい龍平は、そんなものはキッパリ無視して、どこでもいいから哲史と同じ高校に行きたいと盛大にゴネまくり。挙げ句の果ては、普段のポヤヤンぶりをかなぐり捨て、

「俺を拾ってくれたのはツッくんだけど。餌えさをくれて可愛がってくれたのはテッちゃんなんだから。だったら、ちゃんと最後まで俺の面めん倒どうを見てよッ。俺のこと、見捨てないでッ」

　などと、訳のわからない持論をゴリ押しして泣き伏ふせり。

　ほとほと困り果てた哲史が、

「永遠の別れでもあるまいし、何を寝ね惚ぼけたこと言ってんだよ。頭、冷やせッ」

　一いつ喝かつすると。

　終しまいには逆ギレして、

「テッちゃんが高校に行かないんなら、俺も進学なんかしないッ」

　ハンストまでやらかして、哲史を呆あきれさせ。親と、担任と、それにバスケ部顧こ問もんを途と方ほうに暮れさせた。

　普段おとなしい奴がマジギレすると手に負えない。

　それを、まじまじと実感させられた瞬間でもあった。

　結局。マジ本気を地で行く龍平のハンストは、体調を崩して病院に担かつぎ込まれるまで続いたのだった。

　心配のあまり同じようにげっそりやつれた龍平の母親を目の当りにして、哲史の心はズクズクと疼き。我が弟のあまりの強情さに根負けした姉の明日あす香かに、

「テッちゃん、ごめんね。ウチのバカ弟、テッちゃんがほんとに大好きなの。だから……お願いだから、こんなことで、あのバカを見捨てないでやってね？」

　深々と頭を下げられて、敢あえなく、哲史は折れた。

「とにかく、メシを食えよ、龍平。ちゃんとメシ食っていつものおまえに戻ったら、俺もちゃんと考えるから。な？」

　病院のベッドで点てん滴てきに繫つながれた龍平を見ているのは辛つらい。

　考えても、どうにもならないだろうなぁ……とは思いつつ。それでも、

「約束だよ？　ねぇ、テッちゃん。ホントに、だよ？」

　そうまでして自分のことが必要だと言ってくれる龍平の気持ちがちょっとだけ……いや、じんわりと身に沁しみて。それを口にせずにはいられなかったのだ。

　そして。

　翼は。

　常とは違う激情を曝さらけ出してゴネる龍平を横目で眺めつつ、哲史の胸倉をつかんでガシガシ揺さぶる代わりに、

「おまえが進学しないんなら、俺もやめる。おまえの弁当しか食えないように俺を餌え付づけしたのは、おまえだし。だったら、おまえがいない高校なんか行く意味もねーしな」

　しごくあっさりとそれを口にし。肩かた透すかしどころか、龍平とはまったく逆の意味でのプレッシャーをバシバシ掛かけまくってくれた。




　マッタク。ドイツモ、コイツモ……。

　イッタイ、俺ニ、ドウシロッテ言ウワケ？




　そんなことを思いながら。どっぷり深々と漏らすため息の底で、哲史は、妙に和なごんでいる自分を見つけて。なぜだか……思わず苦笑してしまったのだった。

　独ひとりじゃないって──スゴイ。

　ダメだと思っていても、なんとかなるんじゃないかって気になってくるから不思議だ。

　それは、それとして。理由はともかく、一応、翼が高校に進学する気はあるのだと知って、哲史はホッとした。

　超絶美形の問題児オレさまは他人をヘコませるためのボキャブラリーは豊富でも、学力テストではいつも超低空飛行の劣等児おちこぼれ。

　やはり、天は二物を与あたえない──ものなのだと。陰でこれ見よがしに囁かれても、翼はまったく気にもしなかった。

　そう言われるたびに悔くやしい思いをしていたのは、むしろ、哲史の方だったに違いない。

　なぜなら。

　哲史は知っていたからである。本当は翼が、ほかの誰よりも頭脳明めい晰せきであることを。

　特に、理数系は滅めつ法ぽう強く。見たものをそのまま脳のう味み噌そに刻みつけているのではないか──と思えるような暗記力は、更に抜ばつ群ぐんだった。

　そのせいかどうかはわからないが。独学ながら、パソコンの知識もその活用ぶりも、さながらパソコン・オタク……。タッチタイピングでキーを打つその凄すさまじい速さに、哲史は啞然としたものだった。

　興味のあることには物もの凄すごい集中力を発揮して、関心のある知識を得るためならば誰よりも貪どん欲よくになれる。それが、哲史の知る蓮城翼の本当の『顔』だった。

　なのに。

　学校のテストになると、まるっきりの手て抜ぬきもいいとこで。成績が地べたを這いずり回っていても、学習態度の評価が最悪でも、まったく眼中にないのだ。

「義務教育って、出席日数が足りてりゃ落第も退学もねーんだろ。だったら、別にいいんじゃねーの？」

　そういう問題じゃねーだろッ。

　無駄と知りながら、哲史は、翼の胸倉をつかんでガシガシ揺すってやりたいほどだった。

　いや……。

　一度だけ、どうにも我が慢まんが出来ずに、それをやったら。翼は、

「他人の顔色うかがってヘイコラすんのは、ウザイ。おまえがちゃんと俺のことわかってんだから、それでいい」

　平然と吐はきまくり。

　以後。哲史は。内心はどうでも、あれやこれや言うのはやめた。

　ムラッ気のある気分屋というより、翼は、他人が下す評価にはまるで興味がないのだ。

　哲史は、そんな翼が羨ましくもあり。その反面、一度でいいからマジになった翼の凄さを皆に見せつけてやりたいと、ずっと思っていたのだ。

　哲史の将来のことを真しん摯しに案じてくれる龍平の両親や、翼の父の助言を受け入れて高校進学を決めたとき。哲史は、三年目の新設校だが奨学金及および各種特待制度の充じゆう実じつした沙神高校を選んだ。そこならば、あとは自分がその気で頑がん張ばれば、何とかやっていけそうだったので。

　当然のことながら、龍平もそれに倣ならう。

　あれだけの大おお騒さわぎをしてゴネまくった直後のことでもあり、親も担任もホッと胸をなで下ろすだけで、もはや『頑張って受かれ』の言葉しか思い浮かばなかったに違いない。

　哲史と同じ高校に行きたい。

　たったそれだけのために、わざわざスポーツ特待の話を蹴って一般受験をする。他人は、それを、

「もったいない」

「そんなことで高校を選ぶなんて、邪じや道どうだ」

「バカだ。呆れて言葉もない」

　好き勝手に、言いたい放題だったが。そんな周りの雑音を気にするほど柔やわな神経をしていない龍平は、もちろん、そのための最大限の努力は惜しまなかった。

　その甲か斐いあって、見事合格したときには、

「バカの一念岩をも砕く」

　──だの。

「愛は勝つ」

　などと。周囲の者を呆れさせて、唸うならせた。

　それよりも問題だったのは、翼の方で。誰もが絶対無理だと、頭から決めつけていた。

　なにせ。今までがあまりにも手抜きの惨さん状じようだったため、翼が高校進学すると知って驚おどろき。

　更には。その受験先が、

『受験用紙に名前さえ書ければ合格』

　などと言われる高校ではなく。偏差値もそれなりに高い沙神高校だと知ると、呆然絶句──した。

　それまで抑よく圧あつされていたモノが一気に噴ふき上がって、

「冗談だろ？」

「正気かよ？」

「ふざけてんじゃねーよ」

　嘲笑まじりの大だい爆ばく笑しようだった。

　そんなものだから。

　哲史は、これ以上はない──というくらいには真しん剣けんに言ったのだ。

「俺、一度でいいから、マジになった翼が見てみたい」

　そして。

　その願いは、叶った。

「特に、蓮城君が新入生総代なんて……。最初は、同どう姓せい同名の別人かと思ったんだよね」

　鷹司が言うように。哲史が、何よりも望んだ最高の形で。

「そしたら、まんま本人なんで、ただ……呆然。ほかの連中は蓮城君の美貌に度肝を抜かれて絶句してたけど、僕も、顎あごが外れちゃったよ」

　大方の予想をバッサリ見事に裏切っての、トップ合格。

（ざまぁみやがれ）

　哲史は、天に高々とＶサインを突き立てたい心境だった。

　それも、特進クラス受験でもないのに理数英がほぼ満点というパーフェクトな結果に、皆、呆然絶句のバカ面づら状態──だった。

　その後。学校側から、特進クラスへの変へん更こうを強く打だ診しんされた翼だったが。それも、『面倒くさい』の一言であっさり断ってしまった。

「あれが、正しよう真しん正しよう銘めい、翼の実力ですから。俺は、当然の結果だと思ってますけど」

　すると。

　鷹司は、ふふふ……とやけに楽しそうに笑った。

「なぁんだ。やっぱり、特大の化けネコ被かぶってたんだ？」

　特大の化けネコ……。

　あまりにツボにはまったその言葉に、哲史は苦笑いを漏らす。

「おかしいとは思ってたんだよね。頭バリバリ切れるくせに、落ちこぼれ……なんて。だいたい、考えてみれば、蓮城君のあの顔で白はく痴ち美びはないよね？」

「あいつの場合は、確信犯で落ちこぼれをやってたようなトコあるから」

「確信犯、ねぇ。すげー根性悪そう」

　歯に衣きぬを着せぬ藤堂の口調は、だが、毒のこもった不快さではなかった。むしろ、その歯切れのよさが藤堂の身上であるかのように哲史には思えた。

「根性が悪いっていうより、もしかして、すっごいヘソ曲がりなんじゃない？　あれだけプライドが高そうなのに、あえて落ちこぼれでも構わないってとこが」

　そうなのだ。

　結局。翼の場合、プライドが高すぎた故ゆえの確信犯──なのだった。

　そのヘソ曲がりの元げん凶きようとなった、小学校時代のトラウマは結構根が深い。

　当時。翼は、算数は大好きだったが『九九』を暗唱するのは嫌いだった。

　そんなものを暗唱してかけ算の基本を覚えるまでもなく、どんな計算でも、見れば一発解答で、答えはスラスラと出た。だから、ダラダラと皆で念仏を唱えるような暗そ唱れが大嫌いだったのだ。

　言わば。早熟すぎて、ほかの子どものレベルに合わせるのが鬱うつ陶とうしくて、何よりも面倒くさかったのだ。

　はたから……いや、教師の側から見れば。そんな翼の態度はしごく高こう慢まんで、鼻持ちならないエゴイストにしか見えなかっただろうが。

　当時の担任であった女教諭は、いわゆる『熱心な』先生であった。

　子どもは皆、平等に。

　学がく習しゆう塾じゆくに通っている、ちょっと人よりもデキる子どもでも特別扱いをしない。

　何よりも、クラスの『和』を大事にする。

　そんな『先生』であった。

　いや。あろうとした──のだろう。

　基本は、何よりも大切なこと。

　だから。一の段から一字一句間違えずに暗唱できなければ次の段に進むことを許さず、できるまで何度もそれを繰り返すことを強制した。

　翼の態度が、早熟すぎる故の傲ごう慢まんなのだとしたら。女教諭のそれは、融ゆう通ずうのきかない頑がん迷めいさだった。

　熱心さと横暴さは、紙一重。

　当然。まったくやる気のない翼は、何を言われてもおざなりで。

　それが、担任の逆げき鱗りんにふれ。皆の前で名指しで怒ど鳴なられるは、一人だけ居残りで練習を強要されるは、そのほかにも色々、何やかや……とあって。ついに、翼はブチキレた。

　結果。翼は『九九』を習得したと認められずに、落ちこぼれ呼ばわりされ。

　その鬱うつ憤ぷん晴ばらしでかけ算のテストで満点を取ると、

『九九も満足にできないのに満点を取るのはおかしい、カンニングをしたのではないか？』

　などと、疑われて。女教諭と全面闘とう争そうに突とつ入にゆうした。

　クラス担任には、毎年『当たり・外れ』がある。

　それは、母親同士が陰でこっそり漏らす禁句だが。翼にとって、その年の担任は『外れ』どころか、まさに『鬼き門もん』になってしまったのである。

　担任は嫌いだが、それで登校拒きよ否ひをやらかすほど翼のプライドは低くなかった。

「そんなことをしたら、大っ嫌いな奴に負けてしまうからイヤだ」

　そう語ったときの翼の顔のきつさを、哲史は今でも覚えている。

　嫌いやがらせで、あからさまに授業をボイコットするようなこともなかった。そのかわり、担任とは一いつ切さい口をきかなかったし、テストはすべて白紙で出した。

　そんなピリピリとした日々の緊張感ストレスに耐たえきれなかったのは翼ではなく、クラスメイトの方だった。

　結局。なし崩くずしにクラスは崩ほう壊かいして、女教諭はその責任を取るという名目でクラス担任を外れた。

　実際はストレス性胃い潰かい瘍ようを患わずらい、おまけに、自信喪そう失しつの自律神経失調症しように陥おちいって休養届けを出す羽目になったのだが。それから復活したという噂は、いまだに聞かない。

　以来。翼は、教師からも保護者からも『担任潰つぶし』と密ひそかに恐れられるようになり、クラスの『鬼っ子エイリアン』と呼ばれるようになったのだった。

　そうなると、翼の教師嫌ぎらいにも拍はく車しやがかかり。

　当然のごとく、担任との亀き裂れつは一層深まるばかりで。

　デカデカと貼はり付いた『問題児』のレッテルは更なる刷り込みとなって、落ちこぼれ度はますます不動のものになってしまった。

　まさか、そんな翼と担任との緩かん衝しよう役として哲史が選ばれたわけではないだろうが。そんなことがあって、六年間、哲史はずっと翼とは同じクラスだった。そして、それは、中学の三年間もやはり、そのままの状態が続いたのだった。

　それが、高校生になって。

　入学時の新入生代表のインパクトが強きよう烈れつだったせいか、さすがにこの沙神高校では翼を『低能の落ちこぼれ』呼ばわりする者など、ただの一人もいなかったが。そういう過去のしがらみがなくなった分、たいがいの連中は、まず、翼の美貌に目が眩くらんで。それから、あの過激な性格にヤラれて撃げき沈ちんした。

　その後は、我が身可愛さにおもいっきり引いてしまうか。逆に、すっかり魅せられて下僕になりたがるか。その両りよう極きよく端たんだった。

「まぁ、それだけ、自分に絶対的な自信があるんだろうね。他人の評価なんかどうでもいい……って、感じ？」

　今まで、鷹司のように、哲史と同じ目線で翼を見てくれる人はいなかった。

「そういうのを、究極の自己チューって言うんじゃないのか？　振り回される周りの人間はたまったもんじゃないぜ」

　ある意味。藤堂の言うことはまさに、正論だったが。

「でも、そこはちゃんと、うまくできてるっていうか……。蓮城君には杉本君っていう、最強の歯止めがいるし」

「歯止め？　おいおい、だったら、さっきの大暴走……なんたらの台詞とは何なんだよ？　おもいっきり矛む盾じゆんしてるじゃないか」

「だから『最強』の、だよ。あの蓮城君をマジギレさせることができるのも、優しく宥なだめることができるのも、杉本君だけだから。ねぇ？」

　いや……。

　そんな。

（ねぇ？──とか、言われてもなぁ）

　内心、思わず、しどろもどろになる哲史だった。

「ふーん……。まぁ、おまえは、こいつらの中学からの唯一の先輩らしいからな。俺たちには視みえないところが見えてるってことか」

「ほんのちょっと……だけどね」

　そう言って、鷹司は笑う。

　その柔らかい、どこかホッと癒いやされるような微び笑しように、束の間──哲史は見み惚とれる。

　──と。

　藤堂は、なんとも知れないため息を漏らした。

「慎吾。純情いたいけな後輩をタラすんじゃねーよ」

「……え？」

　鷹司は、一瞬、

『何のこと？』

　とでも言いたげに、藤堂を見やり。

　藤堂が、なぜか、ムッツリと黙り込むと。

　今度は、まるで花が綻ほころびるように綺麗に笑った。

「ヤだなぁ、藤堂ってば。蓮城君のハニーをタラすなんて、そんな怖いこと……僕がするわけないじゃない」

　蓮城君の──ハニー？　>>>♥

　今、何やら物もの凄すごい暴言を吐はかれた気がして、哲史は、思わず……固まる。

　そして。

　鷹司は。

　わずかに痙った顔つきの哲史の双眸めを覗のぞき込むように、ゆったり、その顔を近付けると。

「あぁ……もったいないなぁ。あんなに、とっても綺麗なコバルトブルーだったのに……。ほんと、もったいないよ」

　真しん摯しに、まるでため息を漏らすように言った。

　とたん。

　哲史は、静電気にでも触ふれたかのように、ヒクリと息を吞のんだ。







　そのとき。

　放課後のバスケ部の部室で。

　龍平は。三列に並んだロッカーの一番奥で、いつものように、のんびりと着き替がえていた。

　シューズバッグから、バッシュを取り出す。

　お気に入りのバッシュの紐ひもが、もう、かなり擦すり切れている。

「あー……やっぱ、もうダメかな。日曜は、北きた浦うら高との練習試合があるし……。今度の土曜、買いに行かなきゃ」

　龍平がボソリとごちると。背中合わせで着替えていた江え上がみが、振り返った。

「え？　何を買いに行くって？」

「ん？　バッシュの紐」

「そっか。ンじゃあ、俺も買いたいモンがあるし。帰り、フレンズに寄ってかねー？」

「んー……パス。今日は、金、持ってきてないし。それに、これと同じメーカーのにしたいから」

「はぁーん。わかった。誰かと一緒に買いに行くんだろ？」

「え…？　うん。そう」

「マジ？　誰？　誰と行くんだよ？」

「テッちゃん」

　江上は、ガックリ、肩を落とした。

「何？　どうしたの、江上」

「市村ぁ。おまえ……バッシュの紐買うのに、わざわざ、杉本を誘さそうわけ？」

「うん。今使ってるやつも、テッちゃんが選んでくれたんだよ。ンで、それに変えてから、俺……ずっと調子がいいんだよね。だから、今度もテッちゃんに選んでもらおうと思って」

　ニコニコと、何のテレもなく龍平が吐きまくる。

「それって……変。おまえ、絶対、変だって」

「変って……何が？」

「杉本だよ」

「テッちゃんが……何？」

「あのさぁ……。市村。俺……前から聞こうと思ってたんだけど。もしかして、おまえ、何か買いに行くとき、いっつもそんなふうに、杉本を誘ってるわけ？」

「うん。まぁ、だいたい。テッちゃん、センスいいから。任せとけば、絶対外れないし」

　すると。江上は、

「やっぱ、変だよ、おまえ。そういうのは、フツー、彼女と行くもんだろぉ？」

　口から唾つばを飛ばして、説教モードに入った。

「俺、彼女なんかいないし」

「──ウソ。なんで？」

「いや……なんで、とか言われても……」

「えーッ。だって……だってさ。おまえ、ランチバッグ、彼女からの誕生日プレゼントなんだろ？　そう言ってたじゃん」

　江上に言われて。ハタと、気付いた。

（そうだった。そういうことにしておいたんだっけ……）

　最近の女子たちのミーハーぶりが一段とうるさくなってきたもので。龍平は、その歯止めとして、ごくさりげなく、匂におわせたのだ。自分にはそういう特注のプレゼントをしてくれる『特別』がいるのだと。

（ウソじゃないし？　テッちゃんは、俺の『特別』なんだから）

　何も、噓うそは言ってない。その『特別』が女だとは一言も言ってないだけで。

「あれは……まぁ、誕生日にもらっただけで……。そんな、彼女とかじゃ……」

　とたんに、トーンダウンしてしまった龍平に。江上は、にんまりと笑った。

「ふぅーん。そっかぁ……そういう女はいるけど、まだ、彼女じゃないわけね」

（……て、いうか。女じゃないんだけど……）

　あのバッグは、龍平が哲史に強請ねだって作ってもらったものだ。だから、『彼女』ではなく、本当は『彼』なわけで。だが。龍平は、完かん璧ぺきに勘かん違ちがいしている江上に、その間違いを告げる気にはならなかった。

　いちいち言い訳するのも面倒臭い。

（テッちゃん、ゴメン。そういうわけだから、当分、俺のカノジョでいてね）

　──とか、思う龍平だった。

「じゃあ、さ。この際、いい機会だから、おまえ、その彼女誘って、バッシュの紐……買いに行けよ。な？　もしかしなくても、その彼女、おまえの本命だったりすんだろ？」

　その言葉に、龍平は、不意に黙り込む。

　それを見て。江上は、

『こりゃ、とうとう、市村にも本命の春が来たぞ』

　そう思い込むのだが。

　当の龍平は、まったく、別のことを考えていた。

（やっぱ、テッちゃんには、今日帰ったら、すぐに電話しとこうかな。もしかして、ツッくんとバッティングしちゃったらマズイし。バッシュの紐だけは、絶対、テッちゃんに選んでもらわなきゃ）

　意外なところで意外なこだわりを見せる龍平とは背中合わせに、江上は、ワクワクとほくそ笑えみながらロッカーのドアを閉める。

「ンじゃ、市村。俺、先に行ってんぞ？」

　そして。勢いよく、部室から飛び出していった。

「さぁてと。じゃあ、俺も、チャッチャと着替えなきゃ」

　言いながらも、あくまで、のんびりとマイペースな龍平だった。

　それから、

　しばらくして。

　ガラリと部室のドアが開いても、別に、何の注意も払はらわなかった。

　ドヤドヤとした足音とともに、

「なぁ。やっぱ、あれって……どう見ても、待ち伏ぶせ……だよなぁ」

「おぅ。完璧、そうだぜ」

「…ったく。よくやるよなぁ、あいつらも」

「怖くねーのかな。あとのタタリが」

「つーか、一年だし？」

　ロッカー越ごしにそんな話が漏れてきても、

（あれ？　先輩たち、もうみんな体育館に行っちゃったと思ってたのに）

　聞き覚えのある声が三年の部員であることを認にん識しきしただけで、別段、聞き耳を立てようとも思わなかった。

　だが……。

「真まっ新さら状態でまるっきり免めん疫えきないしな、蓮城に」

　翼の名前が不意に、飛び込んできた──瞬間。

　龍平は、弾はじかれたように顔を上げた。

（──ツッくん？）

　翼が、どうしたのだろうかと。思わず、耳を澄ませる。

「怖こぇよな……ホント」

「やっぱ、あいつらも、いいかげんイライラしてんだろ？」

「……ムダなのに」

「杉本もたまんねーよなぁ、毎度の八つ当たりじゃあ」

（──ッ！）

　その瞬間。

　龍平はガバリと立ち上がって、声のする方へ飛んでいった。

「先輩ッ」

　自分たち以外は誰もいないと思っていた部室で、いきなり背後から声をかけられて。

「うわぁぁッ」

「な…なにッ？」

　三年生たちは、度肝を抜かれた。

　しかも。

　上半身裸はだかのまま。バッシュを片足突っ込んだだけの形なりで、突とつ然ぜん現れた龍平に視界を塞ふさがれて。腰砕けになった。

「なん…だよ、市村ぁ。脅おどかすなよぉ」

「黒くろ崎さき先輩」

「お…おぅ。なに？」

「テッちゃんに、何かあった？」

　口調だけは、いつもと変わりなく。それでも、その顔つきからはすでに、まったり感が抜け落ちていた。

　そうなると。普段の龍平が龍平なだけに、妙な迫力があって。三年生組は、コクリと生なま唾つばを吞み込んだ。

「待ち伏せって、何？」

「いや……そのぉ」

「一年が、どうしたの？」

「あ……だから、それは……だな」

　黒崎は、束の間、口ごもって。チラチラ、他の部員を流し見る。

　この沙神高校において。

『蓮城翼に睨まれたくなければ、杉本哲史とはトラブるな』

　それは、公然の常識だが。

　もう一つ。暗あん黙もくの『お約束事』がある。

　それは、もちろん、

『杉本哲史にちょっかいをかけて、市村龍平を怒おこらせるな』

　──である。

　翼がキレると、周りが凍こおるのは周知の事実だが。いつも穏やかで『天然タラシ』である龍平の顔から笑顔が消えると、それはもう、心臓がズクズクくるほど居たたまれなくなるのも、誰もが知るところであった。

　言葉でも態度でもスキンシップ過剰になるのは、単なる龍平の癖くせではない。

　それが証拠に、それは、哲史に限定されるもので。男でも女でも、龍平がほかの人間に対して行きすぎたスキンシップに走ることはない。

　くちさがない連中は、それを密かに、

『杉本哲史へのマーキング』

　などと呼んで揶揄からかっているが。すでに、これが公然と認知されるくらいには、龍平の懐なつき振ぶりは筋金入りだった。

　なにせ、それをやってる本人たちが、何を今更──の状態で。バカらしくて、嫌がらせをする気にもならないほどだったからだ。

　そんなものだから。あれだけ女子群にミーハーされながら、その実、龍平には浮いた噂一つなかった。

　試合のたびに体育館を埋うめ尽つくす女生徒の嬌声にんきぶりに、他校の連中はやっかみ半分、龍平くらいになれば、

『自分から声をかけなくても女は入れ食い状態の選より取り見取り』

　などと、羨うらやましがられているが。

　学内では。沙神高校一の『タラシ』は、いまだ童どう貞てい──というのが定説になっていた。

　それが。『市村龍平ホモ疑ぎ惑わく』説まで一気に傾かたむいてしまわないのは、普段の龍平がそんなものを微み塵じんも引き摺ずっていない超天然であり、

「一番好きなのは、テッちゃん。その次が、ツッくん」

　何の照れもなく公然と吐はきまくる懐きっぷりが、あまりにも堂々としているせいだ。

　ちなみに。下僕志願の男子生徒のカリスマ──翼には、どこをどう探さぐっても女の影かげすらもしないのに、

『あれは、絶対、経験済み』

　──だと、誰もが信じて疑わない。

　哲史に至っては、更に、問題外で。

『杉本哲史の彼女になるには、蓮城と市村の許可がいる』

　などと、まことしやかに噂されている。

　しかも。

『そんな度胸のある女は絶対現れないから、一生、童貞のままだな』

　とまで、言われているのだった。

　そんな哲史のことになると、龍平の顔つきが変わるのは当然の常識で。

「黒崎先輩？」

　瞬まばたきもせず、笑えみのない双そう眸ぼうでじっと見つめられて。黒崎は、内心、冷や汗あせを垂れ流す。

「いや、だから。杉本が、蓮城の親衛隊に絡からまれてただけだって」

　今現在『親衛隊』などという御ご大たい層そうな名前を名乗っているのは、一年のグループだけだ。

「ツッくんの、ケツ持ち？」

「おぅ。それ……」

「それ、いつの話？」

「え？　いや、ちょっと前……だけど」

「どこ？」

「南駐輪場の近く、だけど」

　と──龍平は。

「ありがと」

　それだけ口にして、さっさと踵きびすを返す。

　その背中に、黒崎は、あわてて声をかける。

「……って、おい、市村。おまえ、どこに行くんだよ？」

「そこに、行ってみる」

「今から行っても、ムダだろ？」

「ん……。でも、心配だから」

　そそくさと、龍平の姿が消える。

　それから30秒も立たないうちにＴシャツとハーフパンツの龍平が部室を出ていくのを、黒崎たちは、半ば呆然と見送った。

　いつもは、誰が何を言ってものんびりとしたマイペースを崩さない龍平が、見たこともない速さで身み仕じ度たくを整えている。

『なんだ。やろうと思えば、ちゃんとやれるじゃないか』

　誰もが、それを思い。

　誰も、それを口に出す者はいない。

「おい、黒崎。大丈夫だよな？」

「……まっ、市村だし。場外乱らん闘とうにゃ、ならねーだろ」

　言いながら、やはり、不安になったのか。黒崎は、

「つーか……ちょっと、俺も行ってみるわ」

　靴くつを履はき替かえて、ロッカーを閉める。

　哲史のために翼が親衛隊をシメようと小こ突づき倒たおそうと、それは、あくまで翼の勝手だが。さすがに、バスケ部のエースがそれをやってしまってはマズイだろう。

　できれば。蓮城翼絡みのトラブルには、一いつ切さい、関かかわり合いたくない。

　しかし。

　じきに、地区大会も始まることだし。こんなことで怪け我がされては、ヤバイ。

　いや。どんな理由があろうと、暴ぼう力りよく沙ざ汰たは絶対マズイ。

　それなら、と。皆が龍平の後を追うべく揃って部室を出ていったバスケ部の面々の頭には、当然のことながら、哲史のことより我が部のエースである龍平のことしかなかった。
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　午後五時。

　哲史が軽快に自転車を飛ばして家に戻ってくる。

　と──同時に。

　大通りを一つ挟はさんだ向かいにある小学校の学童保育の終わりを告げるチャイムが、ジャストなタイミングで軽かろやかに響き渡った。

　放課後。在学の児童（…主に、共働き家庭の）を午後五時まで預かって有意義に過ごさせるための学童保育所は、哲史たちがその小学校に通っていたときには結構ちゃちなプレハブだったが、今は、立派なログハウスになっていた。

　──と、言っても。月額有料の学童保育所を哲史が利用したことは、ただの一度もなかったが。

　同様に、母親が専業主婦だった龍平も学童保育には縁えんがなく。入学当時、放課後はそこに通うはずだった翼は早々にトラブル三ざん昧まいで、他の保護者からの苦情が相次ぎ、一週間ももたずに自主退所した。

　もっとも。その頃には、哲史と龍平という二人の子分ができて、遊ぶ相手にはまったく不自由しない翼だったが。

　その翼の家──蓮城家に、今、哲史は居い候そうろうしている。

　哲史が、翼の弁当持ちどころか一つ屋根の下で一緒に暮らしていると知れたら、歯は軋ぎしりして地団太踏ふむ輩やからが続出するだろう。

　もしかしたら、八つ当たりのトバッチリぐらいでは済まないかもしれない。

　本気でそれを憂うれうくらいには、彼らの翼への傾けい倒とうぶりは凄かった。当の翼にとっては、そんなもの、ただウザイだけの傍はた迷めい惑わくにすぎないのだろうが。

　中学三年の年末も間近に迫せまった頃、闘とう病びよう中だった祖母が亡なくなった。

　そして。

　葬そう式しきも何もかも済ませて。

　本当に独りきりになってしまったその寂さびしさを実感する暇ひまもなく、哲史は、強ごう引いんに翼に拉ら致ちられてしまったのだった。

　そのときの、翼の言い様が振ふるっている。

「どうせ、部屋なら余ってんだから好きに使っていい。だから、おまえ、明日っから、俺のために朝飯も弁当も晩飯も作れよ」

　翼らしいと言えばあまりに翼らしいその口振りに、哲史は一瞬……呆あつ気けに取られ。

　だが。

　次の瞬間には。

　それが、下手な慰なぐさめよりもずっと──ずっと心の奥底まで沁しみて。泣き笑いにも似た顔つきのまま、思わず、コクリと頷うなずいてしまったのだ。

　自分は独りでも大丈夫。

　これから、自分一人で生きて行かなければならないんだから。しっかりしなくては……。

　そう、思っていたのだが。どうやら、そうではなかったらしい。

　翼の顔を見ていたら、そんな強がりも一気に挫くじけてしまった。

　葬式が終わるまでは、涙なみだも見せずに気き丈じように振ふる舞まっていた哲史だったが。小さな骨こつ壺つぼに納まってしまった祖母のことを思ったとき、張り詰つめた気力がフッツリ萎なえてしまいそうで。

　翼は、そんな哲史のことが、どうしても放ほうっておけなかったのだろう。

　それ以来、ずっと、哲史は蓮城家で暮らしている。

　離り婚こんしてすでに新しい家庭を持っている哲史の父親には、何も知らせていない。

　──というより。哲史は、父親が今、どこに住んでいるのかさえ知らなかった。

　自分の実家に哲史を押しつけたまま行方ゆくえを絶っている母親とは、依い然ぜん、連れん絡らくが付かず。

　そんな状態で、正式な手続き（…それがどんなものであるか、哲史には、いまだによくわからないが）を踏んで未成年の哲史を引き取ってくれたのが、エリート弁護士である翼の父だったのだ。

　もとより。

　翼の父は。翼が強引に哲史を拉致って来るまでもなく、最初からそのつもりで準備を進めていたらしいのだが。

　そして、今。哲史は、蓮城家の家事一切を仕切っている。

　当初。翼の父は、そんな遠えん慮りよはしなくていいと言ってくれたのだが。哲史は、蓮城家が自分を家族として迎むかえ入れてくれたのだから、だったら、その一員として、自分のできることをするのは当然のことだ──と言って譲ゆずらなかった。

　高校進学のことも。

　この家で暮らすことも。

　何もかも、すべて、翼の父にオンブにダッコでは心苦しい。

　ちゃちなプライドかもしれないが、これからこの蓮城家で暮らしていく上で、自分なりの存在意義を見みい出だしたい。

　そこらへんの哲史の心情を、翼の父はきちんと汲くみ取ってくれた。それが、哲史には何よりも嬉しかった。

　哲史が蓮城家で暮らすようになって、翼は夜遅おそくまで遊び歩くようなことはなくなった。

　朝・昼・晩。三食きちんと食事を摂とるようになって、それまでの不ふ摂せつ生せいな生活態度は一いつ掃そうされ。相変わらずの超俺サマぶりは健在だったが、いつも何かに餓うえているような不ふ機き嫌げんさはいつのまにか解消されてしまった。

　そのあからさまな変へん貌ぼうに、龍平は、あれだけ盛大にゴネまくったことなど忘ぼう却きやくの彼方かなたに蹴り飛ばして、

「ツッくんだけ、テッちゃんとラブラブ・ハッピーなんて……ズルイ。俺もテッちゃんが作ってくれた晩ゴハンが食べたい」

　恨うらめしげに口を尖とがらせて。

「バカヤロー。受験勉強だなんだって、しょっちゅう哲史の部屋に入り浸びたってる奴が、今更、何をほざいてんだよ。あぁ？　とっとと帰りやがれッ」

　容赦なく翼に頭を叩はたかれていた。

　そんなこんなで。ふと気がつけば、あっという間に一年半だ。

　高校生活の一年目は、何もかもが新たな激動の始まりだったが。それもようやく慣れてきた二年目の今年は、初しよっ端ぱなから、何やら不ふ穏おんだ。

　自室に戻って制服を着き替がえながら、哲史は、ふと……鏡の中の自分を見る。

（あー……。やっぱ、目立ってるよなぁ、これ）

　翼の親衛隊に付けられた八つ当たりの傷きず跡あと。

　連中は、まさか、自分から言い触らしたりはしないだろうが。どうせ、今日のことは、明日になればアッという間に広まってしまっているに違いない。

　なんたって、あれだけ大だい胆たんに自分を待ち伏ぶせしてくれたのだから。

（ンでもって、この傷……じゃあな）

　何があったのかは語らずとも、一いち目もく瞭りよう然ぜん──だろう。

　噂は尾おひれを付けて雪だるま式に膨ふくれ上がり、明日の放課後になれば、いったい、何がどうなっているのやら。散々だった去年の前歴があるだけに、それを思うと、なんとも頭が痛い哲史であった。

　まぁ、その前に。

　この傷のことを、翼に何と言い訳するか……だが。

（下手に隠かくし立てすると、さすがに後がコワイしなぁ。だからって、まんまだと……なおさらマズイよな）

　鏡を見ながら漏らすため息が、どっぷり……重い。

　いや。

　予想外だったのは、こめかみの傷だけではない。

　まさか、あんなところで、生徒会執行部のワン・ツー・コンビに出くわすとは思ってもみなかった。

（鷹司さんかぁ……）

　よくよく、考えてみれば。

　なんとも不思議な巡めぐり会わせだ。

　今日のこの日まで、顔と名前は知ってはいても、親しく言葉を交かわす接点も何もなかったのだから。

　それよりも、何より。

『あぁ……もったいないなぁ。あんなに、とっても綺麗なコバルトブルーだったのに』

　まさか……。

　鷹司に、あんなことを言われるとは思ってもみなかった。

　もう一度、ため息を吐ついて。哲史は、いつものようにコンタクトレンズを外す。

　すると。

　そこには。

　いつもの見慣れた、何の変へん哲てつもない黒い瞳ひとみではなく、どこまでも蒼あおく澄みきったコバルトブルーの双そう眸ぼうがあった。

　鷹司は、

『隠すのがもったいないくらいに綺麗』

　そう、言ってくれたが。哲史にとって、この蒼眸めは災わざ厄わいの元しよう凶ちようでしかなかった。

　純じゆん粋すいな日本人の家系からは絶対生まれるはずのない、異い端たんの蒼。

　そのきわめて希まれな突とつ然ぜん変へん異いとも言える空色の瞳を持って哲史が生まれたせいで、父と母の幸福な結けつ婚こん生活は破は綻たんした。

　父は、我が妻の不ふ貞ていを烈れつ火かのごとく糾きゆう弾だんし。

　母は、ありもしない不貞の嫌けん疑ぎをかけられて激げき憤ふんした。

　罵ののしり合い。

　憎にくみ合い。

　そして、泥どろ沼ぬまの修しゆ羅ら場ばの果てに二人は離婚した。

　その修羅場の中で行なわれた親子鑑かん定ていの結果、哲史が父の子どもであることは疑いようもない確率で実証されたが。すべての災やく厄さいの元げん凶きようとなった哲史を、父も母も愛さなかった。

　いや……。

　自分たちの在るべき幸福を奪うばい、修羅の地じ獄ごくへ叩き落とした哲史を憎ぞう悪おさえしたのだろう。

　だから。離婚の際の哲史の親権を互たがいに押しつけ合い、結局、どちらともがそれを放ほう棄きしたのだ。

　そんな哲史を哀あわれんで、母の実母である祖母が引き取って育ててくれた。

　──のだと。口さがない大人たちは事あるごとに、実に懇こん切せつ丁てい寧ねいに語ってくれた。

　事実は事実なんだから、隠しておいてもしょうがない。

　そういうこと、なのだろう。

　もっとも。知りたくないことまで教えてくれた連中に感謝する気持ちなど、哲史には微み塵じんもなかったが。

　その衝しよう撃げきの事実を知ったからといって、哲史の生活はなんら変わることはなかった。

　物心ついたときから、この蒼瞳めのせいで、散々嫌いやな思いをしていたからだ。

　それで、変なふうに哲史が歪ゆがんでしまわなかったのは。どんなときでも、祖父母が変わらず優しかったからだ。

　まず、祖父が逝ゆき。

　そして。祖母も逝いった。

　親族としての義理は欠かせないから祖母の葬式にやってきた──と言わんばかりの連中は、最初から、ひどくよそよそしかった。

　ありきたりの慰なぐさめの言葉は口にするけれども、それだけ。

　もしも、ここで、迂う闊かつに優しい言葉の一つでもかけたなら、よけいな御お荷物を背負い込むことになるのではないか。そんな思おも惑わくが透すけて見えた。

　だからといって。哲史は、別にそれが腹立たしいとも、寂さびしいとも思わなかった。

　初めから、彼らには、何も期待などしていなかった。

　今ではすっかり縁えんの切れてしまった父親を頼たよるつもりはまったくなかったし。というか、そんなことは、誰かが言い出すまでまるっきり思いもつかなかっただけなのだが……。

　哲史にしてみれば、顔も名前も知らない父親など赤の他人よりも更に遠い存在で、まるで実感が湧わかなかった。

　それは。いまだに連絡のつかない母親も同様だったが。

　ただ、未成年の自分には独りで暮らしていけるだけの収入もないことはわかっていたので、いざとなれば、そういう福ふく祉し施し設せつに行くしかないのかもしれない。そんなふうには、思っていたのだ。

　祖母が癌がんだと知った時点で、哲史は哲史なりに、ある程度の覚かく悟ごを決めていたのだった。

　それが、思いがけなくも、こうやって蓮城家に住み、高校まで行かせてもらっている。その幸運を、哲史は誰よりも深く感謝していた。

　けれども。

　こうやって、カラー・レンズを外して鏡に映る自分の蒼い目に、哲史はいまだに違い和わ感かんを覚えずにはいられない。

　まだほんの子どもガキの頃は、この目のことでいつも苛いじめられた。

『気持ち悪い』

『おかしい』

『変』

　投げつけられる言葉は、まるで毒針のように容よう赦しやなく心に突つき刺ささった。

　いっそのこと。顔の造りがもっと、この双眸めに相応ふさわしい──例えば違う民族の血が混じっていると一目でわかるような顔つきであれば、まだよかったのかもしれない。真しん剣けんに、そう思った時期がある。

　そうすれば。日本人じゃないと揶揄からかわれるかもしれないが、露骨な顔で『気持ちが悪い』などと後ろ指をさされることもないだろう……と。

　いくら祖母が、

「哲てっちゃんの目は、きれいな空の色だよ」

　そんなふうに慰めてくれても。哲史は、自分の目が綺麗だと思ったことは、ただの一度もなかった。

　自分の目の色が他人と違うことが大きなコンプレックスだった。

　だから、他人の視線が怖かった。

　自然と、顔はいつも俯うつむきかげんになる。

　それが、更なるイジメを煽あおった。

　自分だけが異端であると突きつけられる痛みと、恐れ。

　それを、ごく普通の者たちにわかってもらえるはずもなく。哲史は、いつも孤こ独どくだった。

　そんなマイナス感情を、翼と龍平だけが払ふつ拭しよくしてくれた。

　初めて出会った小学校の入学式。

　あのとき。

　哲史は、まるで天使かと思えるほどに綺麗な小こ悪あく魔ま──翼に『子分にしてやる』と言われて、身も心も舞まい上がった。

　その翼が、

「おまえの目……すっごい、キレイ。俺が一番好きな青いビー玉とおんなじ色だ」

　哲史の目を覗き込むと。龍平が、

「ちがうよぉ。海の色だよ。とぉっても、きれい」

　ニッコリ笑った。

　うっとりするほど綺麗な翼と蕩とろけるように甘く笑う龍平が、そう言って誉ほめてくれたから。だから、哲史は、嫌で嫌でしょうがなかった自分の蒼い目がちょっとだけ好きになった。　>>>♥

　その後、翼が一番の宝物だという青いビー玉を見せてもらったとき。陽ひに透けてキラキラ光るビー玉があまりに綺麗すぎて、自分の目はあんな綺麗な青色じゃないとガッカリした覚えがある。

　翼と龍平が哲史の蒼眸そうぼうを『綺麗』で『好き』だと言えば言うほど、周囲の者たちは、あんな『エイリアン』みたいな目は『気持ち悪い』とけなした。

　それが、翼の『子分とくべつ』であることへのヤッカミだと理解できる頃には、すでに哲史も打たれ強くなっていて、別に何を言われても気にならなくなっていた。

　──が。

　それでも。

　根強い刷り込みの入ったコンプレックスは、完全に消えてなくなりはしなかった。

　そして、中学校に入学し。その目のことで、よその小学校出身の連中にしつこく絡からまれてそのコンプレックスを逆さか撫なでされて以来。哲史は、黒瞳のカラー・レンズを着用するようになった。

　実のところは。

　哲史に対する日頃の嫌がらせがエスカレートし、逃げる哲史を追いかけ回して押さえつけ。更には、馬乗りになって『キモイ』だの『妖よう怪かい人間』だのと囃はやし立てる悪ガキ連中にキレた翼と龍平が、そいつらを見事なまでにボコボコにしてしまったからだ。

　さすがに。身体はデカくなっても、本来は誰よりも気の優しい龍平は、哲史に伸のし掛かかるそいつらをド突いて、千切っては投げた程度だったが。翼は殴なぐりつける手を緩ゆるめるどころか、容赦なく蹴りまで入れた。

　哲史と龍平が翼にむしゃぶりついてやめさせなければ、そのキレ方がどこまでエスカレートしたか……わからない。

　思いもしない翼の凶暴ぶりにビビリ上がったのは、悪ガキだけではない。

　遠巻きにそれを見ていた野次馬たちも同じだった。うっとりするほどの美貌が阿あ修しゆ羅らのごとく憤ふん怒ぬする様に、皆、度肝を抜かれてしまったのだ。

　悪ガキどもは涙なみだと鼻水を垂れ流して泣きじゃくりながら、土下座して哲史に詫ワビを入れさせられた。そうしないと、翼が許さなかったからだ。

　それが、保護者を巻き込んでのスキャンダルにならなかったのは。連中の日頃の素行の悪さは明白で。自分の親よりも、マジギレになった翼の恐ろしさにビビリ上がったそいつらが、ひたすら低姿勢だったことと。暴力沙ざ汰たはなるべく表沙汰にはしたくない学校側の思惑があったからだ。

　そんなことがあって、哲史はカラー・レンズを入れるようになったわけだが。

　それが、また、翼を激げき怒どさせた。

「悪いのは、あいつらで。おまえじゃない。なのに、なんで、おまえがそんなコンタクトなんかするんだよ？　おまえの目は誰のより一番キレイなんだから隠かくす必要なんか、ないッ！」

　同様に。それは、意外に、龍平にも不評だった。

「テッちゃん、もったいないよ。せっかく綺麗な蒼あおい目なのに……。イヤだよ、俺。テッちゃんの目が見れなくなっちゃうなんて……。そんなの、ヤだ」

　せっかくの綺麗な蒼い目を隠すなんて、もったいない。

　翼も龍平も、そう言ったが。哲史の決意は固かった。

　それでなくても。

　ますます美貌に磨きがかかってきた翼と。心境著いちじるしい龍平を独り占じめにしている哲史に対する風当たりは、相当なもので。

　だったら。この先のこともあるし、トラブルの種は少ないに越こしたことはない。そう思ったのだった。

　哲史がカラー・レンズを着用するようになったのは、一年の二学期からだったが。まさか上級生の鷹司が、そんなことまで覚えているとは思わなかった。

　──というのが、哲史の正直な気持ちだった。

「まっ、なるようにしかならないよな」

　ひとりごちて、哲史は部屋を出る。

　この傷のことも、そうなったら、なったときのことで。翼の反応を予想してその対策シミユレーシヨンをあれこれ考えてもしょうがない。

　翼絡みのトラブルにはいっそ見事なまでに打たれ強くなっている哲史だった。







　午後七時。

　夕食の仕し度たくもすっかり終わった頃を見計らったように、翼が帰ってくる。

　部活をやっているわけでもない翼が、その間、何をやっているのか。哲史は、取り立てて深く詮せん索さくしたことはない。

　同じ家に住んでいるとは言え、翼とはクラスも違うし。哲史には哲史の、翼には翼のプライベートがある。四六時中、べったりツルんでいたいわけでもない。

　ただ、翼は、何の連絡もなしに夕食の時間に遅おくれたことはただの一度もなかったので。それならそれで、哲史はかまわなかったのだ。

　そして。

　いつものように。

　ただいまの言葉もなく、のっそりとダイニングキッチンに直行してきた翼は、

「お帰り」

　いつもと変わらぬ哲史の言葉に迎むかえられて。案の定、しんなりと眉をひそめた。

「──哲史。なんだ、その傷は」

「あぁ？　これ？　ちょっと、スッ転んだだけ」

　一応、言ってみる。

　──が。

　この手のことには散々覚えがある翼は、

「ンなわけ、あるか。誰にやられた？」

　キッパリと言い切る。

（やっぱ、無理か）

　それでも。

　空すきっ腹であれこれ詮索されるのも嫌なので、哲史は、

「その話は、メシ食った後な。腹減ってるだろ？　さっさと着き替がえてこいよ」

　さっさと切り上げる。

　ここで、

『おまえには関係ない』

　などと、言おうものなら。たとえ、哲史相手であっても、胸倉を締しめ上げて吐はかせる──ぐらいのことは平然とやってのける翼だが。そうやって、一時的に話を棚たな上あげしてもきちんとケジメをつけておけば、とりあえず、これ以上ゴネまくることはないのを哲史はちゃんと知っていた。

　伊達だてに、十年もツルんでいるわけではない。

　それに。今夜の晩飯は、翼の好物をずらりと並べてみた。

　別に、食い物で翼を黙だまらせられるとは思わなかったが。人間、腹がいっぱいになれば気持ちもそれなりに和なごんでくるものである。

　内心、問い詰つめたいことは山ほどあるのだろうが。とりあえず、それは置いておいて。

　だが。ブスくれた顔のまま二階の自室に行って、部屋着に着替えた翼が戻ってくると。哲史は、ホカホカのご飯をよそってやる。

「いただきます」

　躾しつけだけにはやたらうるさかった祖母に育てられた哲史は、当然、食事前の感謝の言葉は忘れない。毎日の料理をするのは自分の役目だが、日々の食事を不自由なくいただけるのは翼の父のおかげである。

　哲史と食しよく卓たくを共にするまでは『いただきます』の《い》の字も口にしたことのない翼は、今更そんな言葉を口にするのも面倒なのか。それとも、ただ照れくさいだけ……なのか。いまだに唱和したことはない。

　それでも。多少苦手なものがあっても、出された物は文句も言わずにきっちり食べる。

　あれは、イヤ。

　これは、キライ。

　そうやって、見事なまでに偏食していた頃に比べれば、格段の進歩であった。

　──が、それ以外の。家にいるときの翼は意外なズボラ──というよりはむしろ、まるっきり怠たい惰だなトドで。右の物を左にもしないその態度に、自立できない男の哀あわれな末路を口やかましく哲史が語っても、

「おまえがいるから、別にいい」

　その一点張りで。

　結局。あれこれ注文をつけて翼を動かすよりも、哲史が自分でテキパキやってしまった方が時間の無む駄だにもならず。相変わらず翼はトドのままだ。

　何より。

（まっ、翼……だしな）

　それで片付けてしまえるくらいには、哲史は翼に甘い。自覚があるだけ、今更……なのだろうが。

　同じく。仕事はデキるが家事能力のまるっきりない翼の父が、

「家に帰ってくるとホッとするなぁ。風ふ呂ろは沸わいてるし、朝も夜も、いつもホカホカのご飯は最高にウマイし。他所よそで食べる気がしなくなってしまうよ」

　手放しで誉ほめると。

　とたんに、機き嫌げんが悪くなり。

「哲史は俺ので、親父おやじの嫁よめじゃねー」

　などと言い出す始末だ。

　その言い様に、すでに、自覚はなくても『蓮城家の嫁』状態の哲史はどっぷりため息を漏らしただけだが。その翼が、陰かげで父親に、

「親父が、外で、どんな女と付き合おうと勝手だけど。絶対、家に連れ込んだりすんなよ。俺は今更、赤の他人に母親面づらされるのは真っ平だし。この家で哲史の居場所を奪うばうようなことしたら、俺、絶対許さねーからな。それだけ、覚えといて」

　キッパリ宣言しておいたことなど、哲史はまったく知らない。

　そして。そんな息子むすこの言葉に動じることもなく、翼の父が、

「まったく、あの情の強こわさは誰に似たんだか……。まぁ、哲史君にメロメロなのは、今に始まったことじゃないからいいけど。だいたい、可愛い一人息子に嫌きらわれるようなこと、僕がするはずないでしょうが」

　ひっそり、ため息混じりに漏らしたことなど、翼は──知らない。

　そんな、こんなで。

　いつもと同じように、特別に会話が弾はずむようなこともなく、静かな食事が終わって。ついでに茶ちや碗わんまで洗ってしまおうとする哲史に、翼は、

「ンなもん、後でいい。さっさと話せよ」

　この先、一分一秒も待っていられない──とばかりに踏ふん反り返る。

　仕方なく。哲史は、どっかりと椅い子すに座り直し、

「帰りがけ、おまえの親フ衛ア隊ンに待ち伏ぶせくったんだよ」

　単刀直入に切り出した。

　すると、翼は。いまどき、哲史に待ち伏せかけるような身のほど知らずのバカ野郎がいるのか？──とでも言いたげに、しんなり眉をひそめて。ふと、わずかに眦まなじりを吊り上げた。

「一年の──ケあツい持つちらか？」

「そう。いつもの八つ当たり」

　その言葉だけでツー・カーになってしまうくらいには、それは、日常茶さ飯はん事じのトラブルだったりするのだ。

「殴なぐられたのか？」

「いや。サブバックで顔面叩はたかれただけ」

「──誰に？」

「名前なんか知らねーよ」

　口にして、あの男が『佐伯』と呼ばれていたことを思い出す。

　今更、名前なんかどうでもよかったが。念のために、一言、言い添そえておく。

「やられたのは、擦すれ違ちがい様に一発だけ……だから」

　売られた喧嘩は三倍返しが、翼の基本だ。特に、自分絡がらみで哲史が被害を被こうむった場合はきっちりケジメをつけるのが翼のやり方だった。

　──と。翼は、

「心配すんな。停学喰らうようなヘマはしねーよ」

　平然と吐きまくる。

（だから、そういう確信犯なトコが心配なんだってば）

　鷹司の台詞ではないが、その手の前科なら山ほどある翼だった。

　なので。

　いまだ、翼のダークな凶暴さに免めん疫えきのない一年相手にあんまり派は手でなことはやらないでほしい──というのが、哲史の偽いつわりのない本音であった。

　中学までとは違い、翼は本来の明めい晰せきさを故意に隠かくそうとする気はないらしく。哲史とは違った意味で、成績は常に上位をキープし続けている。

　が──相変わらず、席次にはまったく興味はないようで。その、一種突き抜けた余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度にライバル心を剝むき出しにする連中は後を絶たない。

　名指しされて買うのは、何も喧嘩だけではない。突きつけられた挑発をキッチリ返り討ちにするのに、なんら手心を加えてやる気もない翼だった。

　そんなこともあって。せめて、場外での乱ト闘ラ騒ブルぎだけはできるだけ穏おん便びんに……と思う哲史なのだった。

　哲史自身は、今更、八つ当たりくらいでカリカリくるようなことはない。

　ウザイのは事実だが。これはもう、翼と関かかわっている限り避さけられない目の上のタンコブのようなものだった。

　そこらへんは、翼よりも哲史の方が割り切り方も早く、

（だって、しょうがないよな。俺、翼と切れる気なんか、まるっきりないんだし）

　すでに、達観している哲史だった。

「あんま……派手にやるなよ、翼。あいつらのは、ただの欲求不満なんだから」

「不満があるなら、俺に言やぁいいんだよ。なのに、どいつもこいつも……」

「そりゃあ、おまえ、みんなのアイドル様を独り占じめにしてる有名税なんだろ」

　小学校時代からこっち、もう何度も繰り返されてきたその常じよう套とう句くを哲史が他人ひと事ごとのような口くち振ぶりで言うと。珍めずらしく、翼が唇を嚙かんだ。

「だから。よけいに、ムカつくんだよ」

「おまえの『特別』になりたくてもなれない奴らの、ヒガミ……だろ？　だったら、いいじゃん、別に」

「おまえがよくても、俺がイヤなんだよッ」

　キッパリと言い切る翼に、哲史の唇の端はしがわずかに綻ほころびる。

　ただの錯覚でも、自うぬ惚ぼれでもなく、自分が翼に必要とされていることの喜びを感じて。人はそれを、悪あく趣しゆ味みだと笑うかもしれないが……。

「だって、俺までキレて二人して大暴走しちまったら、龍平が怒おこるだろ？　『なんで俺だけ弾はじくんだよ。ズルイッ』とか、なんとかさぁ。あいつ、普段は天然だけど、マジでゴネるとおまえより頑がん固こで始末に負えないんだから」

　それで、高校受験前の大騒そう動どうを思い出したのか。翼は、なんとも言えない渋しぶい顔をした。

　翼と同じように、龍平もまた、ある意味プライドの在り方が変則的な筋金入りで。こちらが思いもしない突とつ飛ぴな言動に出るのは、すでに翼も経験済みだった。

「そういえば、龍平の奴、誕生日プレゼントに合い鍵かぎが欲しい……とか、言ってたな」

　ふと、思い出して。哲史がそれを口にする。

「合い鍵？　どこの？」

「どこのって、この家のに決まってるだろうが」

「イヤだ」

　即そく答とうする翼は、心底嫌がっている。

「そんなモン渡したら、あいつ、絶対、自分の箸はしと枕まくら持参でおまえの部屋に入り浸びたるに決まってんじゃねーか。絶対、イヤだ。だいたい、俺にはそんなこと一言も言わねーくせして、龍平の奴、何考えてんだ」

（そりゃあ、おまえに言ったら、ソッコー、ダメ出しされるからに決まってんじゃないか）

　そこらへん、ポヤヤンのようで、龍平もちゃんと強請ねだる相手を選んでいるのだ。

「俺は絶対、イヤだからな。あいつに泣きつかれても、絶対、合い鍵なんか渡すなよ」

「おまえがダメだって言うなら、渡さねーよ」

「絶対、だぞ？」

「わかってるってば」

　だから。そんなに何度も『絶対』と念押しすることはないだろう……と思う哲史だったが。「どうだかな。おまえ、龍平にはとことん甘いんだから」

　ブスリと、翼が口を尖らせる。

「そんなことねーよ」

「いーや、甘いッ。受験勉強の時だって、おまえ、平気であいつの抱だき枕になってたじゃねーかよ」

　その言葉に、哲史は、一瞬──呆あきれ返る。

（翼の奴、しつこく根に持ってやがんなぁ、ホント）

『繊せん細さい』という言葉とはまったく縁えんがないように思える龍平が、意外なところで結構ナイーブだったりすることはほとんど知られていない。

　枕が変わると、とたんに寝ねつきが悪くなるとか。

　試合の時には、必ず同じタオルを持っていくとか。

　それは、ほんの些さ細さいなことだったけれども。本人にしてみれば、それなりにこだわりのあることで。

　枕のことも、哲史は、小学校の修学旅行で初めて知ったのだ。

　そのとき。

　それがおかしくて笑えたというより、翼とは別の意味で、怖いモノ知らずを絵に描かいたような龍平にも苦手なことがあったのかと思うと。自分よりもずいぶんデカくなってしまった龍平が、妙に可愛く思えて。

　で──なかなか寝つけなかった龍平が。その夜。隣となりの蒲ふ団とんの中でこっそり、

「テッちゃん。手ぇつないで寝てもいい？」

　そう聞くので。

「いいよ」

　その通りにしてやったのだ。

　すると。それはそれで、結構な効き目があったらしく。

　それ以降。龍平は、自分の枕がなくても哲史がいれば大丈夫──だという刷り込みがキッチリ入ってしまったのだった。

　そして。

　当時は、受験勉強の最後の追い込みで。週末には必ず蓮城家に泊とまりに来ていた龍平が、哲史をしっかり両りよう腕うでに抱き込んで熟じゆく睡すいしていたのもその延長線上のことだった。

　哲史も龍平も、そんなことは慣れっこで。まるで気にも止めなかったのだが。それを見た翼の機き嫌げんは、なぜか、急転直下の最低最悪だった。

　翼はキレると、表情がなくなる。

　その代わりに、不機嫌のオーラが炸さく裂れつして周囲が凍るのだ。

　そのときも、ドス黒いオーラが目一杯トグロを巻いて……。

　さすがに。長年の付き合いで哲史がビビリまくることなど、まず、なかったが。

　それでも。

　哲史は。

　翼が何をそんなに激げき怒どしているのかわからなくて、閉口したことをよく覚えている。

　そしたら、龍平が。

「なんだ。ツッくん、独りで寂さびしかったの？　だったら、そう言えばいいのに。あ……でも、テッちゃんのベッドで三人は無理だから、今日は、下で蒲団並べて寝ようか？」

　一発ブチかましてくれて。

「バカやろーッ。俺は、おまえらみたいに、独りじゃ寝られないようなガキじゃねーッ」

　翼の機嫌は更に凶悪の一いつ途とをたどったのだった。

　だが。

　──結局。

　最後の最後までブツクサ文句を垂れていた翼も、

「みんなで一緒に寝た方がキャンプみたいで楽しいよ？」

　そんなふうに龍平に押し切られて。

　以後。龍平が泊まりに来たときには、居間で蒲団を並べて寝るのが決まりになってしまったのだった。

　それでも、やはり、龍平の『抱き枕癖ぐせ』は直らなくて。

　翌朝。翼が容赦のない蹴りを入れて龍平を叩たたき起こしていたのを、哲史は知っている。

　それを思い出して。哲史は、つい、苦く笑しようする。

　翼が、まさか、あんなことで龍平に嫉妬するなどとは思いもしなかったのだ。

「おまえがダメだって言うんなら、龍平の誕生日プレゼントは別に考えとく。それなら、いいだろ？」

「ほかにって……。どうせ、あいつのことだから、合い鍵がダメならバスケの試合の応おう援えんに来いとか、そんなんだろ？」

　そこらへん、龍平の性格を熟知している翼は結構読みが深い。龍平の第二希望は、確かに、翼の言う通りだったのだから。

「そう。俺と、おまえの二人で──だけどな」

　とたん。

　翼は、わずかに顔をしかめた。

　スポーツすること自体は嫌いではないが、先輩後輩の体育会系のノリと暑苦しさはウザイ。そう公言する翼は、今まで、一度も龍平の試合を観に行ったことがない。

　なにしろ。

　試合会場には、龍平目当ての女性陣じんの嬌きよう声せいが幾いく重えにも渦うずを巻いており。その、あまりのかまびすしさに哲史ですら圧あつ倒とうされたくらいなのだから、そういうのを嫌けん悪おする翼が足を向けたがらないのもわかる。

　もっとも。そんなところに翼がフラフラと現れたりしたら、別の意味で盛り上がってしまうことは想像に難かたくないが。

　合い鍵かぎの代わりに、そんな試合会場に翼を引っ張り出そうとするくらいには龍平も意固地になっている──というより。自分が頑がん張ばっているところを、一度でいいから翼にも観てもらいたいというのが本音なのだろう。

　いや。

　もしかしたら……。

　案外。合い鍵のことはただの方便で、こちらの方が本命だったりするのかもしれない。

『俺を拾ってくれたのはツッくん』

　冗談ではなく、しごく真ま面じ目めにそう思っているのが龍平の凄いところで。まだ、一度もバスケの試合を観に来てくれたことがない翼にも、応援に来てほしいのだろう。

「どうする？」

「龍平が合い鍵のことを二度と言わないっていうんなら、まぁ、一回くらいは観に行ってやってもいい」

（はぁぁ………。翼の奴、よっぽど合い鍵を渡したくないんだな）

　その気持ちも、わからないではない哲史だったが。

「ンじゃあ、龍平にそう言っとくから」

「…ったく、あいつは、ろくなこと考えねーんだから」

　ブツブツと文句を垂れる翼に。哲史は、どうせなら、このまま親衛隊のことは忘れてくれると助かるんだけど……と思いながら、席を立って茶ちや碗わんを洗い始める。

　すると。

　しばらく経たって。

「……哲史」

　ほんの間近──背中越ごしに翼の声がした。

「何？」

　振り向きもせずに、おざなりに哲史が答える。

　それが気にくわなかったのか。翼は、いきなり哲史の腰に手を回して、ビッタリ、背中に張り付いた。

「──おい」

「龍平に合い鍵なんか渡したら、俺……マジ、キレるぞ」

　やると言ったら、必ずやる。

　やると言わなくても、やると決めたら絶対──やる。

　そこには、他人の思おも惑わくなど入る隙すきはない。

「だから、わかったってば」

　それでも。

　抱き込んだ腕をまったく緩ゆるめるつもりのないらしい翼に、哲史は、

（もしかして、地じ雷らい……踏ふんじまったかな）

　内心、焦る。

「ちょっ……翼。そんなにベッタリ、くっつくなって。茶碗が……洗え…ない…だろうが」

　その手が深くくびれたエプロンの脇わきをくぐり、ゆったりと胸を撫なでる。

「翼ッ。お…いッ」

「こんなこと、龍平にやらせんなよ。哲史」

（俺にこんなことをしたがる物好きは、おまえだけだって）

「ンなことしやがったら……ただじゃおかねーからな」

「ありえねーって」

　いくらスキンシップ過剰な龍平でも、それはない。

　哲史を抱き枕に熟睡することはあっても、龍平が、翼のように哲史に抱きついてくることはない。

　なのに、

「龍平だって男だ。いつ、その気になってもおかしくねーだろ？」

　いつになく、翼は執しつ拗ように龍平にこだわり続ける。

　やはり。『合い鍵』がマズかったのだろうか。

　──に、したって。普通、男がその気になるのは相手が『女』だからだろう。

　龍平だって、そうだ。

　しごく健康な青少年ならば、胸があって、自分と同じところに同じモノが付いていない女の子がいいに決まっている。

「だからッ。あいつは、こんなことしないって」

「なんで？」

「俺は、安全パイの抱き枕なの。熟じゆく睡すいモードの必ひつ需じゆ品ひん。そんなんで、変なことになるわけねーだろうがッ」

　抱き枕に欲情していたら、熟睡なんかできるわけがない。

　龍平が哲史に求めているものは安あん眠みんで、性欲なんかではない。

　そこらへん、哲史が一番よくわかっている。

　第一。哲史がこんなことを許すのも、翼一人だけだ。

　だから。

（おまえが龍平を妬やく必要はないし、変な邪じや推すいしまくるのはやめろ）

　哲史はそう言いたかった。

　けれども。

　ジェラシー・モードにスイッチが入ってしまっている翼にそれを言うと、ガソリンぶっかけ状態になってしまうのは見え見えで。

　万が一、そんなことになってしまったら。歯止めの外れた翼に抱き潰つぶされて、明日はマジで腰が立たなくなってしまうだろう。

（──マズイって……）

　想像するだけで、冷や汗がじっとり滲にじんできそうだった。

　もそもそと動く翼の手は、止まらない。

　内心、密ひそかに焦りまくる哲史に更に追い討ちをかけるように、

「……ッ！」

　その手が、ためらいもなくハーフパンツ越しに哲史の股こ間かんを摑つかまえたとき。

　思わず。

　哲史は、泡あわまみれの手でシンクの端はしを握り締めた。

「つ…ばさッ……。よせ…って」

「おまえが悪いんだ、哲史。合い鍵なんか持ち出して、俺を煽あおるから……」　>>>♥

　耳たぶを甘く咬かんで、翼が詰なじる。思わず腰にクルような、しっとりと濡ぬれた声で。

　きっと、こんな翼は誰だれも知らない。

　たぶん、龍平ですら……。

　それを思うと。哲史の鼓こ動どうは一気に逸はやった。

　だが。

　このまま、こんなところで流されてしまうのは非常にマズイ。

　明日も、授業がある。

　しかも。二時間目は体育だ。それを思うと、

（マジで……ヤバイってぇ）

　昂たかぶる鼓動がヒクヒクと弾はじけて、次し第だいに頭がグルグルしてくる哲史だった。

　そのときは、まだ、それを思うだけの自制があった。

　いや。

　もしかしたら、それは、理性という名の自衛本能──だったりするのかもしれないが。

　ここまで来たら、哲史も、やりたくないとは言わない。

　煽られて止まらないのは、別に、翼だけではないのだ。

　だから。

「……わかっ…た。俺が……悪…かった……。だっ…から……ここじゃ、や…めろ。な…？　翼……上……いこ……」

　やるなら、こんなところではなく、ちゃんとベッドの上でやりたい。

　それは、哲史なりの意思表示だった。

　しかし。

　翼は、そんな哲史の言葉よゆうさえもが気に入らないのか。

「……可愛かわいくねーぞ、哲史」

　耳の裏をたっぷりと舐なめ上げて、布越しにつかんだモノを手て荒あらく扱しごき上げた。

「…いッ……」

　一声漏らして、哲史がヒクリと身を竦すくめる。

　すると、

「セックスで、俺を丸め込むつもりかよ？」

　翼の囁きは更に低くなった。

「…ち…がぅ…て……。俺……明日、体育……。だかっ……んッ…あ……」

「ここより、ベッドで──やりたいのか？」

　ガクガクと今にも崩れそうになる足を踏ん張りながら、哲史は、夢中で頷うなずく。

「ベッド…が、いっ…い……」

「──なら、いいぜ。上で」

　翼はその手をわずかに緩めて、

「ムカツクことなんか、言えないようにしてやるから。覚かく悟ごしとけよ、哲史」

　トクトクと逸る哲史の鼓動を鷲わし摑づかみにするように、ねっとりと囁いた。
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「俺──一度でいいから、マジになった翼が見てみたい」







　すべての事の始まりは。たぶん、その言葉だったのだ。

　高校進学はできないと諦あきらめていたのに。周囲の暖かい気持ちに励はげまされて、高校を受験することができるようになった。

　嬉しかった。

　一人では何もできないけれど。

　自分は、たった独りではない。

　そのことが、ただ、無む性しように嬉しかった。

　だから。

　どうしても。

　哲史は、それを翼に言いたかった。







「俺──一度でいいから、マジになった翼が見てみたい」

「マジになった俺？」

「そうだよ。高校受験」

「沙神高校……だろ？」

「うん。おまえも行くよな？」

「──行く。おまえの弁当が食えるなら」

「まかせろ。とびきりウマイの、作ってやる。だから、俺……。手て抜ぬきなしの、翼の本気が見たい」

「フーン……。ンじゃあ、俺の本マジ見せたら──何くれる？」

「……え？」

「頑張ったら、ご褒ほう美び。鼻先に、ニンジン。これ、常識だろ？」

「常識って……」

「俺の一番欲しいもの……くれるよな？」

「一番欲しいものって……何？　俺、金ないぞ？」

「金で買えないもの」

「だから、何だよ？」

「それは、やっぱり、合格してからのお楽しみ……だろ？」

「──わかった」

「そのときになってダメだとか、やっぱりイヤだ──なんて、言うなよ？」

「言わねーよ」

「なら、いいぞ。一いつ切さい手抜きなしの本マジ勝負。やってやる」







　一度でいいから、本気になった翼が見てみたかった。

　ずっと。

（だって、もったいないじゃないか）

　ずっと……。

（本気の翼は、あんなに凄すごいのに）

　そう、思っていた。

（俺だけが知ってるなんて……もったいないよ）

　翼の本マジの凄いところを。

　落ちこぼれなんかじゃない、翼を。

　哲史が知っている、本当の翼を。

　バカにして、嘲あざけり笑う周囲の奴やつらに見せつけてやりたくて。

　たった一度でもいいから。

　本気の翼を。

　──見たいッ。

　だから。

『マジになったおまえが見たい』

　それを言い出したのは、哲史だった。

『頑張ったら、ご褒美』

　それを強請ねだったのは、翼だった。

　金では買えない、翼の一番欲しいもの。

　それが何だかわからなかったが、別に、不安ではなかった。

　エンジン全開になった翼の本気が見られるのなら、ちょっとぐらい無理をしたってかまわないと思ったし。

　もし、自分の持っているもので翼が欲しいと思うものがあるのなら、何を譲ゆずっても惜おしくはなかった。

　しかし。

　まさか……。

　それが、自分とのセックスだとは。哲史は、夢にも思わなかった。







「おまえの欲しいものって……俺、なのか？」

「そうだ」

「──ほんとに？」

「おまえとセックスしたい」

「………」

「今更、イヤ……とか、言わねーよな？」

「い…や……そうじゃなくて。おまえ、もしかして……女より、男が好きなの？」

「違うッ。男が好きなんじゃなくて、おまえとやりたいって言ってんだよ」

「俺……男、だけど？」

「だから、俺が言ってんのはッ」

「つーか……なんで、俺？」

「そんなの、おまえが好きだからに決まってんだろ」

「………」

「なんだよ、その顔は」

「……そりゃ、俺だって、おまえが好き──だけど。でも……そのぉ……」

「女とやるんだったら、別に、そういうこだわりなんかねーけど。男となら、やっぱ、好きな相手じゃなくちゃ勃たたねーだろうが」

「………」







　好きだから、セックスしたい。

　翼の言うことは、実に単純明快だった。

　明快すぎて、ある意味、哲史は呆ぼう然ぜん絶句だったが。

　哲史だって、翼は好きだ。

　龍平と同じくらいに大好きで。

　一番大切な親友だ。

　だからといって。

　哲史は、翼とセックスしたいなどと思ったことは、ただの一度もない。

　──と、いうか。

　そういうことは、好きな女の子とやるのが当然の『常識』だと思っていたので。男とセックスする──なんてことは、まったく考えたこともなかった。

　正直言って。あまりに突然に突きつけられた衝しよう撃げきの告白に、目眩めまいがしそうだった。

　翼の初体験が何歳いくつのときのことなのか。深く考えると、なんだか気が滅め入いりそうで……面と向かってそんなことを聞く気にもなれない哲史だが。

　まだキスもしたことのない……。

　──いや。

　そういう意味では女の子の手だって握ったことのない、哲史のようなチェリー・ボーイでないのだけは確かなことで。

　まさか……。

　女に飽あきたから哲史とやってみたい、なんてことはないだろうが。翼が突きつけた要求は、哲史の理解の範はんちゅう外にあった。







「え…っとぉ……。おまえ……マジ？」

「マジに決まってんだろぉ」

「……おまえ、ほんとに勃つの？　俺が相手でも」

「勃つ。オナニーの相手、おまえだったから」

「………」

「いまさら逃げるなよ、哲史。俺の本マジが見たいって言い出したのは、おまえだろうが」

「それは……そう、なんだけど」

「なら、抱だかせろ」

「俺が……抱かれんの？」

「───」

「……なに？」

「チェリーのくせに。言ってる意味、わかってんのか？」

「………」

「やらせろよ、哲史」







　だが。

　まさか……。

　こんな、予想もつかない『オチ』が待っているとは──まったく思いもしなかった。というのが、哲史の偽いつわらざる本音だった。

　それでも。

　何の照れも気負いもなく、いつもと変わらない口調で『セックスしたい』と言われて、さすがに啞あ然ぜんとしたものの。

　それが『気持ち悪い』とか『屈くつ辱じよく』だとは微み塵じんも思わなかった。

　たぶん、その時点で、哲史の完敗だったのだろう。

　もちろん。

　それを言ったのが別の男だったら、鳥とり肌はだもので。黙殺するか、殴りつけているか。……そのどちらかだったかもしれないが。







「でも、俺……。そういうのは……したことないし。どうやればいいのか……わかんないんだけど」







　今更。翼相手に、見み栄えを張ってもしょうがない。

　そう、思った。







「俺だって、男とヤんのは初めてだけど。男も女も、やることは一緒だろ。……たぶん」







　平然と吐はきまくる翼が大物なのか。

　それとも。

　多少の不安はあったものの、

『そういうもんか？』

　──で、済ませてしまった哲史が天然なのか。

　どちらにせよ。

　女性限定とはいえ、翼が経験者だっただけマシ……だったのかもしれない。







　初めてのキスは、なんだか……変な感じだった。

　いつもは辛辣な言葉を吐きまくる翼の唇は、思っていたよりもずっと柔らかで。その感かん触しよくが、妙にリアルだった。

　──が。

　初キッスの『味』なんてのは、よくわからなかったし。第一、そんなことを考えていられる余裕もなかった。

　それでも。

（あー……翼とキスをしてるんだ）

　とか、思うと。なんだか、次第にドキドキしてきた。

　翼の舌が唇をゆったりとなぞり、下唇を柔らかく咬かむ。

　それに驚おどろいて、哲史の唇がわずかに綻ほころぶと。すかさず、翼が歯列をこじ開けるように舌を捩ねじ込んできた。

　翼の舌が哲史の舌先に触れて。そのねっとりとした感触に哲史が思わず舌を引っ込めると、とたんに──キスが深くなった。

　重ねた唇の密着度が増し。

　強く。

　──深く。

　────きつく。

　翼が、唇を吸い上げる。　>>>♥

　その息苦しさに、哲史が顔を背そむけようとするのを許さず。翼は舌を絡めて、更に深く、唇を貪むさぼった。

　ドキドキだった鼓動が、いつのまにか……ドクドクと逸はやり。その搏はく動どうの速さに脳味噌を引っ搔かき回されて、吐と息いきも思考も振り回される。

　こんなのがキスだなんて、哲史は知らなかった。

　ようやく唇が外れたときには、頭の中が真っ白で。酸欠になった金魚みたいにハグハグと、哲史は大きく胸を喘あえがせた。

　頭が……クラクラする。

　初心者には、きつすぎる刺激だった。

　すっかり息が上がってしまった哲史は、頭の芯までボーッと痺れて、何も考えられなくなってしまった。

　やけに、喉のどが渇かわく。

　目ま蓋ぶたが──重い。

　ヒリついたような唇の渇きに、ぎくしゃくとなぞる舌先がぎこちなく震えるのが、自分でもわかった。

　すると。

　妙に掠かすれた声で、翼が言った。

「哲史……。おまえチェリーのくせに、エロすぎ……」

　エロい？

　何が？

「キスしただけで、そんなエッチぃ顔すんなって」

　そんなことを言われても……。

　哲史は、今、自分がどんな顔をしているのかさえ……わからない。

　それを聞こうとして、うっすら目を開くと。

　なぜか。

　翼の、啞然としたような顔のアップが視界いっぱいに広がった。

「…つば……さ？」

　──と、翼は。いきなり、唇の端を歪めたかと思うと、まるで抱き潰すように荒あら々あらしく哲史に伸し掛かった。

　ナニ？

　ナンダ？

　ドーシタ？

　それまでの余裕たっぷりの翼とは違う。突然の荒々しさに面喰くらって、哲史はパニくる。

　そして。

　その瞬間。

　哲史は。

　自分の太ふと股ももに押しつけられた翼の熱い昂たかぶりに気付いて、ギョッとした。

（うわッ）

（ちょっと──待てッ）

　焦って。

　アワくって。

　更に、パニくって。

　そんな頭グルグル状態の哲史の肩かた口ぐちに顔を埋うずめたまま、翼が熱い吐と息いきを漏らす。

「…んっ……あ…ッ……」

　今まで、一度も聴いたことがない。翼の、濡ぬれた喘ぎ……。

「は…んッ……。んッ……んッ……」

　密着度の増した下か肢しに押しつけられた、その熱さと硬かたさに煽あおられて。哲史は、身体中の血が一気に沸ふつ騰とうするような気がして。思わず、翼のシャツにしがみついた。

　そのとき。

　翼の身体がわずかに硬こう直ちよくしたかと思うと。密着した下肢がヒクヒクッと、痙れた。

「……ぅうッ……」

　歯を食いしばった呻うめき声ともつかない声が、哲史の鼓こ膜まくを直ちよく撃げきする。

　翼にキスをされたときとはまったく違う胸のドキドキが、止まらない。

　そして。

　強こわばりついた翼の身体が緩ゆるやかに弛し緩かんしたかと思うと。翼は、吐息の乱れもそのままに、

「あぁ……くっそぉぉぉ」

　唸った。

「こんな……こんなはずじゃ、なかったのにぃ……」

　ギリギリと歯を軋きしらせ。

「おまえが──おまえが、あんまりエロい顔して俺を見るから……我が慢まんできなかったじゃねーかよッ」

　掠れた声で呻く。

「おまえのせいだ……。おまえが……おまえのその蒼あおい目が潤うるんで……すげー色っぽいから……。俺……俺……。あー、ちくしょぉぉ。ダッセー……」

　翼の愚痴は止まらない。

　自分だけが先走ってしまったのは、哲史のせいだと責め。

　初心者のくせにエロ過ぎるおまえが悪いと、詰なじる。

　そして。哲史を抱き潰したまま、昂ぶり弾けてしまった自分の不ふ甲が斐いなさを嘆なげく。

「みてろよぉ……。絶対、リベンジしてやる。次は、絶対、おまえをヒイヒイ泣かせてやるからなぁッ」

　そんな翼の意固地さが、なんだか無む性しようにおかしくて。

　妙に、可愛くて。

　笑ったら、翼が更にイジけるのは百も承知で。哲史は、フツフツと込み上げる笑いと愛いとしさが止まらなかった。







　翼とは、数え切れないくらいキスをした。

　舌で味覚を感じるように、舌にも──口の中にも性感があるとは思わなかった。

　歯列を割ってチロチロと上うわ顎あごを舐められると、背筋がゾクゾクした。

　舌を絡めて吸われると、舌根が痺れて喉が──灼やけた。







　女と違って何の役にも立たない、ただの胸の飾かざりにしかすぎないと思っていた乳ち首くびにも快感があるのだ、翼に弄いじられて初めて知った。

　右の乳首より、左の乳首の方が感じる。

　それは、たぶん、心臓に近いから？

　などと考える自分がおかしくて、笑ってしまう。

　指の腹で擦こすられると、ツプリと乳首が尖とがる。

　舌で舐められて吸われると、下半身に熱が溜たまる。

　指で。

　舌で……。

　──唇で。

　散々弄られて過か敏びんになったそれを甘あま咬がみされると、爪つま先さきまでビリビリと痺れた。

　自分で弄っても何の快感も湧わかないのに。なのに、そこを翼の指でまさぐられると素直に気持ちいいと感じる。

　だからといって。翼以外の奴に、触ってほしいとも触ってもらいたいとも思わない哲史だったが。







　翼の手で裸はだかに毟むしられて、全ぜん裸らを曝す。

　それは、自分で服を脱ぐときには感じなかった羞しゆう恥ちであった。

　翼の手で性器を弄られて射い精かされる。

　それで、羞恥は根こそぎ弾け散ったと思っていたのに。

　股こ間かんに顔を埋めた翼にペニスを舐められたとき、どこにこんな恥ち辱じよくが残っていたのかと思えるほど狼狽うろたえまくって。腰が──抜けた。

　手しゆ淫いんと。

　──口淫。

　繰くり返し覚え込まされる快感が、癖くせになる。

　深くなる。

　翼に触れられると。なぜか、それだけで身体の芯が熱を持った。

　腰が、浮いて。

　──揺れて。

　どんどん深みにはまっていくのがわかる。

　そうやって翼の愛あい撫ぶに慣れていく自分が、哲史は、ちょっとだけ──怖かった。







　翼とのキスは好き。

　シックスナインで互いの性器を舐め合うことも、イヤではなかった。

　喉の奥を擦り上げるようにして翼のモノを吞のまされても、嫌けん悪おは感じなかった。

　しかし。後蕾を指で暴かれて中を慣らされるのだけは、どうしても好きになれなかった。

　哲史は、手と唇での相そう互ごオナニーだけで充分だと思っていたが。翼は、それでは本当のセックスではないと言い張った。

　この際。主導権を握にぎっているのはあくまで自分であり、受け身に回ることなどまったく眼中にない翼であった。

「哲史の中に挿いれたい」

「おまえの中で、達いきたい」

　けれども。翼のモノを銜くわえてしゃぶるときですら、その『大きさ』と『熱さ』と『硬さ』を否応なく実感させられてきた哲史は、それが自分の身体の中に入ってくることを想像しただけで血の気が引きそうだった。

　翼が無理強じいをしなかったのは、

「そんなモンをいきなりブチ込まれたら、死ぬ」

「痛いのは、イヤだ」

「ケツが切れたら、トイレに行けなくなる」

　顔面を痙らせた哲史の必死の主張に、

「なら、ちゃんと慣らしてやる。それだったら、いいな？」

　哲史が『セックス』することを受け入れるという条件付きの、翼にとっては最大限の譲じよう歩ほであったからだ。

　勢い、その慣らすための『行こう為い』にも執しつ拗ようなほどの熱が入るのも当然のことで。

「ちゃんと濡らさないと、痛い目を見るのはおまえ」

　その脅おどしに負けて、自分では見ることも叶わないそこを舐められて、指でほぐされることになってしまった。

　しかも。

　それが、思っていた以上の恥辱を搔かき毟られる行為であることを痛感して。哲史は、こんなことなら、いっそ痛い思いをした方がマシだったかもしれない──などと思ったほどだった。

　身体の最さい奥おうを翼の目の前に曝け出すことの羞恥は、先走りの精にトロトロと疼く蜜みつ口くちを爪つめの先でグリグリと弄られる痛みに似ていた。

　割り開かれて剝むき出しにされたそれを唾つばのたっぷりのった舌先で暴かれるヌルリとした感触が、いつまで経っても慣れない。

　そこに翼の指がゆっくりと潜もぐり込んでくると、もう、それだけで息が詰つまるのだ。

　指で秘肉を挫くじかれる、痛みともつかない異物感。

　ピッタリと隙すき間まなく銜え込んだ内ひ壁だを指の腹で擦り上げられる気持ち悪さに吐き気がしそうで、やめてくれと何度も泣きを入れたが、翼が聞き入れてくれるはずもなく。哲史は、眉間を歪めて耐たえるしかなかった。

　翼は、まるで目新しいオモチャでも見つけたように、そこを慣らすことに夢中になった。

　初めは指一本でもなかなかほぐれることのなかった秘肉が、挫く指の熱に煽あおられて熟うれはじめると、指は二本に増やされた。

　束ねた指で強弱をつけて抉えぐられると。ズーンと下腹が重く痺れるような、思った以上の衝撃があった。

　二本の指でバラバラに内壁を擦られると、そこで生まれる疼きにも似た熱に翻ほん弄ろうされて、哲史は泣きたくなった。

　そして。深々と、指の付け根を感じ取れるほどグリグリと抉られて、初めて、そこに触れられたとき。いきなり、身体中に電流が走った。

「…いッ……」

　一瞬。目から、火花が散ったかと思った。

　すると。翼は、

「──ここか？」

　うっすらと笑った。

「な…に？」

「おまえの、いいトコ」

　そう囁いて、翼の指がゆったりと蠢うごめく。

　──とたん。

　哲史は、

「ひッ…あぁぁぁッ」

　自分でも訳のわからない嬌声を放った。

　何がなんだか、わからない。

　ただ、頭の中が真っ白になった。

　翼の指先がそこでクリクリと蠢くと、それだけで、哲史の身体はおもしろいように跳はねた。

「…やっ……はっ……はっ…ん、ぅぅぅ………」

　目の裏に電流が走る。

　背筋が痙れるように痺れてドクドクと血が逆流し、身体中の熱が一気に股間を突き上げる。

　反り返ってカチカチに硬くなったそれに、灼やけるような芯が通る。

　熱くて。

　痛くて。

　きつくて。

　訳もわからず、哲史はその灼しやく熱ねつを吐き出した。

　蜜口が──ヒリヒリと灼けるように疼いた。

　自分が射精イったのだと知ったのは、乱れに乱れまくった吐息にガンガンこめかみを乱打されて、

「スゲ……」

　翼が驚おどろきの声を漏らした、そのときだった。

　そこが前ぜん立りつ腺せんという愉ゆ悦えつの源であることを、哲史は、そのとき初めて知ったのだった。







　ディープなキスで哲史を溺おぼれさせる。

　すでに尖とがりきっていた乳首を舌で転がし、そのまま、甘く咬かんで吸ってやると。哲史のものは、いともたやすく弾けた。

　先に一度射精させてやると、快感に敏びん感かんになった哲史の身体は翼の愛撫に従順になる。

　誰でもない。

　翼が、そういうふうに哲史を仕込んだのだ。

　普段は双そう丘きゆうの谷間に隠かくれたそこを指で割り開き、露ろ出しゆつさせる。誰の目にも触れることのない哲史のそれは、綺麗なローズピンクだった。

　その切れ目を指の腹でそろりと撫なでると、ローズピンクの窄すぼまりがヒクリと震ふるえた。

　哲史がそこを弄いじられるのがあまり好きではないことを、翼は知っている。

　深すぎる快感が、嫌なのだ。

　いや……。

　射精することで得られる男の本能かいかんとは違う愉悦の渦に翻弄されるのが怖いのかもしれない。

　剝き出しにされたそれをじっくりと愛撫されるくらいなら、貫かれる痛みの方がマシ。そう、思っている節がある。

　だから、翼は、たっぷり唾ののった舌で襞の一筋一筋を丁てい寧ねいに舐め上げる。ここで、自分と一つに繫つながるのだということを、哲史の身体と心に覚え込ませるために。

　互いのものを愛撫して、射精する。哲史はそれだけで充分だと思っているようだが、翼は違う。

　哲史を自分だけのものにしたい。

　哲史の中に自分の雄おすを穿うがってマーキングし、自分だけのものであることを哲史自身にも知らしめたい。

　セックスで哲史のすべてを束そく縛ばくできるとは思っていないが。それならば、哲史の身体だけでもセックスで縛しばりたい。

　硬い蕾つぼみを舐めてほぐし、更に舌先でつついて花か芯しんの綻ほころびを促うながす。そうやって花芯の襞がゆるゆると綻んでくると、ゆっくり、指を潜らせる。

　本当は、その手のオイルかローションを使えば、もっとスムーズに手早くインサートできるのだろうが。翼は、あえて、それをしなかった。

　哲史のそこが充分にほぐれてくると、指を二本に増やす。

　哲史を喘あえがせ鳴かせても、傷つけたいわけではないから充分に慣らす。ピッチリと翼の指を銜くわえ込んだ哲史の後蕾がとろとろに蕩とろけてしまうまで。じっくりと。

　そうやって、初めて。翼は哲史の中に自分を穿つのだ。

　一つになる喜びと快感を存分に貪むさぼるために。







　キッチリ整理整せい頓とんされた──とは言いがたいが、それなりに片付いている翼の部屋。

　一人で使うには広すぎるようなダブルサイズのベッドの上で全裸の翼と哲史が重なり、絡み合っていた。

　キッチンから、この部屋へ。

　半ば腰砕けになった哲史を両腕に抱き込んだまま引き摺ずるように連れ込んで、服を脱ぐのももどかしげにベッドに押し倒し。翼は、自分よりも一回りは細い哲史の身体に伸し掛かるように組み敷しいていた。

「んっ…んっ……はっ…んぅぅ……あっ…ぁぁぁ……」

　哲史の嬌声が、止まらない。

　深々と穿たれた翼のもので奥の奥まで擦こすり上げられて、哲史は痙ったような喘ぎを漏らす。

「くっ……」

　きつく抉えぐるように律動する翼の唇からも、ときおり、掠れた呻きがこぼれる。

　散々哲史を煽って余裕たっぷりだった翼も、キリキリと締め付けるようなきつさに快感を搾しぼり上げられ、思わず持っていかれそうになる。

　それでも、ギリギリと奥歯を軋らせて踏ん張ったのは。過ぎる快感に半分意識を飛ばして乱れまくる哲史を、もっと見ていたいからだった。

　どこまでも蒼く澄みきった空の色を思わせる哲史のコバルトブルーの双そう眸ぼうが、今は、熱に浮かされて濡れたように潤んでいる。

　そうすると、普段のそれよりも、もっと、ずっと深い海の色になる。

　うっとりするほど綺麗な──海の碧あお。

　普段見慣れた空の『蒼』も翼のお気に入りだが、この海の『碧』は特別だった。

　なぜなら。この碧色は、哲史が自分のモノであるという証あかしの色だったからだ。　>>>♥

　龍平も知らない。哲史のそんな瞳ひとみの変化を見ることができるのは、自分だけだという自負と喜き悦えつが翼にはある。

　ずっと。

　ずっと……欲しかった。

　小学校の入学式で初めて哲史の蒼い瞳を見つけたとき、ドキドキした。

　絶対、自分のものにしたかった。

　いや。絶対、自分のものにすると決めたのだ。

　けれども。哲史の蒼い目は、自分一人のものにはならなかった。

　そこには龍平という、外見も性格もまったく違うが誰よりも自分に酷こく似じした片かた翼よくがいて。哲史は、まったく別け隔へだてのない情愛を注ぎまくっていたからだ。

　龍平のことは、素直に好きだと言える。あの裏表のない超天然級のボケまくりには、ずいぶんと癒されてきた。

　だが。

　それでも。

　翼にとって、哲史は別格だった。

　だから。龍平が哲史を抱き枕にして熟睡しているのを見たときには、嫉妬を過ぎた憤怒で頭が弾けそうだった。




　ナンデッ。

　ドウシテッ？

　俺ガヤリタクテモ出来ナイコトヲ、ナンデ、ソンナ簡単ニ、オマエガヤルンダヨッ！




　自分だけ弾かれてしまったような疎そ外がい感。

　ズクズク疼く嫉妬。

　メラメラと燃える独どく占せん欲よく。

　そして。ムラムラするほどの執しゆう着ちやく心しん。

　初めて哲史に欲情したのは、いつだったのか……はっきりとは記憶にない。

　そんなことが記憶にないほど、翼は、初めから哲史だけが欲しかったのだ。

　それが証拠に、オナニーの相手おかずは決まって哲史だった。頭の中で好きに毟むしって、好きなように鳴かせて、好きなだけ犯おかした。

　それで罪悪感を覚えたことなど、ただの一度もなかった。

　いずれ、哲史を自分のモノする。

　それは、翼の中ではすでに揺るがない決意であって。オナニーは、言わば、そのための予行練習ぜんぎでしかなかったからだ。

　童貞は、中学一年で捨てた。

　セックスには興味はあったが、女には関心がなかった。だから、初体験がどんな女だったかも覚えていない。

　処女を相手にするほど飢うえてもいなかったし、束縛されるのはもっと嫌いだったから、セックスする相手はいつも後あと腐くされのない年上の大人の女だった。

　最初は好きなように喰くわれるだけだったが、それも、喰らい返して好きに貪ることができるくらいには慣れた。

　なのに。

　性欲が満たされても、身体の芯に巣くった飢き渇かつ感かんは消えなかった。

　哲史に対する餓うえを自覚して、ジクジク疼き渋しぶるような情欲を持て余すようになると飢渇感は更に増した。

　それでも。

　自分から哲史に好きだと言うのは、翼のプライドが許さなかった。

　哲史の方から、自分を好きだと言わせたい。

　その思い込みがあまりに強すぎて、龍平のように自然にスキンシップをすることも素直に甘えることもできなかった。龍平を横目で眺めつつ、内心、奥歯がギシギシ軋ったのも数え切れない。

　それ以上に。自分を取り巻く諸もろ々もろのことが、鬱うつ陶とうしくてならなかった。

　頼んだわけでもないのに押し売りされる好意が、虫むし酸ずが走るほど嫌いだった。

　他人は『綺麗』だと誉ほめそやす自分の顔が、翼は好きではない。

　本当に綺麗なのは外見ではなく、龍平のような『純朴』さであり、逆境にも負けない哲史の『潔いさぎよさ』だと思っていた。

　哲史を自分だけのものにしたい。

　だが、それは、哲史の口から言わせなければ意味がない。

　そのチャンスが巡めぐってきたのは、高校受験のときだった。

「俺、一度でいいから、おまえの本気が見てみたい」

　その言葉に、内心、翼は狂きよう喜きした。

　その見返りに、なんでもくれると、哲史が約束したからだ。

　その確約さえ取り付けてしまえば、翼には何の怖い物もなかった。

　さすがに、

「おまえとセックスしたい」

　それを言ったとき、哲史は呆然絶句していたが。端から、翼は前言撤てつ回かいさせる気はなかったし、手て酷ひどく拒きよ絶ぜつされるとも思っていなかった。

　すると。ごく自然に『好き』という言葉が出た。

「おまえが好きだからに決まってるだろ」

　哲史に言わせたい。哲史の口からこそ聞きたいと思っていたその言葉が、何のためらいもなくこぼれ落ちた。




　オマエガ好キ。




　たったそれだけの言葉が、翼にはずいぶん重かった。プライドが邪魔をして、素直に口に出せなかった。

　それが、何の気負いもなく、しごくあっさりと自分の口から漏れたとき。翼は、

（なんだ、こんな簡単なことだったのか？）

　拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　こんなことなら、プライドなんかドブに捨ててさっさと告こくってしまえばよかったと思った。そうすれば、あんな不様に龍平に嫉妬することもなかったかもしれない、と。




　オマエガ好キダカラ、自分ノものニシタイ。




　それが、翼のすべてだった。

「おまえが好きだから、セックスしたい」

　自分が哲史の『特別』であることを、翼は知っていた。

　そこに、『約束』という錘おもりをつけて、翼はおもいっきりツケ込んだのだ。

　そして。翼は、哲史を手に入れた。

　キスをしただけで思った以上の艶つやっぽさを剝むき出しにした哲史に、翼は腰砕けになった。

　そのせいで、自分だけ先走って醜態を曝すという、翼にとっては思ってもみない最悪な展開になってしまった。

　それで、自分がどれほど哲史にガッついていたのか……。まざまざと思い知らされた。

　だから、もう、見み栄えも片意地を張ることもやめた。

　哲史の前でいらぬ格かつ好こうを付けるだけ無駄なことだと思い知ったからだ。

「…つ…ぁさ……。も……もぉ……イけ、よぉ……。つば…さぁ……」

　情欲に濡ぬれた双そうの碧あおい目を更に潤ませて、哲史が、切せつ羽ぱ詰つまったように甘く翼の名を呼ぶ。

　それだけで、哲史の中に穿うがったモノが更に猛たける思いがして。翼はふうっと一息吐くと、汗で額に張り付いた哲史の髪をすき上げ、

「こんくらいで音を上げてんじゃねーよ、哲史」

　その耳元で、まったりと甘く囁いた。　>>>♥

「…ぅば、さぁ………イッ…て……つば…さぁ……」

　ろれつの怪あやしくなった哲史の喘あえぎが、うっとりするほど──気持ちいい。

「おまえのミルクタンクが空になるまで、おまえの好きなトコいっぱい擦こすって……抉えぐって、イかせてやる。だから、もっと、声……出せ」

　ヒクヒクと小刻みに震える哲史の唇を、翼は、舌先でねっとりと舐め上げた。













　　　　＊＊＊＊＊　Ⅶ　＊＊＊＊＊







　その日の放課後。

　毎月の第三水曜日に開かれている執行部定例会が終わった生徒会室で、鷹司と藤堂は、ゆったりと寛くつろいでいた。

　本当は他のメンバーも、その場に残って鷹司とプライベートにゆっくり語り合いたいと思っていたのだろうが。当の本人に、あっさり、

「お疲つかれさま。あとの戸と締じまりは、僕と藤堂でやっておくから……」

　などと、言われてしまうと。まさか、図ずう々ずうしく居残ってしまうわけにもいかず……。それぞれが、後ろ髪がみを引かれる思いで部屋を出ていった。

　そうして。二人を残してすべての人間が出で払はらってしまうと、藤堂は、おもむろに口を開いた。

「慎吾。おまえ……マジなのか？」

「ん？　マジって、何が？」

　今日の議題に、そんなふうに改めて確かく認にんするようなことがあっただろうか？──と思いながら、鷹司はわずかに小首を傾かしげる。

「杉本哲史を来期の執行部人事の目玉にするって話だよ」

「もちろん、本気の大マジだけど？」

　即そく答とうする鷹司の口調には、微み塵じんの迷いもない。

　もっとも。それについては、今のところ、鷹司と藤堂の間だけで交かわされたオフレコに過ぎなかったが。

「彼、中学のときは生徒会長をやってたから。ド素人しろうとをスカウトするより、ずっとマシだと思うよ」

　単なる思いつきで口にしたのではないことを強調するように、それを言うと。藤堂はどっぷり深々と椅子に背もたれて、双そう眸ぼうを眇すがめた。

「生徒会長、ねぇ。とても、そんなふうには見えんがな」

「イヤだな、藤堂。外見で人を判断するなんて、藤堂らしくないんじゃない？」

「やっぱ、先入観ってやつかな」

　杉本哲史の名前を聞くと。本人がどうの……というより、まず先に、強きよう烈れつな個性オーラを放はなつ蓮城翼と市村龍平という双そう璧へきの顔が浮かんでしまう。

　それだけ、あの三人はセットで語られることが多いということなのだろう。

　裏を返せば。それは、杉本哲史という存在がいかにも希き薄はくで、印象にも残らないことの証あかしであるような気がして。

　実際。藤堂が、じっくりマジマジと哲史を見たのはこの間のあれが初めてだったが。ほっそりとした小顔の哲史は、双璧の二人に比べると、どうやってもインパクトが欠けるようにしか見えなかった。

「彼はね、すごく有能だと思うよ。自分で何でもバリバリやっちゃうような派は手でなタイプじゃないけど、気配りは上手うまいし、人を見る目もあるし。それに、言うべきときには誰が相手だろうと、バシッと言うしね」

（それは、だから。同じ中学の後輩だっていう欲目じゃないのかよ？）

　何よりも腑ふに落ちないのは。それまで、杉本哲史の『ス』の字も口にしたことがなかったのに、なぜ急に鷹司が哲史に肩かた入いれしはじめたのか。そのことの方が、藤堂には気になるところだった。

「まっ、おまえがそう言うんなら間違いはないんだろうが……。でも、この間みたいなこともあるしな。けっこうなトラブルメーカーだったりするんじゃないか？」

　藤堂の言う『この間』のことを思い出して、鷹司は、ふと、苦笑する。

「うーん……。だって、あれは、誰がどう見たって八つ当たりのトバッチリだろ？」

「だから、そういう蓮城絡みのトバッチリのトラブルが日常茶さ飯はん事じ……てのがなぁ。俺に言わせりゃ、あんなトラブル体質で、よく生徒会長に当選したよなぁ……て感じなんだけど」

　中学時代の三人を知らない藤堂に、一種異様な緊きん張ちよう感かんに包まれていた当時の状じよう況きようをいくら口で説明しても、わかってはもらえないのはしょうがない。

　哲史が生徒会長に立候補したのは、そうすることで、様々な方面での抑よく止し力りよくになると思ったからだろう。

　鷹司の目には。彼ら三人の関係は、まるで二等辺三角形のように見えた。

　そのキー・マンは哲史で。半はん端ぱでなく桁けた外はずれなキャラが二人して暴走しないように、その引き綱づな役に徹てつしているように思えたのだ。

　好むと好まざるとにかかわらず、半端でない個性はトラブルを生む。

　だったら、いっそ、自分がトップに立って周囲を黙らせてしまった方が何かとやりやすいだろうに。そう思っていた鷹司は、哲史が会長選に立候補すると知って、思わず、喝かつ采さいの拍はく手しゆを送ったほどだ。

　その結果。翼と龍平のファンの反発票が他の候補に回って、たぶん、落選するだろうと思われていた哲史がブッ千切りのトップ当選を果たしたときには。表に出てこないだけで、哲史の隠れファンも結構いるのだと認識も新たにしたのだった。

「もしかして、中学の時は、今ほど派手なトラブルはなかったのか？」

「いや、充分派手だったよ」

　そう。今とは、比べものにならないくらいには凄かった。

「何しろ、入学当時から、何かと注目の三人だったしね」

　類は友を呼ぶ。

　いや。あれは、

『カリスマは友を選別する』

　そういう感じだった。

　──で。選ばれなかった者たちは、唯一選ばれた『特別』に嫉しつ妬として身み悶もだえるしかないのだろう。

「蓮城の『美貌』と市村の『超天然』はわかるんだけど、パンピーな杉本は、やっぱ、どう見ても二人のオマケ……だろ？」

　鷹司に言わせれば。どう見ても、あれは、中学のときの二にの舞まいを踏ふまないようにと、

『パンピーに擬ぎ態たいしているだけ』

　──にしか見えないのだが。

　そういう意味では。やはり、目め眩くらましが効いているのだろう。

「そんなことないよ。杉本君にもちゃんと、二人に負けないだけのウリがあったしね」

「ウリ？」

　どんな？──と言いかけて。

　藤堂は、ふと……保健室での意味深な鷹司の言葉を思い出した。

「それって……もしかして。この間、保健室でおまえが言ってた、コバルトブルーがなんたら……のことか？」

　鷹司は、一いつ瞬しゆん、双眸めを瞠みはり。

　ついで、柔らかな笑みを浮かべた。

「なんだ、ちゃんと聴きいてたんだ？」

「聴こえるように言ったんじゃないのかよ？」

「違うよ。あのときは……杉本君の顔を間近に見てたら、なんか……つい、口が滑っちゃったんだよ」

　本当は、あんなことを言うつもりではなかったのだ。

　──けれど。

　何の変哲もない、ごく普通の黒こく瞳とうにカムフラージュされたあの双眸めを見たとき。思わず、込こみ上げるものがあって。つい、口が滑った。

　もう、二度と。あの蒼あおい宝石が見られないのかと思うと、あまりにも残念で。

　物もの凄すごく、もったいなくて。

　できれば。もう一度だけでも、目にしたくて……。

　そして。

　物言いは凄く柔らかいが、すぐに緩むような口ではない鷹司の性格を誰よりもよく知っている藤堂は、

「なんで？」

　それを、問わずにはいられなかった。

「──知りたい？」

「そこまで思わせぶりに言われたら、聴かずにはいられないだろうが」

「もちろん、オフレコだよ？」

「あぁ……わかってる」

　鷹司が、これほどにもったいぶるのだから。きっと。それは、大した『ウリ』なのだろうと藤堂は思った。

「杉本君の目、ねぇ。あれ、黒のカラー・コンタクトをしてるんだよ。ほんとは、ものすごく綺麗な蒼い目なの」

　瞬間。

　藤堂は、何を言うべきか戸と惑まどって。

「……って、あいつ、ハーフだったのか？」

　驚きとともに、その言葉を吐き出す。言外に、

『とても、そんなふうには見えない』

　──というニュアンスを込めて。

「そうじゃなくて。なんか、ものすごい確率の突然変異なんだって」

「突然変異？──って、アルビノみたいなやつか？」

「……なのかな。そこらへんのことは、僕にもよくわからないんだけど。でも……それが、もう、真っ青なブルー・スカイなんか目じゃないっていうくらい綺麗な、宝石みたいな蒼い目でね。当時、僕たちの間じゃ、すごく有名だったんだよ」

　蓮城翼の『凶悪な美貌』と、常識と非常識は紙一重──を地で行く市村龍平の『天然』ぶりに負まけず劣おとらず。杉本哲史の日本人離ばなれしたあの神秘的とも言える『蒼そう眸ぼう』は、鷹司たち上級生の間では噂の的であったのだ。

「宝石……ねぇ。そんな凄いのか？」

「もう、絶品。蓮城君の美貌に張るくらいのインパクトがあったな」

「──そりゃ、スゴイな」

　そう言いながらも。藤堂には、いまいち、実感が湧わかない。

　哲史の目が黒ではなく、青だと言われても。その宝石のような『蒼い目の杉本哲史』というのが、想像できないのだ。

　──いや。

　それどころか。

　どう見ても純和風の顔に、それでは。かえってインパクトがありすぎというか……。絶品を通り越こして、奇き異いにすら感じてしまうのではないかとさえ思った。

「でもね。やっぱり、どこにでもいるじゃない。ちょっと人と違ってるだけで、あれこれ言うバカな奴らが」

「だから、カラー・レンズってことじゃないのか？」

「まぁ、結局は、それに尽つきるんだろうけど……。あのときは、おまえらいい加減にしろよッ…てくらい、しつこく絡むバカヤローどもがいてさ。ついにマジギレになって、ボコボコにしちゃったんだよ」

「ボコボコって……。あんな細っこい、いかにも腕わん力りよくがなさそうな杉本がか？」

「違うよ。蓮城君と市村君が、だよ」

　とたん。

　藤堂は、呆ほうけたように言葉を無くす。

「なんか、凄かったらしいよ。あの市村君が怒いかりに燃えて悪ガキどもをド突つき回して、千切っては投げ、千切っては投げ……。蓮城君なんか、ガンガン殴りつけて、ついでに蹴りまで入れたって話だから」

　翼のそれは、たやすく想像できるが。大だい魔ま神じんな龍平というのは、かなり、凄いのではないだろうか。

「もしかして……警察沙ざ汰たにでもなったのか？」

「ならなかったよ。そいつら、全面的に自分たちが悪かったって認めて土下座までしたしね」

「ド突き回されて。殴られて。蹴りまで入れられて──土下座か。メンツ、丸まる潰つぶれって感じだな。そいつら、よっぽど蓮城が怖かったんだな」

「まぁ、ありえないことじゃないけどね」

　実のところ。

　鷹司は、その場にいたわけではないので詳くわしいことまではわからなかったが。

　何しろ。当事者どころか、その場にいた者たちまで、まるで箝かん口こう令れいが敷しかれたように何も語りたがらないので。

　そんなものだから。

　きっと。

　翼と龍平のキレぶりがよほど怖かったのだろうと、もっぱらの噂だったのだが。

　その一方で、まことしやかに囁かれている噂もあった。

　それは。そのバカヤローどもが悪ふざけをしていたのではなく、実は、哲史に性的な暴行を加えようとしていたのではないか──というものだった。

　その現場を翼と龍平に踏ふみ込まれてボコボコにやられてしまったのではないか。

　で、なければ。そいつらの親まで出張ってきていたのに、翼と龍平が何のお咎とがめもなく済むはずがない──と。

　その噂が悪質なデマカセだと言われながらも、なかなか下火にならなかったのは。実は、上級生の間では密かに、

『青あお眼めの杉本哲史はそそる』

　そう、噂されていたからだ。

　実際。ピンで立ったときの哲史は。他の二人の強きよう烈れつな目め眩くらましがない分、その印象はずいぶん違って見えた。

　女の子とみまごうばかりに華奢な身体付きをしていたわけではないが。肉付きの薄い、どこもかしこもほっそりとしたしなやかさは、性別不明の、あやふやな……妙な色気があって。

　蓮城翼と市村龍平という双璧が、まるで一対ついの騎士ナイトのごとく杉本哲史にベッタリ張り付いているのは、良からぬことを企たくらむ『害虫』を寄せつけないようにしているからだ。

　──とまで、言われていた。

　それを聞いたとき。

　鷹司は、なぜか……笑えなかった。

　哲史のあのコバルトブルーの双眸は、確かに、よくも悪くも、人を魅了とりこにする何かが潜ひそんでいるようで。

　哲史が、翼絡みで様々なトバッチリを受けていることは誰の目にも明らかだが。そのうちの三分の一くらいは、そういう『害虫』絡みではないかと噂する者もいたほどだ。

　だから、あの三人がそろって沙神高校に入学してきたとき。鷹司は、実は、哲史に語ったほどには驚かなかった。

（あぁ……。やっぱり、杉本君はナイトに守られたお姫さまなんだなぁ）

　そんなふうにも思えて。

　唯一の驚きよう愕がくと言えば。

　翼の、まさかの新入生総代──そのことだけだった。

　しかし。哲史は、しごく当然の結果だと言う。

　まいった。

　やられた。

　見事に周囲を欺あざむき通した翼の確信犯ぶりには、もう、笑うしかない鷹司だった。

「そういえば、聞いたか？」

「何を？」

「蓮城のケツ持ちが、親衛隊から、二年三組男子の当番制になったらしいぞ」

「まぁ、当然と言えば当然──としかコメントしようがないんだけど」

「杉本を傷物にしちまったからな」

「それよりも、僕は。よくまぁ、蓮城君がそんなんで納まったなぁと思って。なんか……そっちの方が不気味なんだけど」

　何しろ。中学時代は、売られた喧嘩は三倍返しと公言していたほどで。特に、哲史絡みになると、まるで容赦がなかった。そこらへんの凶悪ぶりをまざまざと見せつけられてきただけに、なにやら……不ふ穏おんだ。

（ターミネーターなダーリンを持つと、ハニーは大変だよねぇ。いろいろと……）

　今更のように、内心ため息を漏もらす鷹司だった。

「親衛隊のトップは、あの佐伯翔しよう……だろ？　このまま黙って引っ込んでるようなタマには見えないんだがな」

「去年の文化祭で蓮城君に一ひと目め惚ぼれして、桐きりが丘おかの推すい薦せん蹴って一般入試でウチに入った奴だよね」

「公言してるだけ、始末に負えないだろうが」

「蓮城君の下僕志願は腐るほどいるから。今更なんじゃない？」

　けんもほろろのその言い様に、藤堂は、わずかに双眸をすがめる。

「メンツ潰されて、これ以上、プッツンしなきゃいいけどな。俺の任期中に、場外乱闘だけは勘かん弁べんしてくれって感じ」

「うーん……。小こ猫ねこが虎とらに咬かみついても、所しよ詮せん、勝負にならないしね。周りが見えてないオバカさんは、やっぱり、それなりに高い授業料を払ってでも学習してもらうしかないんじゃないかな」

　あくまで優ゆう雅がに、鷹司は、結構キツイ台詞を吐きまくる。

（──て、いうか。蓮城君て、まぁだネコかぶってるような気がするし。ここまできたら、どこまで大化けするのか……。見てみたい気がするんだよね）

　さわらぬ神に祟たたりなし。

　その格言をひっそりとかみしめつつ、なにやら不穏なジレンマを自覚する鷹司だった。







　あとがき







　こんにちは。

　今年も、もう、八月。

　月日が経たつのって、早いよなぁ……。ふう……。

　──とか、いつにもまして実感している吉よし原はらでございます。いや、サクサクとお仕事を片付けてしまえば、いいだけの話なのですが（笑）。

　そんなこんなで、担当様にビシバシと愛の鞭むち（？）状態での新シリーズ『くされ縁の法則[image: □１]』です。いかがだったでしょうか？

　新しいキャラに『絵』が付くときには、毎回、ドキドキ♡ワクワクなのですが。今回イラストを担当していただいた神しん葉ば理り世ぜさんのラフを見せていただいたときには、思わず『キャッ♡うふふ♥ニヤリ♡』でした。カラーで見るのがとっても楽しみです。

　さて。こうやってあとがきを書いていると、毎回、

「アレもコレも、まぁだ終わってないじゃないか。もっとガシガシ頑がん張ばらんかいッ！」

　──と、ありがたい励はげましのお言葉をいただくわけですが。

　いやぁ、ワタクシ的には、いつにもまして頑張っているんですよ？

　他社様で申し訳ないですが。六月には大おお幅はば加筆の『間あいの楔くさびⅡ』が出ましたし、二月と八月には原作をやっているコミックスの『幻惑の鼓動⑨・⑩』も出たし……。

　あれも、これも。やりたいことはいっぱいあるんだけど──と思うのは、いつものことですが。これ以上、自分の首を絞しめるのもなぁ。

　──で。角川さんでは、今年、担当様にバシバシしごかれてヒーヒー言いながら頑張っている分は、来年頭にまとめてドンと出る予定でございます。

　えっと……。

　まずは。ルビー文庫の『くされ縁の法則[image: □２]』ですね。

　順調に行けば（笑）。次は、ソフトカバー版の単行本『幼馴染み』でしょうか。

　これは、ワタクシの文庫デビュー作でもありますが。ルビー文庫第一弾だん（たぶん、今はもう書店さんにも並んでいないのでは？　なんたって、十年前だしなぁ。ハハハ）だったものに、「ルビー・アンソロジー」（…とか言っても、今の読者さんは誰だれも知らないだろうな）で書いた番外編の『旋つむじ風かぜ』に、ドラマＣＤ『幼馴染み』（はるか昔、角川さんから出ました。すでに絶版ですね。持っていらっしゃる方は、きっと、コアなファンの皆みな様さまだったりして……ハハハ。声優さんも豪ごう華かでした）のブックレット用ショートストーリーと、新たに新作書き下ろしが入る予定です。

　──で、もって。

　ワタクシ的にはリキ入りまくりの『子ガ供キの領分』ドラマＣＤ、第四弾＆第五弾が二連発でサクサクッと出ます。……たぶん。

　どちらも、二枚組の豪華版♡

　第四弾は、いわゆる流血チューからの『堤編』ファイナルです。広ひろ海み君の、学校での硬こう派はな外そと面づらと、茅かや野の家での甘々な内うち面づらのギャップがお楽しみいただけるかと。本編とは別の、おまけトークも充じゆう実じつしております（あくまで当社比──ですが。…笑）

　第五弾は、『蓮見高校体育祭編』。ドラマＣＤオリジナル・バージョンでございます。はて、さて……どうなるんでしょうか。

　それで、今回の通つう販はん特典の目玉は。な…なぁぁんと、抽ちゆう選せんで『陽一サマ仕様エプロン』プレゼント！──だそうで。

　ハハハ……。

　角川さんってば、太っ腹ッ──という感じです。

　陽一サマ仕様って、どんな感じになるんでしょうか？

　もしかして、ネーム入りとか？

　はぁぁぁ……。今から、ちょっとワクワク♡……です。

　通販特典に負けないように、ブックレット用のショートストーリーも頑張るぞぉぉッ！

　そういうわけで。トロトロとしているようでも、吉原、それなりに頑張っておりますので。この先もよろしくお付き合いいただければ、幸いです。

　最後の最後になってしまいましたが。神葉理世さま、ありがとうございます。次回も、よろしくお願いいたします。

　では。

　……では。




　　平成十五年八月


吉原　理恵子　　
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